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・単位の取得には、毎回 2時間の予習および復習をしなければならない
・授業にふさわしい雰囲気づくりのため、受講にあたっては以下の行為を禁ずる

（1）授業開始後の入退室
（2）私語
（3）無許可での飲食
（4）情報端末（スマートフォン等）の無許可利用・無許可撮影
（5）受講にふさわしくない服装（無許可での帽子等）の着用
（6）レポート等におけるインターネットからの無断引用
（7）その他、授業の進行を妨げたり、雰囲気を悪くする行為
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生産環境工学科では Instagramと Facebook により，研究・教育活動，学科の各種イベント
を随時掲載しています。フォローをよろしくお願いします。

  

@BEE.TokyoNODAI
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　この生産環境工学ガイドは、生産環境工学科の教員が学科所属の学生の皆さんのために編

纂した冊子です。皆さんが満足の行く学生生活を送り将来へ向かって羽ばたいて行かれるこ

とを願って教員一同で作りました。学科教員紹介を始め、履修に関すること、特に分野や研

究室の選択、生産環境コース・技術者養成コースの選択、さらには就職に関することや、そ

の他にも学科に関する情報をたくさん掲載しており、4年間活用できるようにしています。

　ここで、生産環境工学科の歴史について触れておきます。当学科は、1940 年（昭和15年）

に専門部農業工学科として誕生しました。今年で83年目を迎えます。その前身は1905年（明

治 38年）に国から農大に委託された開墾および耕地整理技術員教育にあり、当時から実験

実習教育を中心とした実学教育が行われてきました。1945 年（昭和 20年）には農業土木学

科が新設され、1949 年（昭和 24年）に農学部農業工学科となりました。

　1998 年（平成10年）には大規模な学部改組により、農業工学が培ってきた農地造成・保

全の技術を活かし、農業生産と周辺環境の共存と保全に貢献するため地域環境科学部生産

環境工学科が誕生しました。大学院は1990 年（平成 2年）に農業工学専攻が設置され、現

在に至っています。現在、生産環境工学科では、4分野 8研究室体制で教育・研究を行って

います。2004 年には日本技術者教育認定機構（JABEE）から、技術者教育を適切に実施して

いる学科として認定を受けています。

　本学には、21世紀の人類の課題である「生命」「食料」「環境」「健康」「エネルギー」「地域再生」

という研究キーワードがあります。生産環境工学科は、「食料生産・食料供給と環境保全と

の調和を図るための革新的な技術を追求する」を掲げ、農業生産の現場の技術開発のみなら

ず、地球温暖化や砂漠化などの地球的規模の環境問題や、流域レベルでの水質保全、農産

物の加工やヒト・モノの輸送のための道路基盤に関する問題を解決するための技術を勉強す

る学科です。皆さんがこれらのテーマに興味・関心をもち研究課題とする目標を持ったなら

ば、それに向かって努力してください。意欲の高い皆さんのために我々も労を惜しみません。

東京農業大学の創設者である榎本武揚公の建学の精神「学びてのち、足らざるを知る」に則り、

現状に満足することなくつねに高みを目指してください。

　2023 年４月

生産環境工学科　学科長　村松良樹
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　このシンボルマークは、生産環境工学科の前身である農業工学科のシ
ンボルマークとして、平成2年に行われた50周年記念事業の一環で制作
したものです。農業工学の欧文名Agricultural Engineering の頭文字の
ＡとＥの小文字、a とe をデザインして双葉を形取り、上方に水滴を付
したものです。双葉は芽生えたばかりの植物であるのと同時に農大で学
問に励む学生諸氏であり、水滴は灌漑を意味するのと同時に、社会に出
た後も社会に出て大きく育ってほしいと願う我々の微力ながらの教鞭を
意味したものです。
　平成10年度に実施した学部改組により、現在の生産環境工学科に名称
変更をいたしましたが、「人間食わずに生きらりょか」の青山ほとりの
精神である、土を耕し、作物を植え、水をやるというわれわれの研究教
育の姿勢は変わることはありません。地球環境を考えた食糧生産、生態
系にしっかりと組み込まれた人間活動の確立はやはり植物を育てること
にあり、その始まりはいつも芽生えであると思います。生産環境工学科
は、これからも変わることなく生物生産を支援するエコ・テクノロジー
を追求し続ける学科でありたいと考えております。

生産環境工学科シンボルマーク

　このシンボルマークは、生産環境工学科の前身である農業工学科の
シンボルマークとして、平成2年に行われた50周年記念事業の一環で
制作したものです。農業工学の欧文名AgriculturalEngineeringの頭文
字のＡとＥの小文字、aとeをデザインして双葉を形取り、上方に水滴
を、根本にSince1940の地面を付したものです。双葉は芽生えたばか
りの植物であるのと同時に農大で学問に励む学生諸氏であり、水滴は
灌漑を意味するのと同時に、大学卒業後も社会に出て大きく育ってほ
しいと願う我々の微力ながらの教鞭を意味したものです。
　平成10年度に実施した学部改組により、現在の生産環境工学科に名
称変更をしましたが、「人間食わずに生きらりょか」の青山ほとりの
精神である、土を耕し、作物を植え、水をやるというわれわれの研究
教育の姿勢は変わることはありません。地球環境を考えた食糧生産、
生態系にしっかりと組み込まれた人間活動の確立はやはり植物を育て
ることにあり、その始まりはいつも芽生えであると思います。生産環
境工学科は、これからも変わることなく生物生産を支援するエコ・テ
クノロジーを追求し続ける学科でありたいと考えています。
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1ɽ学Պͷྺ࢙
　東京農業大学は、1891年（明治 24年）に徳川育英会育英黌農業科として創設され、1905

年（明治 38年）には農商務省から開墾及耕地整理技術員講習としての農業土木教育が委託

された。これが本学科の成り立ちで、わが国の農業土木教育機関としては最も古い歴史を有

する。そして、1940 年（昭和15年）には、東京農業大学創立 50周年の記念式典が行われ、

この年に農業工学科が創設された。一方、長年にわたって継続されてきた伝統ある農林省委

託の開墾及耕地整理技術員講習は、1955 年（昭和 30年）の農林省の機構改革によって廃止

されるに至った。

　1940 年に創設された農業工学科は、その後1944 年（昭和19年）に名称を農業土木科と

改称し、1945 年（昭和 20年）には農学部に農業土木学科が新設された。終戦後わが国の学

制にも大改革がなされ、1949 年（昭和 24年）にはこの改革によって新制大学が設置される

ことになった。これに伴って旧制度による農業土木学科は廃止され、学科名を再び農業工学

科として発足することになった。

　そして、1990 年（平成 2年）には、農業工学科創設 50周年記念式典が挙行され、この年

4月より大学院農学研究科農業工学専攻修士課程が開設された。

　1991年（平成 3年）には東京農業大学創立百周年記念式典が挙行され、この時に本学は「地

球時代の食料・環境・健康・エネルギー」に大学を挙げて取り組むことになった。そのため

には学部を再編することが重要課題となり、生物学を基調とするユニークな総合大学を目指

すべく従来の農学部を4つの学部に再編することになった。すなわち、農学部、応用生物科

学部、地域環境科学部、国際食料情報学部の4学部で、この再編にともなって、1998 年（平

成10年）に本学科は地域環境科学部に属し、生産環境工学科と名称を変更した。

　学部・学科の再編による教育および研究体制の充実にあわせて、大学院教育を発展させる

べく2002年（平成14年）4月より大学院農学研究科農業工学専攻博士後期課程が増設され、

学部から大学院博士前期・後期課程まで一貫した専門教育の高度化が図られ今日に至っている。

　生産環境工学科は、その前身である農業工学科の創設から今年で 83年目をむかえる。

　近年における化石燃料を主とするエネルギーの多量消費や資源の乱開発・多使用など活

発化した生産活動の影響は、温暖化、異常気象、沙漠化、内分泌系撹乱物質の蔓延など、

地球規模に及ぶ環境の悪化という形で噴出し始め、人類と生物の存続をも脅かす問題となっ

ている。そのため、本学科では生物の存続と生産に当たり、長年培ってきた農業土木・農業
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機械技術を応用して、自然と共生した循環型社会を創造し、地球規模の環境保全を実現す

るために、以下のような新しい試みを展開し、教育に反映させている。

　具体的には、①有用な生物資源の利活用を通して土地資源や水資源の持続的利用を進め

る資源利用、②放棄された農地や廃棄された植物性資源の有効利用、③衛星画像や地理情

報システムを用いた環境劣化のモニタリングおよび原因の究明、④沙漠における土壌・大気

間の水循環メカニズムに基づいた緑化のためのウォーターハーベスティング技術の開発、⑤

社会資本の長寿命化技術と省資源・省エネルギーに有効な材料の開発、⑥河川水質を指標

とした農業流域の生態系サービスと地域環境の評価、⑦生態系に配慮した新しい農作業環境

の保全技術の開発、⑧限りある食糧資源を高品質な状態で有効に使うための農産物処理技

術の開発、等々である。

　本学科は生産環境コースと技術者養成コース（JABEEコース）の2つのコース制とし、各々

の学習・教育目標を掲げ、すぐれた人材の育成に努めている。

2ɽ入学ऀड入ํ（ΞυϛογϣϯϙϦγʔ）
（1）大学・学部および学科の教育理念

　東京農業大学学則において、本大学はその伝統及び私立大学の特性を活かしつつ教育基

本法の精神に則り、生命科学、環境科学、情報科学、生物産業学等を含む広義の農学の理

論及び応用を教授し、有能な人材を育成するとともに関連の学術分野に関する研究及び研究

者の育成をなす事を使命としている。

　その中で地域環境科学部は、まず1998 年度の学部改組によって、森林総合科学科、生産

環境工学科、造園科学科の3学科の構成により開設され、次いで 2017 年度の学部改組によっ

て地域創成科学科が加わった。本学部は、生物に対する深い理解を基調として、自然と人間

の調和ある地域環境と生物資源の保全・利用・開発・整備・管理のための科学技術を確立

することを目指し、ミクロな地域環境問題の解決はもとより、これらが集積して引き起こさ

れるマクロな広域環境問題、さらにはグローバルな地球環境問題の解決に貢献することを基

本理念としている。

　そこで、生産環境工学科は、21世紀最大の課題である「食料」、「環境」、「資源」、「エネルギー」

などの諸問題に対して、「土」の文化と「農」の多面的意義を原点として、地域から地球へ

と考えることに重点を置きながら、人類の生存と発展を支えるための人材育成を基本的な学

習・教育目標としている。また本学科では、「エコ・テクで生物生産を支援する」をテーマ

として、長年培ってきた農業土木と農業機械の技術を応用して、省資源、省エネルギーおよ

びリサイクル技術などを導入し自然と共生する循環型社会を創造し、地球規模の環境保全を
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実現するための新しい試みを展開できる教育・研究を実施している。

（2）地域環境科学部アドミッションポリシー

　本学部は、グローバルな地球環境から、ミクロな地域環境に至るまでの幅広い知識・理解

力を有し、様々な環境問題の解決や持続可能な地域づくりに貢献できる人材の養成を目指し

ている。そのため、次のような者を求めている。

①　環境問題や環境共生型・循環型の地域づくり、地域環境と生物資源の保全・利用・管

理に興味を持っている。

②　それらの実現に向けて幅広い知識への関心や柔軟な思考力を身につけている。

③　それらの実現に向けてチャレンジする意欲を有している。

④　コミュニケーション力や表現力などの素養を有している。

（3）生産環境工学科　教育研究の目的・教育目標・3つのポリシー

教育研究の目的：

　本学科は、農業生産の場における土・水・施設・機械に関する技術を応用し、地域から地

球規模まで考慮した環境保全に資する新たな農業生産技術とエコ・テクノロジーの開発を行

うとともに、さらに、生産性向上のみでなく、環境・資源・エネルギーに配慮した計画・設計・

施工・管理を行える倫理観を持った技術者を養成する。

教育目標：

　生産環境工学科は、その人材養成目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標とする。

①　「土と水」の機能と地域の文化及び「農」の多面的意義を理解して、人類の生存と発展

を支えることのできる者。

②　地域から地球規模への環境保全を実現するための新しい試みを展開できる者。

③　省資源及び省エネルギー技術などを導入して、自然と共生する循環型社会の創造に貢

献できる者。

入学者受け入れ方針（アドミッションポリシー）：

　生産環境工学科は、「食料」「環境」「資源」「エネルギー」をテーマに、環境に配慮した農

業生産を支える工学的な技術開発に挑戦し、循環型社会の創造に貢献する人材を養成して

いる。そのため、本学科では、次のような学生を求めている。

①　英語の基礎学力を有し、数学、物理、化学、生物のうち一つ以上の科目を受験科目とし

て学んでおり、農業生産及びその環境保全に関心がある。

②　ある問題についての現状や原因、対策について、限られた情報だけから判断することな

く、関連領域に好奇心を持ち多面的に考えることができる。

－3－



－4－

③　数学と力学、情報技術について関心がある、または本学科が対象とする問題解決のため

に、それらを学ぶ意欲があり、自分から学習に臨むことができる人。また、現場への調

査をいとわないなど、行動力がある。

④　積極的に自己をアピールでき、かつ他の人とのコミュニケーションが取れる。

⑤　学部在学中に、工学的な考え方や技術を身に付け、自分の将来計画を考えることができる。

教育課程編成方針（カリキュラムポリシー）：

　生産環境工学科のディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身に付けるため、以下の専門科目

に加え、分野・研究室ごとに「基礎実験」「専攻実験」および「専攻演習（一）～（三）」を

配当し、教育課程を編成している。

①　地域資源利用分野：地域を人間の生活、自然及び生物生産の共存空間と捉え、土地や水、

生物などの地域資源を生態系に配慮して有効利用・保全するための理論と技術に関連

する科目として「地域資源利用工学」「農村環境工学」などの科目を配当。

②　環境情報利用分野：衛星画像データを含めた広域情報と、土中の水の動きや微気象の

局所情報の両面から、環境情報を収集・解析・評価し、それを生物生産に利用・応用

するための科目として「広域環境情報学」「地水環境工学」などの科目を配当。

③　環境基盤創成分野：構造力学、土質力学、水理学、土木材料学を基礎とした、農業生

産環境・生活環境に関わる基盤整備・維持管理についての科目として「社会基盤工学」「水

利施設工学」などの科目を配当。

④　機械システム創成分野：主に農産物の生産・加工・流通に関わる機械システムを、エネ

ルギー効率や環境負荷も考慮しながら、設計・開発・評価・活用・維持管理するため

の科目として「バイオロボティクス」「農産加工流通工学」などの科目を配当。

学位授与方針（ディプロマポリシー）：

　生産環境工学科は、数物系の基礎教育に加え、カリキュラムポリシーに掲げた各分野で開

講される工学的なフィールド実験を通して、現場作業への対応ができる、以下の能力が身に

付いている学生に対し、学位を授与する。

①　自然科学に関する基礎知識と農業生産及びその環境保全に資する工学的専門知識を身

に付けている。

②　物事を工学的に考える能力を修得し、技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技

術者が社会に対して負っている責任について考え、何をなすべきかを判断できる見識を

身に付けている。

③　「食料」「環境」「資源」「エネルギー」などの問題に関心を持ち、解決しようとする意欲

と姿勢を身に付けている。

④　上述の修得した技術に関して、論理的記述、口頭発表、討論等のコミュニケーション能

力を身に付けている。
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表Ⅰ-1 生産環境工学科 分野・研究室・教員一覧
分　　　野 研　究　室 教　　　員

地域資源利用分野

地域資源利用工学研究室
三原真智人　教　授

中島　　亨　准教授

農村環境工学研究室
中村　貴彦　教　授

トウ ナロン　准教授

環境情報利用分野

広域環境情報学研究室
島田　沢彦　教　授

関山　絢子　准教授

地水環境工学研究室
渡邉　文雄　教　授

鈴木　伸治　教　授

環境基盤創成分野

社会基盤工学研究室 川名　　太　教　授

水利施設工学研究室
岡澤　　宏　教　授

マスケ サラベス　助　教

機械システム創成分野

バイオロボティクス研究室
田島　　淳　教　授

佐々木　豊　教　授

農産加工流通工学研究室
村松　良樹　教　授

川上昭太郎　准教授

　生産環境工学科には、表Ⅰ-1に示すように 4つの教育研究分野があり、各々の分野は

2つの研究室によって構成されている。なお、各分野で行っている研究の概要は以下の通り

である。

（1）地域資源利用分野

　地域を人間の生活と自然、生物生産のための共存空間として捉え、土地や水などを地域資

源として生態系に配慮しつつ有効利用・保全するための理論と技術を追求する。

1）地域資源利用工学研究室

　土地資源、水資源、生物資源を地域資源として捉え、有用な生物資源の利活用を通して

土地資源や水資源の持続的利用を進めつつ農村開発や地域環境の修復保全にアプローチし

ている。具体的には以下の2課題について研究を進めている。

a．国土の水資源総量の大半は農業用水として利用され、流域の水循環システムの形成に貢献

している。近年、安全で安心できる食料生産が求められている中で、河川･湖沼･地下水

などの水域の水質環境、水田の灌概方法による浄化機能、水路やため池での生物の生息環

境、地域住民や土地改良区による環境創造活動などの実態解明を行い、総合的な観点から

農地・水・生物資源の保全対策を検討し、農業･農村の環境的付加価値を追究する。

b．土地資源の荒廃化・砂漠化、水資源の枯渇化・汚濁化は世界各地で進行しており、地球規模

での重大な環境問題の一つである。国内では河川や湖沼などの陸水圏の水質汚濁が、乾燥域

や熱帯域では塩類集積や土壌侵食に起因した土壌劣化が進んでいる。そのため物質の環境動
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態を解明するとともに、生物的・工学的手法を中心とした土壌および水環境の修復保全対策

の確立と有用な生物資源の利活用を通した土地資源や水資源の持続的利用に取り組んでいる。

2）農村環境工学研究室

　食料生産機能のみならず、物質循環や自然環境保全等の多面的機能あるいは生態系サー

ビスとも呼ばれる機能を有している日本の農業・農村の持続的な発展を目指している。その

ために次の諸課題に取り組んでいる。

a. 農地に関する問題（生産性の向上や耕作放棄地対策、新しい時代へ向けた農地の拡大、

環境負荷の低い農地の確保、地球温暖化へ向けた農地の造成）

b. 農業生産のみに依存しない振興を考える際の農村資源の利用に関する問題（バイオマス

を利用したエネルギー生産や再生可能エネルギー生産、廃棄物処理等の環境改善および

再資源化、肥料となるリンの調達）

c. 農業生産活動と自然環境保全との調和に関する問題（農業生産活動による土壌・水質汚染

や野生鳥獣による被害とビオトープ、稀少種の保護と多様性の維持、生物多様性の保全）

（2）環境情報利用分野

　生物生産のための自然環境や人間の生存環境について、衛星画像データを含めた広域情

報と、土中水の動きや微気象などの局地情報の両面から解析・評価し、それらの情報の生産

技術への工学的な利用・応用を考究する。

1）広域環境情報学研究室

　広域環境情報学研究室は、広域環境情報を駆使した生物生産環境の分析・評価をとおして、

環境に配慮した循環型社会、持続的農業の樹立に貢献することを基本目標としている。大気、

水、土壌、動植物等の地域環境情報を広域的視点でとらえ、地水環境工学研究室等との連

携による局地情報を加えて、物質循環を基とした生物生産環境システムの維持・保全を視野

に入れた地域環境の分析・評価を行う。モニタリングや解析手法にはGIS（地理情報システム）

やリモートセンシングを利用し、例えば、流域等のようなある一定広域区域内における土壌、

水、動植物等から構成される地域環境の維持・保全・管理の重要性を評価し、地域管理計

画に役立てるような考察を行う。

　研究対象は国内の地域環境だけでなく、グローバルな環境問題の観点から湿潤熱帯や乾

燥地帯などの地域も対象とし、広域での調査・環境解析を行っている。

　また、様々な環境情報を処理するための各種ソフトウェアやプログラミングの手法を習得で

きる体制を整えると共に、気象情報・衛星画像データも含めたGISデータの蓄積を図っている。
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2）地水環境工学研究室

　雨をはじめとする水の循環と、太陽に起因するエネルギーの流れは、生物の生存や作物生

産の要となっている。この水やエネルギーが与える様々な作用・影響を有効に利用し、作物

の栽培環境である水田や畑の整備改善に関する研究を行なっている。またこの研究で得られ

た知識や技術を応用し、気候変動に対応した適切な土壌管理手法の確立、さらには沙漠の

緑化などに役立てようとしている。このように当研究室は、気象や土壌といった環境の情報

を測定し、植物の生育状態との関係を観測によって明らかにすることにより、自然環境の保

全や改善のための計画手法について研究を行っている。

　沙漠化防止の研究として、乾燥地域である北東アフリカのジブチ共和国やエチオピア連邦

民主共和国、西アジアのアフガニスタン・イスラム共和国などにおいて、乾燥地緑地化法や

効率的な集水法、節水灌漑法の技術開発を行っている。また気候変動が農地環境に及ぼす

影響についての研究を、北海道で行っている。

　　

（3）環境基盤創成分野

　地域環境に配慮した空間づくりのために適した施設の建設を考えていく分野で、環境をふ

まえた構造物の設計や施工法、新素材の開発と利用技術、植物と共生できる施設のデザイン

などをシステム工学的に捉える。

1）社会基盤工学研究室

　我々が生存し、快適に生活するためには農業施設、工業施設、生活施設などの施設・構

造物の建設を欠かすことは出来ない。しかしこれらの建設行為は環境に対して一定の負荷を

与えることも事実である。この負荷とは、山林の伐採に伴う砂漠化や、建設行為および完成

した施設からの騒音発生、建設行為に伴う産業廃棄物の発生などを意味している。これらの

負荷を軽減するためには、様々な科学技術を応用したいろいろな方法が考えられるが、本研

究室では施設の設計・施工・材料・維持管理といった建設技術の面からアプローチを行って

いる。具体的には、以下 3点に重点を置いて研究している。

a．様々な構造物の設計方法の新たな確立および現設計法の見直しを通して、安全で快適か

つ省エネルギーや経済性を考慮した構造物の建設を目指す。

b．建設に用いられる材料の特性を把握する事により、効率的な材料の使用法、使用量の低減、

省エネルギーを実現する。

c．建設廃材、産業廃棄物の有効利用を目指してこれらを基にした新材料の開発を行う。

2）水利施設工学研究室

　当研究室では、水路などの水利施設の設計などに加えて、未利用資源を活用した農業汚

－7－



－8－

濁水の水質浄化、水文モデルによる降雨流出時を対象とした農業流域河川の流量・水質変

動予測といった農業と水資源に関わる教育・研究に取り組んでいる。具体的には、農業排水

の水質改善を目指した石炭灰の再利用法、数理モデルによる農業流域河川の洪水予測、水

路における騒音問題の改善に向けた水利施設の設計法など、フィールド調査や室内実験を通

じて行っている。これらの研究活動を通じて、環境に配慮した基盤施設の計画・設計・維持

管理に携われる技術者を育成している。また最近の研究は次の通りである。

a. 水文モデル（TOPMODEL）による農業流域河川の洪水予測と土砂流出

b. 水利施設から発生する騒音特性の評価と音質改善に関する研究

c. 石炭灰を活用した水質浄化システムの構築

d. UAV（小型無人航空機）を用いた農地の画像測量および作物生育調査

e. 肉牛林間放牧における水質・森林・放牧地の環境影響調査

（4）機械システム創成分野

　食の生産から加工流通・消費に至るまでのフードチェーンを対象に、食の安全・安心のみな

らず、環境や生態系に配慮した機械化・システム化・情報化に関する教育・研究を行っている。

1）バイオロボティクス研究室

　環境や生態系に配慮したフードチェーンを対象に、総合工学であるバイオロボティクス

による教育・研究を行う。キーワードとして、農作業ロボットシステム、太陽電池利用技術、

野生鳥獣対策、教育工学などが挙げられる。具体的な最近の研究に以下がある。

・ 太陽電池駆動型農作業ロボットの開発

・ 局所耕うん法の開発

・ 野生鳥獣対策のための Web GIS ハンターマップ・スマートトラップの開発

・ プログラミング・STEM 教育支援のための教育コンテンツの開発

・ 食品ロスを活用した昆虫生産システム。

2）農産加工流通工学研究室

　農産物は生態系が育んだ貴重な資源である。その農産物も含んだ食品を有効に利用し、品

質を高め、安全な状態で消費者に届けるための物理的な加工および流通技術を研究している。

具体的には、数値シミュレーションによる食品加工流通プロセスの最適化、非破壊評価技術

および農産物・食品加工流通機械の制御システムの開発，数値シミュレーションに必要とな

る物理パラメータの測定・推定，農産物の最適加工流通条件の確立などである。これらの研

究活動を通して、食品機械技術者としての基本的素養と問題解決能力を身に付けた人材育

成を目指している。
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地域資源利用分野　地域資源利用工学研究室

三原　真智人　教授

Machito MlHARA

担当授業科目（抜粋）

　地球環境と炭素循環（１年後期）、地域環境保全学（2年後期）、海外農業開発工学

　（4年前期）

研究テーマとその概要

（1）土壌侵食の機構解明と水環境の保全対策

　土壌や汚濁成分の流出機構の解明と水環境の保全対策に 

ついて

（2）微生物機能を活用した土壌・水環境保全

　糸状菌や Bacillus sp. 添加による土壌・水環境保全効果

について

（3）流域の水環境に与えるインパクトを考慮した地域資源の 

持続的利用

　水資源や土地資源に加えて有機資源の有効かつ持続的な 

利用法について

（4）海外開発協力における住民参加に基づいた土壌・水環境 

の修復保全

　東南アジアの発展途上国で活用できる土壌・水環境の修 

復保全技術について

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）塩類集積地における土壌環境の修復保全に関する研究

　（2）施肥による E.coli（大腸菌）や肥料成分の流出特性に基づいた保全対策に関する研究

　（3）水生植物および微生物添加による水質浄化に関する研究

　（4）水田と畑地の配置と汚濁物質が流出負荷に及ぼす影響に関する研究  など

学生へ一言

　土壌、水、微生物、有機物を相手に、自由な環境で自由な発想のもと、環境科学に取 り

組んでみませんか？　海外で研究！？　実践！？　研究は楽しいよ！ 

E-mailアドレス： m-mihara@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/eng/lab/land_and_
water_use_engineering.html

所属学会（抜粋）： Soil and Water Conservation Society-USA，
International Society of Environmental and Rural 
Development，環境情報科学センター、農業農村
工学会 など

趣 味 や 特 技： テニス、旅行、海釣り、国際協力ボランティア
など

出    身    地： 兵庫県

著　　　　　書： Participatory Strategy for Soil and Water 
Conservationなど
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地域資源利用分野　地域資源利用工学研究室

中島　亨　准教授

Toru NAKAJIMA

担当授業科目（抜粋）

　測量学（2年前期）、測量実習（2年前期）、応用測量学（2年後期）、土地改良学（3年後期）、

資源管理制度論（4年前期）

研究テーマとその概要

（1）水田や水域における水環境の保全

　水田における水資源の持続的利用を進めつつ

水質改善や生物多様性、農村振興や地域環境の

修復保全を目指しています。

（2）土壌炭素貯留による気候変動緩和・適応策

　世界中の農地への土壌炭素貯留を促進させる

農業管理法（例えば、堆肥、緑肥、不耕起等）によっ

て気候変動緩和と持続的食料生産の両方を達成することを目指しています。

（3）未利用農業残渣や食品廃棄物を用いた途上国でのバイエネルギー開発

　カンボジア王国コンポンチャム州の農村地域のエネルギー環境の改善のため、フルー

ツの廃棄物に着目しメタン発酵によるエネルギー生産を目指しています。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）印旛沼の水質改善に向けた水質浄化植物の適応可能性

　（2）カエルの跳躍能力からみた移動障害となる農業用水路規模

　（3）シロツメクサとハゼリソウの緑肥を適用した土壌の理工学的特性の比較

　（4）福島県相馬市玉野地区における森林からの放射性セシウムの動態

　（5）カンボジアでの加工食品廃棄物によるメタン発酵でのエネルギー生産の可能性

学生へ一言

　何事もポジティブに失敗を恐れずチャレンジしていれば、それが経験となり自分を成長さ

せてくれます。いろんなことにチャレンジし楽しい大学生活を送ってください。

E-mailアドレス： tn206473@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、土壌肥料学会、
Soil Science Society of America

趣 味 や 特 技： スキューバダイビング、サーフィン、海外旅行

出    身    地： 滋賀県

著　　　　　書： 農現代農学概論－農のこころで社会をデザイン
する－、Encyclopedia of Soil Science
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地域資源利用分野　農村環境工学研究室

中村　貴彦　教授

Takahiko NAKAMURA

担当授業科目（抜粋）

土と水の環境（１年前期）、農村環境工学、農地環境工学（3年前期）、農村計画学（3年後期）

研究テーマとその概要

（1）固液混相系における物質移動

　作物成育のために水と肥料は不可欠である。土壌など多孔質体中の水や栄養塩の動態

を解明することで作物生産性の向上に取り組んでいる。また、農業生産は水環境に負荷

を与える場合があり水中へとイオンや土粒子などの不純物をもたらすこともあるが、水

中での微粒子の移動を解明することで水質浄化にも取り組んでいる。

（2）有機性廃棄物および農地からの資源・エネルギー回収

　日本の多くの畑地土壌の特性上、肥料としてのリンの施与は不可欠である。また生ゴ

ミなどの廃棄物処理が問題となっている。生ゴミや作物残渣などの有機性廃棄物の処理

方法と、有機性廃棄物および農地からのリンの回収に取り組んでいる。

（3）人口減少社会における新しい農業生産基盤の創造

　少ない農家人口で生産性を確保し、環境負荷を与えないための農地利用や水利用につ

いて取り組んでいる。

（4）地域振興

　農地や水などの地域資源の活用した地域振興に取り組んでいる。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）多孔質体の透水性に関する研究

　（2）土壌からのリン回収に関する研究

　（3）家庭系生ゴミの土壌埋設処理と堆肥化に関する研究

　（4）バイオマスの利用推進に関する研究

　(5）マングローブ域土壌に関する研究

学生へ一言

　大学で勉強するのは当然ですが、よき友、よき師に出会い、品格ある人間として成長して

ください。楽しく、厳しく、一日一日をむだにしないで。

E-mailアドレス： ntaka@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.ab.cyberhome.ne.jp/~nakayu/（授
業用）

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、土壌肥料学会、土壌物理学会、
水環境学会、農村計画学会

趣 味 や 特 技： 旅行、野球

出    身    地： 長崎県

著　　　　　書： 土壌物理実験法など
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地域資源利用分野　農村環境工学研究室

トウ　ナロン　准教授

Narong TOUCH

担当授業科目（抜粋）

　農村環境工学・農地環境工学（3年前期）、測量実習（2年前期）、基礎実験（2年後期）

研究テーマとその概要

（1）農村地域における微生物燃料電池の利用高度化

　微生物代謝と電極反応により汚泥・水質浄化と同時に発電できる微生物燃料電池の利

用高度化を目指している。汚泥・水質浄化と発電に加えて、バイオマスの利活用やリン

資源の回収などにも取り組んでいる。

（2）バイオ炭を用いた吸着剤の開発

　籾殻や竹炭、石炭灰などの農業・産業廃棄物を用いた吸着剤製造法の確立を目指して

いる。また、農地環境・水環境の保全への吸着剤の応用、肥料としての使用済吸着剤の

利用法などを検討している。

（3）土壌環境を改善する電気化学手法の開発

　電極反応により土壌化学的環境の改善、および土壌微生物の優先的な活性化ができる

生物電気化学的技術の開発に取り組んでいる。また、本技術による有機農業の生産性の

向上を検討している。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）鉄鋼スラグを用いた微生物燃料電池発電による農業汚水浄化性能の評価

　（2）土壌の生物化学的環境のモニタリング手法の開発

　（3）鉄鋼スラグを用いた堆積物微生物燃料電池における電極材料としての竹炭利用

　(4)太陽電池を併用した堆積物微生物燃料電池によるリンの除去効果

　(5)竹粉末を燃料とした鉄鋼スラグを用いた堆積物微生物燃料電池の性能評価

　(6)鉄鋼スラグを用いた堆積物微生物燃料電池における乳酸菌の働きの解明

　(7)籾殻炭を用いたケイ酸カルシウム水和物の造粒法の検討

　(8)農地土壌におけるリン形態に対する電子流れの制御効果

学生へ一言

　最初から自分ができないと決めつけず、大学生活を通じて自分の潜在能力を引き出してください。

まずは、今の自分にできることをしっかりやれば良い！やりたいことを見つけて、失敗を恐れず飛

び込み、どんどんチャレンジ！ 相談したいことがあれば、いつでもなんでも気楽に来てください。

E-mailアドレス： nt207118@nodai.ac.jp

ホームページ： http://nodaiweb.university.jp/ree/index.htm

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、土木学会、廃棄物資源循環学会

趣 味 や 特 技： 映画観賞、旅行、DIY

出    身    地： カンボジア

著　　　　　書： 微生物燃料電池による廃水処理システム最前線、
応用細胞資源利用学
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担当授業科目（抜粋）

　情報基礎（一）（1年前期）、測量実習（2年前期）、

　環境リモートセンシング工学（3年後期）

研究テーマとその概要

（1）熱帯泥炭地の環境評価

　地上における総炭素の約10%が熱帯泥炭土中にあるとされ

ている。その中で、非常に密な湿地林の発達したインドネシア・

中央カリマンタンの泥炭地における土壌・水・植生を含めた環境をGIS（地理情報システ

ム）やリモートセンシング（衛星画像データ）を用いてモニタリングし、熱帯泥炭地の保全・

管理の重要性を評価する。泥炭土中炭素含有量や地下水位変動の推定手法開発等。

（2）半乾燥地における植生環境モニタリングおよび広域土地ポテンシャル評価

　モンゴル草地において適切管理のための家畜放牧環境を評価する。また東アフリカ半

乾燥地において、効果的に沙漠緑化および農地開発を行うことができる地域を選定する。

これら広域解析を行うにあたり、人工衛星画像や GISデータを用いる。導き出された土

地のポテンシャル（潜在能力）評価は、持続的・効率的土地利用の計画・設計に役立てる。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）関東南部におけるAMeDAS データを用いた気象特性の解明

と地域区分

　（2）GISを用いた北海道におけるアライグマの行動環境解析と

評価

　（3）高解像度衛星画像を用いたモンゴル草地における詳細土

地被覆分類手法の開発

学生へ一言

　大学生活において学ぶことは多岐にわたる。失敗を恐れずチャレンジし、すべての経験を

いいトレーニングとして消化して欲しい。失敗しても、それを改めるのには躊躇せず挑んで

欲しい。
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環境情報利用分野　広域環境情報学研究室

島田　沢彦　教授

Sawahiko SHlMADA

E-mailアドレス： shima123@nodai.ac.jp

ホームページ： ：http://www.nodai.ac.jp/eng/original/
l-info/shimada/index-j.html

所属学会（抜粋）： 日本リモートセンシング学会、日本写真測量学
会、地理情報システム学会、日本熱帯生態学会、
日本沙漠学会、農業農村工学会

趣 味 や 特 技： モーターパラグライダー（中級者）、スキー（上
級者）、旅（達人）

出    身    地： 大阪府高槻市

著　　　　　書：「自然環境解析のためのリモートセンシング・GIS 
ハンドブック」「生物科学系・農学系のための情
報処理」
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環境情報利用分野　広域環境情報学研究室

関山　絢子　准教授

Ayako SEKIYAMA

担当授業科目（抜粋）

　情報基礎（一）（1年前期），測量実習（2年前期），情報処理工学（2年後期），

　応用測量学（2年後期），広域環境情報学（3年前期）

研究テーマとその概要

（1）乾燥地・半乾燥地における草地環境の計測・評価

　乾燥地や半乾燥地において，安定した食料生産のための牧畜は重要な産業です。地理

情報システム（GIS），人工衛星やドローンによる画像データを用いて牧草の量や種類の

ような草地の状況と，家畜の放牧情報を組み合わせて牧養力を求めることで持続可能な

草地利用を目指しています。

（2）UAV（ドローン）による空撮画像を用いた農地および農作物のモニタリング

　農業における省力化や効率化のため，画像を用いた水田・畑地の地表面情報（土壌水分，

温度等）や，作物の生長状況（草丈，成熟度，収量等）の計測手法を検討しています。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）モンゴル・ホスタイ国立公園におけるアカシカの生息地と資源利用

　（2）世田谷区等々力渓谷におけるセンサーカメラを用いたホンドタヌキの生息特性

　（3）UAV 画像を用いた小田原市におけるミカンの生育モニタリング

　（4）ピーカンナッツ圃場におけるUAV画像を用いた土壌水分分布特性の抽出

学生へ一言

　社会で働くということは、それまでに吸収してきたことをアウトプットするということで

す（働き出しても吸収することは継続しますが）。大学では貪欲に吸収し、学びも遊びも一

生懸命取り組んで下さい。何事も、積極的な方に Goですよ！

E-mailアドレス： a3sekiya@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/eng/original/index.
html

所属学会（抜粋）： 日本リモートセンシング学会、日本写真測量学会、
日本沙漠学会、日本景観生態学会

趣 味 や 特 技： 海外旅行

出    身    地： 東京都

著　　　　　書：「生物科学系・農学系のための情報処理」

「沙漠学事典」
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環境情報利用分野　地水環境工学研究室

渡邉　文雄　教授

Fumio WATANABE

担当授業科目（抜粋）

　生産環境工学概論（1年前期）、環境物理学（3年前期）、流域水文学（3年前期）、地水環

境工学（3年後期）、海外農業開発工学（４年前期）

研究テーマとその概要

（1）植物の生体情報を指標とした適正灌漑時期の判定

　沙漠地や雨の少ない乾燥・半乾燥地での効果的な緑化と節水灌漑を目的に、植物自身

の生体情報（茎径の変化、葉っぱの状態変化など）から灌水時期を判定する。植林樹木

の生存率の向上と灌漑水の究極の節水を目指す。

（2）雨水や灌漑水の有効利用を目指した土壌の浸潤能評価

　雨水あるいは灌漑水が地表面から地中へ浸み込んでいく現象を浸潤といい、土壌の状

態や性質などによりその浸み込んでいく能力は異なる。この土壌の浸潤能などを正確に

評価できれば、地表面での水の収支が明らかとなり、雨水の有効利用や灌漑水の効率的

利用が可能となる。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）乾燥ストレス条件下での植物の生体情報の変化

　（2）ケニア共和国サンブル県における土壌の吸水度を用いた表

面流出量の推定

　（3）点滴灌漑の給水位置の違いがコマツナの根系分布に及ぼす

影響について

　（4）BSCを用いた土壌の水食抑制効果に関する研究

　（5）ウガンダ共和国東部地域の降雨データを用いた GSMapの精

度検証

学生へ一言

　大学の４年間は、皆さんの卒業後の40年間のためにあるところです。あまり目先のことだ

けに、とらわれ過ぎず、広い視野で、いろいろなことにチャレンジし、創造性豊かな人間性

をさらに磨いてください。

Enjoy your campus life！

E-mailアドレス： f-nabe@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/academics/reg/eng/
lab/1104/

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、日本沙漠学会、土壌物理学会、
ASABE

趣 味 や 特 技： 旅行

出    身    地： 鹿児島県

著　　　　　書： 環境修復の技術－地域環境科学からのアプロー
チ－、スーパー農学の知恵、他
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環境情報利用分野　地水環境工学研究室

鈴木　伸治　教授

Shinji SUZUKI

担当授業科目（抜粋）

　環境気象学（1年後期）、情報基礎（一）（1年前期）、土と水の環境（1年後期）、

　環境土壌物理学（2年前期）、土質力学・演習（2年後期）

研究テーマとその概要

（1）気象・土壌情報を利用した乾燥地農地の保全と生産性向上

　世界の陸地の3分の1以上の面積を占める乾燥地は，降雨の変動が大きいため，しば

しば干ばつに見舞われやすい。本研究では，アフリカ大陸東部の大地溝帯周辺の乾燥・

半乾燥地を対象に，土壌が水の循環に及ぼす影響を明らかにすることを通して，沙漠化

のメカニズムの解明や，環境改善について検討を行っている。

（2）気候変動が農地の熱・水文環境に及ぼす影響の解明

　近年の気候変動は，気温の上昇だけでなく，極端な低温や乾燥，また集中的な豪雨（こ

れらは極端現象と呼ばれる）の発生頻度の増大を引き起こすことが懸念されている。そ

こで極端現象，とくに湿潤や乾燥に対する農地土壌の応答や今後の推移について明らか

にし，気候変動に対応した持続的な土壌管理の在り方を考える。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）短時間強雨による土壌面湛水の観測と評価に関する研究

　（2）土壌水分シミュレーションを用いた土壌の極端な乾湿

　　 の長期変動傾向の解明

　（3）ジブチ国沙漠地帯における硬盤層の特性について

　（4）土壌の種類と温度ならびに初期水分量が凍土の不凍水

　　　量に及ぼす影響

　（5）スピルリナを用いた土壌の保水性の改善について

学生へ一言

　国語、算数、理科、社会、英語は受験のためだけにある

のではありません。大学の研究ではそのすべてが必要とされ、

大いに生かされます。基礎をしっかりと身につけることにより、

乾燥地、寒冷地問わず地球環境で起こっている難しい問題にも、独創性のある方法で対処す

ることができます。

E-mailアドレス： s4suzuki@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/academics/reg/eng/
lab/1104/

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、日本土壌肥料学会、土壌物理
学会、日本沙漠学会、水文水資源学会、日本農
業気象学会、American Geophysical Union

趣 味 や 特 技： 釣り、楽器（ベース）演奏

出    身    地： 本籍は宮崎県にありますが、茨城県で生まれ、北
海道、青森県、宮城県、千葉県、愛知県、タイ国、
インドネシア国、英国に住んでいました。
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環境基盤創成分野　社会基盤工学研究室

川名　太　教授

Futoshi KAWANA

担当授業科目（抜粋）

　材料力学（1年後期）、基礎力学・演習（1年後期）、構造力学・演習（2年前期）

研究テーマとその概要

（1）舗装の構造評価に関する研究

　多層弾性理論を用いて、車両の走行等によって舗装に生じる応力やひずみの理論解を

誘導し、その理論解に基づく舗装構造解析プログラムの開発を行っている。また、載荷

試験の結果や温度の計測データを逆解析して、弾性係数や熱拡散率といった舗装を構成

する材料の物性値を推定する方法について検討を行っている。

（2）構造物の非破壊調査法に関する研究

　道路や橋梁といった多くの社会基盤は、新設の時代が終わり、膨大な量のストックを

限られた予算および人員で効率的に維持管理していくことが求められている。そのため、

簡易かつ迅速に、また、要求される精度で構造物の状態を把握するための非破壊調査法

の開発とその適用法についての検討を行っている。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）多層弾性理論を用いた舗装の動的構造解析ソフトウェアの開発

　（2）実道におけるアスファルト混合物の熱拡散率の評価

　（3）レーザー式変位計を用いた舗装の連続たわみの評価方法に関する研究

学生へ一言

　目標をしっかり持って、日々の成長を実感しながら生活してほしい。大学生として為すべ

きことを考え、それに前向きに取り組んでいこう。困ったことがあれば、いつでも相談に来

てください。

E-mailアドレス： fk205262@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、土木学会、地盤工学会

趣 味 や 特 技： 旅行（温泉と食べ歩き）

出    身    地： 埼玉県
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環境基盤創成分野　水利施設工学研究室

岡澤　宏　教授

Hiromu OKAZAWA

担当授業科目（抜粋）

　土と水の環境（1年後期）、測量実習（2年前期）、水理学・演習、応用測量学（2年後期）

　水利施設工学（３年前期）

研究テーマとその概要

（1）WebGIS 型セマンティックモデルを活用した生態系サービス評価

　我々の生活は、健全な生態系管理によって様々な恩恵を受けている。特に森林生態系に

よる保水機能、農地生態系による水管理や土壌管理によって、洪水緩和機能や土壌保全機

能が発現し、近年の気候変動に伴う気象災害リスクが軽減されている。ここでは、海外と

の共同研究で進めているWebGIS型セマンティックモデルであるk.LABを活用して、日本国

内における農村地域の災害軽減リスク評価ができるアプリケーションの開発を行っている。

（2）河川水質指標を用いた農村地域の景観・環境評価手法の開発

　農村景観とは単に景色を表すのではなく，その土地に適した生態系，気候・気象，人

間活動，土地利用から形成される地域環境を広域的に捉えたものである。ここでは，河

川水質を環境指標とし，環境モデリングによるシミュレーション技術を用いて農村景観

の構成主要因である土地利用と窒素・リンに代表される物質循環を評価するための手法

を開発し、流域環境・人間活動・経済のサステイナビリティの向上を目指した地域開発

について研究をしている。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）農業流域を対象とした TOPMODEL（水文流出モデル）の適用性に関する研究

　（2）Web 型 GISによる農業地域の洪水評価

　（3）傾斜地における小型 UAV（ドローン）による地形計測の精度評価

　（4）気象データの組み合わせが Penman-Monteith モデルの蒸発散量推定に及ぼす影響

学生へ一言

　4年間の大学生活で、おおいに学び、ほどほどに遊び、広い交友関係を築き上げて下さい。

また、壁にぶち当たったら、ひとりで悩まずに友達や教員に気兼ねなく相談して下さい。

E-mailアドレス： h1okazaw@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： International Society of Rural and Emironmental 
Development、日本水環境学会、応用生態工学会、
農業農村工学会

趣 味 や 特 技： サッカー、ドライブ

出    身    地： 長野県長野市

著　　　　　書：「Participatory Strategy for Soil and Water
Conservation」「Sustainable Agriculture with 
Organic Fertilizer」など「基礎から学ぶ水理学」

（理工図書）・「あたらしい測量学」（コロナ社）など
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環境基盤創成分野　水利施設工学研究室

マスケ　サラベス　助教

Sarvesh MASKEY

担当授業科目（抜粋）

　水理学，水理学演習，基礎実験，専攻実験，専攻演習，卒業論文

研究テーマとその概要

　研究テーマは主に次に分類されます。

　（1）堆肥など有機資源利用：微生物による堆肥発酵及び肥沃促進 /バイオ炭による農業由

来の温室効果ガス排出制御

　（2）水文モデルの開発：積雪寒冷地における持続可能な小水力発電ポテンシャルの評価 /

水文モデル開発のため気象パラメータのスクリーニング

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

（1）農林地流域河川における水文モデルの開発と気候変動シミュレーション

（2）軽石を活用した沖縄県土壌の改良に関する研究

（3）農地排水を対象としたリサイクル材による水質浄化システムの開発

（4）製鋼スラグを活用した土壌改良材の開発に関する研究

（5）下水処理水を活用した水耕栽培の実証実験に関する研究

（6）ハウス栽培における遠隔水質モニタリングシステムの開発に関する研究

学生へ一言

　気候変動による農業への影響をキーワードに有機物資源利用による持続可能なアプローチ

を考えてみましょう。

E-mailアドレス： sm207888@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 国際農村開発学会

趣 味 や 特 技： サイクリング・クリケット

出    身    地： ダラン、ネパール
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機械システム創成分野　バイオロボティクス研究室

田島　淳　教授

Kiyoshi TAJlMA

担当授業科目（抜粋）

　エネルギー工学（２年前期）、計測・制御工学（３年前期）、農業・建設機械学、設計製図、

　バイオロボティクス（３年後期）

研究テーマとその概要

（1）太陽電池駆動型農作業ロボットの開発

　太陽電池を始めとする自然エネルギーは、一般的にエネルギー密度が低い（広く薄く

分布する）。それに対し、化石燃料は高密度である。現代文明は、後者の一極集中型の

エネルギーを消費するときに効率が高いシステムを目指してきた。前者を高効率で利用

するためにシステムを見直す研究。太陽電池駆動と全自動化により環境保全型農業の可

能性を模索する。

（2）局所耕うん法の開発

　脱化石燃料のための耕うんシステムはどうあるべきかを栽培実験を通して検討する。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）局所耕うん法の開発

　（2）太陽電池駆動型農作業システムの開発

　（3）太陽電池アシスト型樹木残さ処理システムの開発

学生へ一言

　　頭の中で考えたことを現実のものにするという“ものづくり”は人類特有の活動です。

そして、その創造活動の中で最も重要な手段が、絵を描くことと手を動かすこと。目で見て

手を動かす。きっと活性化した学生生活が楽しめるはずです。

E-mailアドレス： tajima@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/eng/laboratory.html

所属学会（抜粋）： 農業食料工学会、日本農作業学会、日本太陽エ
ネルギー学会、風力エネルギー協会、日本沙漠
学会

趣 味 や 特 技： 壊れ物修理、車整備、楽器演奏

出    身    地： 東京都

著　　　　　書： コンピュータで学ぶ振動計測入門、地域環境科学
概論
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機械システム創成分野　バイオロボティクス研究室

佐々木　豊　教授

Yutaka SASAKI

担当授業科目（抜粋）

　情報基礎（一）、情報基礎（二）、生産機械情報工学、基礎実験、専攻実験、

　バイオロボティクス、卒業論文など

研究テーマとその概要

　　研究テーマは主に次に分類されます。

　（1）AI・スマートアグリグループ：スマート生産（植物工場／アクアポニックス／養殖）／

NA-アグリテックドローン／AIエッジコンピューティング＆ロボティクス／メタ＆AR／

知農ロボット

　（2）アグリテック／昆虫・代替タンパクグループ：食品ロス用飼料設計／昆虫スマート生

産／廃熱利用型生産技術開発／ハイブリット生産技術開発／昆虫生産用コンテナの設

計開発

　（3）野生鳥獣対策スマートアグリグループ：GISハンターマップ／スマートトラップ

　（4）アグリEdTech ／ベンチャーグループ

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）食品ロスを活用した昆虫生産システムの構築－昆虫スマートアグリシステムの開発－

　（2）AIを活用した ARシステムの開発－みかん剪定作業への応用－

　（3）野生獣対策用スマートトラップの開発－野外用装置の試作－

学生へ一言

　ICT や AIなど先端技術（テック）を中核に，DX（デジタルトランスフォーメーション）、

X-tech（クロステック）、オープンイノベーション、ベンチャーをキーワードに社会問題を具

体的に解決する研究開発を、多くの企業・団体・大学研究室と行っています。未来農業に向

けて一緒にチャレンジしませんか？

E-mailアドレス： y3sasaki@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 農業情報学会

趣 味 や 特 技： カタン、狩猟（第一種銃猟免許・わな猟免許所有）

出    身    地： 山口県

著　　　　　書： スマート農業　農業・農村のイノベーションと
サスティナビリティ（農林統計出版）
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機械システム創成分野　農産加工流通工学研究室

村松　良樹　教授

Yoshiki MURAMATSU

担当授業科目（抜粋）

熱力学（1年後期）、エネルギー工学（2年前期）、食品工学（2年後期）、農産加工流通工

学（３年前期）、食品工学概論（応用生物科学部、3年後期）

研究テーマとその概要

（1）農産物の加工流通過程における輸送現象に関する研究

　農産物の乾燥や復水および各種の伝熱操作（調理加熱含む）過程における物質（水分

など）移動や熱移動現象を測定する。数値計算手法を活用して現象変化を定量的かつ定

性的に把握する。さらに加工操作条件と品質との関係も調べ、最適加工操作条件の確立

を目指す。

（2）農産物の物性測定と予測法に関する研究

　農産物の加工流通プロセスの最適化や品質制御、品質評価に必要となる物性や美味し

さの指標となる物性を測定するとともに、その推算法を構築する。また、逆問題手法（パ

ラメータ推定法）を活用した物性推算にも取り組む。さらに得られた物性値を利用して

コンピュータシミュレーションを行う。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）軸対象 2次元非定常熱伝導方程式の数値解を利用した農産物の熱物性値の推定

　（2）ジャガイモのマイクロ波加熱特性　―温度変化の測定とシミュレーション―

　（3）プディング液の加熱及び凝固特性

学生へ一言

　大学は能動的に学ぶところです。知的好奇心を満たすよう自ら学ぶ姿勢を持って下さい。

また、大学生活では人生に大きく影響する出会いがあるかもしれません。達成感や充足感を

持って農大を巣立てるように、充実した農大生活を送って下さい。

E-mailアドレス： y-murama@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 日本食品科学工学会、日本食品工学会、日本食
品保蔵科学会、農業食料工学会、美味技術学会

趣 味 や 特 技： 散歩

出    身    地： 静岡県

著　　　　　書： 農産食品プロセス工学（文永堂出版）、よくわか
る農業施設用語解説集（筑波書房）、乳肉卵の機
能と利用（アイ・ケイ・コーポレーション）
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機械システム創成分野　農産加工流通工学研究室

川上　昭太郎　准教授

Shotaro KAWAKAMI

担当授業科目（抜粋）

　機械力学（2年後期）、計測制御工学（3年前期）、農産加工流通工学（3年前期）

研究テーマとその概要

（1）流通時における切り花の非破壊品質評価法の検討

　切り花のホームユース需要が増加する中、消費者は日持ちの良い切り花を求め、さらに、

生産から小売店までの一貫した鮮度・品質保持流通が必要とされている。鮮度・品質を

損なわない輸送技術の確立を目指す。

（2）青果物の鮮度・品質保持に関する研究

　収穫後の青果物の鮮度・品質をできるだけ損なわず

に、消費者に届けるための技術開発を目指している。青

果物の鮮度・品質を客観的に評価するための測定方法、

流通過程での鮮度・品質低下を防ぐための包装材につ

いて検討している。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）ストックポイントを利用したキク切り花の共同輸送

　（2）農産物流通におけるドライバー不足の改善について　

―ストックポイントを想定したブロッコリーの鮮度保

持輸送の検討―

　（3）モーダルシフトを目指したブロッコリーの氷詰め輸送　

―氷の量の違いが鮮度に与える影響―

学生へ一言

　せっかく農大に入学したのだから、農大でしか学べない

こと、体験できないことなどを一つでも多く学び体験してく

ださい。

E-mailアドレス： taro@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.bee-nodai.jp/

所属学会（抜粋）： 農業食料工学会、農業施設学会、園芸学会、日
本食品科学工学会、美味技術学会、農業生産技
術管理学会、日本農業教育学会

趣 味 や 特 技： スポーツ観戦、ScubaDiving、チェロ

出    身    地： 東京都

著　　　　　書：（共）里山の自然とくらし（東京農業大学出版）、
（共）農産食品プロセス工学（文永堂出版）
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教養分野　数学研究室（18 号館 9階）

江上　親宏　教授

Chikahiro EGAMI

担当授業科目（抜粋）

数学・演習（1年前期）、応用数学・演習（1年後期）、統計学（2年前期）

研究テーマとその概要

（1）非線形結合振動子系の同期現象の解析

　「同期」とは、複数の振動子（自発的にリズムを刻めるユニット）をつなぎ合わせたとき、

集団として1つのリズムを刻み始める現象のことである。微分方程式の理論を応用して、

同期現象の分類や発生条件について研究している。

E-mailアドレス： ce205380@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 日本数学会、日本数理生物学会、数理経済学会、
日本工学教育協会

趣 味 や 特 技： スポーツ観戦、サッカー 4 級審判員・公認 D 級
コーチ、教育士（工学・技術）

出    身    地： 京都府

著　　　　　書： 微生物の力学系－ケモスタット理論を通して－
（共訳）

（2）数理生物学

　生態系、免疫系、伝染病など、生物学に関わる様々なシステムの時間発展を数学モデ

ルで表現し、それを数学理論や計算機を駆使して解析する学問分野である。生物現象を

解析するために新しい数学理論が構築され、数学理論の発展により生物現象が一層深く

解明される。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

（1）果樹の害虫防除に向けた昆虫個体群の構造モデルの解析

　（2）テンサイそう根病流行の地温・土壌水分依存モデル

　（3）ポンプにより結合した BZ振動子系の同期モード分析

学生へ一言

数学の講義をとおして、「科学と向き合う姿勢」を皆さんに伝えて行きたいと考えています。

大学生活では、良き友を見つけ、頭と体と心をしっかり鍛えて、自分の技術で社会や地球環

境に貢献する夢を持ち続けてください。
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上野 貴司 地形地質学，測量実習，基礎実験，専攻実験，国土防災工学
鵜飼 秀徳 哲学
蝦名 元 生物学
遠藤 敏喜 数学，数学演習，応用数学，応用数学演習
小梁川 雅 土木材料学，鉄筋コンクリート工学
亀山 哲 広域環境情報学
坂野 成俊 現代社会と経済
佐藤 証 電気・電子工学，専攻実験
佐々木 倫大 測量実習，応用測量学
澤登 芳英 国際関係と社会問題
正田 晋一郎 化学
瀬口 純 環境土木学
諏訪 博己 土木施工法
竹村 彰夫 物理学
谷川 正継 情報基礎（一）・（二），専攻実験
中西 憲雄 技術者倫理
福田 信二 河川工学
松原 英治 海外農業開発工学
松崎 茂 科学の歴史
松村 比奈子 日本国憲法
山田 忍 資源管理制度論
若松 伸彦 地学
渡辺 哲巳 地域と文化

阿久澤 さゆり 食品工学（応用生物科学部 食品安全健康学科 教授）
入江 彰昭 源流文化学（地域環境科学部 地域創成科学科 教授）
岡田 大樹 文学概論
鎌田 明子 文学概論（地域環境科学部 教授）
上地 由朗 作物栽培学（農学部 農学科 教授）
亀山 慶晃 地球環境と炭素循環（地域環境科学部 地域創成科学科 教授）
栗田 和弥 環境学習と体験活動（地域環境科学部 造園科学科 助教）
関岡 東生 環境学習と体験活動（地域環境科学部 森林総合科学科 助教）
橘 隆一 地球環境と炭素循環（地域環境科学部 森林総合科学科 教授）
藤川 智紀 地球環境と炭素循環（地域環境科学部 地域創成科学科 教授）
町田 怜子 源流文化学（地域環境科学部 地域創成科学科 教授）
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○学級担任の主な業務

　各学年の学級担任は、学生が入学してから卒業までの期間に充実した学生生活が送れる

よう、以下のような学生の指導や支援を行っている。

・成績相談や進級判定および卒業に関する対応

・休学願・退学願・復学願・学費延納願，等の提出に関する相談や提出後の手続き

・年度始めのガイダンス

なお、年度始めのガイダンスは各学年ごとに実施し、その内容は次の通りである。

① １年次生については、入学式翌日ないしは翌々日の学科別ガイダンスで、学生生活にか

かわるすべての事項（教育システム、学生生活面、図書館利用、JABEEプログラム関係、

就職・進学情報、農工会の役割など）について説明を行う。また、前期授業のフレッシュ

マンセミナーを担当し、その中で大学生活に関する説明を改めて詳細に行う。

② ２年次生については、後期の基礎実験の分野分けから始まる教育コース選択についての

説明、進級条件の再確認、卒業生の進路情報の提供による意識付け、JABEEプログラム

の内容と履修に当たっての注意事項などについての指導を行う。

③ ３年次生については、進級条件の指導や就職活動ならびに公務員対策講座についての情

報提供、有意義な研究室活動の取組み、JABEEプログラム履修希望生への手続き情報の

提供などを行う。

④ ４年次生については、就職活動に関する大学・学科での取組みなどの情報提供ならびに

卒業論文作成に関する注意事項、JABEE プログラム履修生の成績やポートフォリオ作成

などについての指導を行う。
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　生産環境工学科では図Ⅱ-1に示すように「生産環境コース」と「技術者養成コース」の

２つの教育コースを用意しており、本学科の学生は 2年間の共通教育課程の後、３年次進級

時にいずれかのコースを選択しなければならない。　

　この２つの教育コースの詳細内容については後述する通りである。「生産環境コース」を

修了するためには文部科学省の定める卒業要件である124単位の取得が求められる。「技術

者養成コース」においては、（社）日本技術者教育認定機構（JABEE）が別途定める修了要件

を満たすことが求められる。「生産環境コース」では修了に必要な科目の評価がすべて「可」

であってもよいが、「技術者養成コース」では指定科目については評価の内容が問われる。

　このように、「技術者養成コース」の修了要件は「生産環境コース」よりも若干厳しい形

となっている。「技術者養成コース」修了者は、卒業後には「修習技術者」という国家資格

が取得できるというメリットがある。
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1．教育コースの選択

Ⅱ　コースの紹介と履修

・
測
量
士
補*

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 取得資格

入

学

【共 通】

・専門基礎科目の習得
・教養的科目の習得
・就職への動機付け
・専攻分野の選択

【生産環境コース】
・専門科目の習得
・卒業論文の作成
・卒業要件の達成  

卒

業

・
測
量
士
補*

学
・

士

【技術者養成コース】
・専門科目の習得
・卒業論文の作成
・卒業要件の達成  
・JABEE 修了要件の達成

了
修
・
業
卒

者
術
技
習
修
・

学
・

士

図Ⅱ-1　教育コース選択の概要

・測量士補資格取得有無の選択*
 （* 表Ⅱ-2参照）
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図Ⅱ-2　実験・演習科目の履修フロー

※原則として分野の変更は認めない

卒
業
・
修
了

入

学

90単位以
上で進級

50単位以
上で進級

20単位以
上で進級

卒業論文

F　専攻演習（二）

L　専攻演習（一）

F　専攻実験
L　基礎実験

担当教員
の選択

研究室の
選択

専攻分野
の選択※

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

L　専攻演習（三）

─ �� ─

2ɽ࣮ݧɾԋशՊͷཤ修
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　「生産環境コース」および「技術者養成コース」の両コースとも、４年次で卒業論文を作

成するために図Ⅱ-2に示すように２年次後期より4年次までにおいて、必修科目である基

礎実験・専攻実験・専攻演習（一）・専攻演習（二）・専攻演習（三）の科目を履修しなけれ

ばならない（授業内容については、「シラバス」を参照すること）。

　また、基礎実験における分野の選択と専攻実験における分野内研究室の選択、そして専攻

演習（二）・専攻演習（三）と卒業論文における教員の選択の際には、いずれも希望者数に

偏りが生じないよう調整を行っている。なお、2年次後期の基礎実験における専攻分野選択

以降は、原則として分野の変更は認めていない。このため、各分野の内容について本ガイド

を熟読することが求められる。併せて、直接研究室を訪問して研究活動や卒業生の進路状況

などを所属教員等から説明を受け充分理解し、分野選択を行うことが望ましい。参考のため

に、令和元年度の２年次生がどのようにして分野に関する情報を得て、希望を決定したのか

についてのアンケート結果を図Ⅱ-3に示した。

なお、本学では節制度と呼ばれる進級制限を設けており、２年に進級するときには 20単

位以上、３年に進級するときには 50単位以上、４年に進級するときには 90単位以上の規定

があり、これに達さない場合は進級できないことになっている。計画的な単位習得に心がけ

ること。
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図Ⅱ -3　分野選択に関する学生の意識・行動（令和 4年度 2年生　132 人回答）

分野分けアンケート結果

図 進路を決定した時期 

図 進路選択での重要な動機・要因
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3ɽཤ修ํ๏
ɹֶ֤ՊͰͷཤमʹͨͬͯʮֶੜੜ׆ϋϯυϒοΫʯͱʮཤमͷͯͼ͖ʯʹৄࡌܝ͕ࡉ

͞Ε͍ͯΔ͕ɺͦͷجຊΛ࣍ʹࣔ͢ɻ·ͨɺੜֶڥ࢈ՊͰ։͞ߨΕ͍ͯΔΧϦΩϡϥ

ϜΛදᶘ�1ʹࣔ͢ɻ

ᶃཤमܭը

ɹ̍ؒͷཤमܭըΛཱͯཤमొΛ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻͦͷͨΊʹɺतۀՊද

ͱٛߨཁ ʢ߲γϥόεʣΛख़ಡ͠ΧϦΩϡϥϜͷ֓ཁΛѲ͢Δ͜ͱɻ

ᶄଔۀ୯ҐͱඞमɾબՊ

ɹ֤तۀՊͷ୯Ґɺतۀͷํ๏ʹԠͯ͡ҟͳΓ֘तۀʹΑΔڭҭޮՌɺतؒ࣌ۀ

֎ʹඞཁͳֶशΛྀܾͯ͠ߟΊΒΕ͍ͯΔɻ͢ͳΘͪɺٛߨՊͷ̎୯Ґͱ90तۀ

ʢि̍ίϚͱ͍͏ʣΛ15ճ࣮͢ࢪΔͷͰɺ͜Εʹରͯ͠ɺ࣮ݧɾ࣮ शՊ1�0तۀʢि

̎ίϚʣΛ15ճ࣮͢ࢪΔͷͰ͋Δɻ

ɹଔۀʹඞཁͳ૯୯Ґ1�4୯ҐͰɺ͜ͷ͏ͪඞमՊ6�୯Ґʢֶ෦૯߹17୯ҐɺֶՊ

ઐ51୯ҐʣɺબඞमՊ1�୯ҐҎ্ɺબՊ44୯ҐҎ্Λऔಘ͠ͳ͚ΕͳΒ

ͳ͍ɻબՊઐੑΛ෯ֶ͘श͢Δͱͱʹকདྷͷਐ࿏֨ࢿऔಘͳͲΛͯ͑ߟଔ

ཁ݅Λຬͨ͢Α͏ʹཤम͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻۀ

ᶅཤमొͱ୯Ґͷ੍ݶ

ɹཤमొʹͨͬͯ̍ؒʹཤमͰ͖Δ୯Ґͷ੍͕͋ݶΔͷͰҙ͠ͳ͚ΕͳΒ

ͳ͍ɻ͢ͳΘͪɺ̍ؒʹཤमొͰ͖Δ୯Ґͷ্ݶ49୯ҐʢଞֶՊɾଞֶ෦ௌߨɺ

ӳޠઐɺશֶڞ௨ՊΛؚΉ͕ɺڭ৬՝ఔՊ͓Αͼֶज़ใ՝ఔՊআ֎ʣͰɺ͞

Βʹֶ֤ظʢલظɾظޙʣʹཤमͰ͖Δ୯Ґͷ্ݶ�5୯ҐʢଞֶՊɾଞֶ෦ௌߨɺӳޠ

ઐɺશֶڞ௨ՊΛؚΉʣͰ͋Δɻͨͱ͑ɺલظʹ୯Ґͷ্ݶͰ͋Δ�5୯ҐΛཤम

ొͨ͠߹ɺظޙͰΔ�4୯Ґ͔͠ཤम͕ೝΊΒΕͳ͍ɻ

ɹͳ͓ɺଞֶՊɾଞֶ෦ௌߨֶࡏதʹ16୯Ґ·Ͱཤम͕Մʢ࣮ݧɾ࣮शɾݚमՊɺ

ӫཆՊֶՊઐڭҭՊͳΒͼʹ্ֶڃՊཤमͰ͖ͳ͍ʣͰɺଔۀཁ݅୯Ґʹ

Ճ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ɹଌྔิ࢜औಘʹඞཁͳՊͱ୯Ґදᶘ��ʹࣔ͢ͱ͓ΓͰ͋Δɻ

ᶆผબՊ

ɹ͔̎࣍ΒͷผॴଐͰઐڭҭΛड͚Δʹͨͬͯɺ֤୯ҐͰͷબՊͷཤ

मϞσϧΛදᶘ��ʹࣔ͢ɻ͜ͷཤमϞσϧʹैͬͯ1࣍ΑΓرͰͷཤमܭըΛཱ

ͯΔඞཁ͕͋Δɻ͜ͷ͜ͱࣨڀݚͰͷ׆ڀݚಈଔۀจͳΒͼʹਐ࿏ࢦಋΛड͚Δ্

ͰॏཁͳҼࢠͱͳΔͷͰҙ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻ

　各学科での履修に当たっては「学生生活ハンドブック」と「履修のてびき」に詳細が掲載

されているが、その基本を次に示す。また、生産環境工学科で開講されているカリキュラム

を表Ⅱ-1に示す。

①履修計画

　１年間の履修計画を立て履修登録をしなければならない。そのために、授業科目配当表と

講義要項（シラバス）を熟読しカリキュラムの概要を把握すること。

②卒業単位数と必修・選択科目

　各授業科目の単位数は、授業の方法に応じて異なり当該授業による教育効果、授業時間外

に必要な学習等を考慮して決められている。すなわち、講義科目の２単位とは 90分授業

（週１コマという）を15回実施するもので、これに対して、実験・実習科目は180分授業（週

２コマ）を15回実施するものである。

　卒業に必要な総単位数は124単位で、このうち必修科目は70単位（総合教育科目7単位、

外国語科目8単位、専門教育科目55単位）、選択必修科目は12単位以上、選択科目は 42単

位以上を取得しなければならない。選択科目は、専門教育科目から20単位以上取得する必

要があるため、専門性を幅広く学習するとともに将来の進路や資格取得などを考えて卒業要

件を満たすように履修しなければならない。

③履修登録と単位数の制限

　履修登録に当たっては１年間に履修できる単位数の制限があるので注意しなければならな

い。すなわち、１年間に履修登録できる単位数の上限は 44単位（他学科・他学部聴講、英

語専門、全学共通科目を含むが、教職課程科目および学術情報課程科目は除外）で、さらに

各学期（前期・後期）に履修できる単位数の上限は 22単位（他学科・他学部聴講、英語専門、

全学共通科目を含む）である。

　なお、他学科・他学部聴講は在学中に16単位まで履修が可能（実験・実習・研修科目、

栄養科学科専門教育科目ならびに上級学年配当科目は履修できない）で、卒業要件単位に加

えることができる。

　測量士補取得に必要な科目と単位数は表Ⅱ-2に示すとおりである。

④分野別選択科目

　２年次からの分野別所属で専門教育を受けるに当たって、各分野単位での選択科目の履修

モデルを表Ⅱ-3に示す。この履修モデルに従って1年次より希望分野での履修計画を立て

る必要がある。このことは研究室での研究活動や卒業論文ならびに進路指導を受ける上で重

要な因子となるので注意しなければならない。
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ɹ̏࣍ੜ1�݄ͷࢦఆظ·ͰʹଔۀจͷΛఏग़͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻଔۀ

จͷఏग़కΊΓ̐࣍ͷ݄̍Ͱ͋ΔɻଔۀจͷՌͷ֬ೝͱɺൃදྗ

ͷ্Λతͱͯ͠ɺ݄̍த०ʙԼ०ʹଔۀจͷެ։ޱ಄ൃදձΛ։͢࠵Δɻൃද༰

ʹ͍֤ͭͯձͰ৹ࠪ͢ΔෳͷڭһʹΑͬͯධՁ͞Εɺଔۀจͷ࠷ऴධՁͷߟࢀͱ

͞ΕΔɻ
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දᶘ �1ɹඞमՊ͓ΑͼબՊҰཡ

開
講
区
分

分

　
　野

必
選
区
分

तɹۀɹՊɹ
単
位
数

学ɾ学ظ
िؒ࣌ 教

職
一
年
次

二
年
次

三
年
次

四
年
次

総

合

教

育

科

目

全
学
共
通

導
入
科
目

ඞ ϑϨογϡϚϯηϛφʔ � '�
ඞ ใૅجʢҰʣ � '� ඞ
ඞ ใૅجʢೋʣ � -� ٕ

全

学

共

通

課
題
別
科
目

ಛผٛߨʢҰʣ �
ಛผٛߨʢೋʣ �
ಛผٛߨʢࡾʣ �
ಛผٛߨʢ࢛ʣ �
ΠϯλʔφγϣφϧɾελσΟʔζʢҰʣ � '�
ΠϯλʔφγϣφϧɾελσΟʔζʢೋʣ � -�

英
語
科
目

ඞ ӳޠʢҰʣ � '� ඞ
ඞ ӳޠʢೋʣ � -�
ඞ ӳޠʢࡾʣ � '�
ඞ ӳޠʢ࢛ʣ � -�

ӳޠϦʔσΟϯάʢҰʣ � '�
ӳޠϦʔσΟϯάʢೋʣ � -�
50&*$ ӳޠʢҰʣ � '�
50&*$ ӳޠʢೋʣ � -�
ӳձʢҰʣ � '�
ӳձʢೋʣ � -�
Ϗδωεӳޠ � '�
Պ学ӳޠ � -�

学
部
共
通

科
目

初
修
外
国
語

தޠࠃʢҰʣ � '�
தޠࠃʢೋʣ � -�
υΠπޠʢҰʣ � '�
υΠπޠʢೋʣ � -�

全
学
共
通

関
係
科
目

ス
ポ
ー
ツ

εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯʢҰʣ � '� ඞ
εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯʢೋʣ � -� ඞ

就
職
準
備
科

目

ΩϟϦΞσβΠϯ � '�
Πϯλʔϯγοϓ � -�
ϏδωεϚφʔ � -�

ԋशՊ ඞ ௨ԋशڞ � -�

学
部
共
通

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
科
目

生ૅج � '�
Խ学ૅج � '�
ཧૅج � '�
学ૅج � '�
จষදݱ � '�

専
門
教
育
科
目

学
部
専
門

ઐڞ௨Պ ඞ ҬڥՊ学֓ � '� 
生ܕՊ ಈ׆ݧ学शͱମڥ � '� 

科
目

学
際
領
域

ڥٿͱૉ॥ � -� ཧ生
จԽ学ྲྀݯ � -�

総
合
教
育
科
目

学
科
基
礎

人
間
関
係
科
目

બඞ ٕज़ऀྙཧ � -�
બඞ 学 � '�
બඞ Պ学ͷྺ࢙ � -�
બඞ จ学 � -�

社
会
関
係
科
目

બඞ ຊݑࠃ๏ � -� ඞ
બඞ ࡁܦࣾձͱݱ � '�
બඞ ҬͱจԽ � -�
બඞ ͱࣾձؔࡍࠃ � -�

自
然
関
係
科
目

બඞ 生学 � '� ཧ生
બඞ Խ学 � '� ཧԽ
બඞ ཧ学 � -� ཧ
બඞ 学 � '� ཧ
બඞ ౷ܭ学 � '�

˞ ਓؒؔͷՊ̐Պ͔Β̎ՊΛબͼඞमͱ͢Δɻ  
˞ ࣾձؔͷՊ̐Պ͔Β̎ՊΛબͼඞमͱ͢Δɻ
˞ ࣗવؔͷՊ̑Պ͔Β̎ՊΛબͼඞमͱ͢Δɻ

開
講
区
分

分

　
　野

必
選
区
分

तɹۀɹՊɹ
単
位
数

学ɾ学ظ
िؒ࣌ 教

職
一
年
次

二
年
次

三
年
次

四
年
次

専

門

教

育

科

目

専

門

基

礎

科

目

ඞ 生ڥ࢈学֓ � '�
ඞ 学 � '�
ඞ 学ԋश � '�
ඞ 学ྗૅج � -� ཧ
ඞ 学ԋशྗૅج � -� ཧ
ඞ ྉྗ学ࡐ � -� ٕ
ඞ ྗ学 � -� ཧ
ඞ Ԡ༻学 � -�
ඞ Ԡ༻学ԋश � -�

ͱਫͷڥ � -� ཧ
ඞ ଌྔ学 � '� 
ඞ ଌྔ࣮श � '� 
ඞ Ԡ༻ଌྔ学 � -� 
ඞ 生ڥ࢈学ૅجԋश � '�
ඞ ݧ࣮ૅج � -� ٕ

ഓ学࡞ � -�

専

門

コ

ア

科

目

地
域
資
源
利
用
分
野
の
科
目

Ҭݯࢿར༻学 � '� 
ܗ࣭学 � '� ཧ
Ҭڥอશ学 � -�
ଜܭը学 � -� 
ڥ学 � '� 
ଜڥ学 � '�
վྑ学 � -� 
学ࡂࠃ � -�
ւ֎ۀ։ൃ学 � '� 
ཧ੍ݯࢿ � '� 

環
境
情
報
利
用
分
野
の
科
目

学ؾڥ � -� ཧ
ඞ ཧ学ڥ � '� ཧ
ඞ ࣭ྗ学 � -� ཧ
ඞ ࣭ྗ学ԋश � -� ཧ

ใॲཧ学 � -� ཧ
ཧ学ڥ � '� ཧ
ྲྀҬਫจ学 � '� ཧ
ใ学ڥҬ � '� ٕ
ਫڥ学 � -� 
学ϦϞʔτηϯγϯάڥ � -� ཧ

環
境
基
盤
創
成
分
野
の
科
目

ඞ ྗ学ߏ � '� ཧ
ඞ ྗ学ԋशߏ � '� ཧ

ࡐྉ学 � '� 
ඞ ਫཧ学 � -� ཧ
ඞ ਫཧ学ԋश � -� ཧ

మےίϯΫϦʔτ学 � -� ٕ
ࣾձج൫学 � '� ٕ
ࢪ๏ � '�
ਫརࢪઃ学 � '� 
学ڥ � -�
Տ学 � '� 

機
械
シ
ス
テ
ム
創
成
分
野
の
科
目

ցྗ学ػ � -�
ΤωϧΪʔ学 � '� 
生ػ࢈ցใ学 � '�
学ࢠɾిؾి � -� ٕ
৯学 � -�
学ޚଌɾ੍ܭ � '� ٕ
ۀɾݐઃػց学 � '� ٕ
࢈Ճྲྀ௨学 � '� ٕ
ઃܭਤ � -� ٕ
όΠΦϩϘςΟΫε � -� ٕ

総
合
化
科
目

生ڥ࢈学ಛผԋश � �
ඞ ઐݧ࣮߈ � '� 
ඞ ઐ߈ԋशʢҰʣ � -� 
ඞ ઐ߈ԋशʢೋʣ � '� 
ඞ ଔۀจ � �

ଔۀཁ݅૯୯Ґ ���୯ҐҎ্

ֶ෦૯߹Պ ඞम 17 ୯Ґ
બඞम 1� ୯ҐҎ্

ֶՊઐՊ ඞम 51 ୯Ґ
બɹɹՊɹ 44 ୯ҐҎ্

分

野

必
要
区
分

授業科目
単
位
数

配当学年・学期
週時間数 教

職
一
年
次

二
年
次

三
年
次

四
年
次

総
合
教
育
科
目

全
学
共
通
科
目

導
入
科
目

必 フレッシュマンセミナー 2 F2
必 共通演習 1 L1
必 情報基礎（一） 2 F2 必
必 情報基礎（二） 2 L2 技

スポ
ーツ
関係
科目

スポーツ・レクリエーション（一） 1 F2 必
スポーツ・レクリエーション（二） 1 L2 必

課
題
別
科
目

特別講義（一） 2
特別講義（二） 2
特別講義（三） 2
特別講義（四） 2
インターナショナル・スタディーズ（一） 2 F2
インターナショナル・スタディーズ（二） 2 L2

就
職
準
備
科
目

キャリアデザイン 1 F1
ビジネスマナー 1 L1
インターンシップ 1 L1

学
部
共
通
科
目

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
科
目

基礎生物 2 F2
基礎化学 2 F2
基礎物理 2 F2
基礎数学 2 F2
文章表現 2 F2

外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目

基
盤
英
語
科
目

必 英語（一） 2 F2 必
必 英語（二） 2 L2
必 英語（三） 2 F2
必 英語（四） 2 L2

学
部
共
通

実
用
英
語
科
目

英語リーディング 2 F2
TOEIC英語初級 2 F2
TOEIC英語中級 2 L2
科学英語 2 F2

初
級
外
国
語
科
目

中国語（一） 2 F2
中国語（二） 2 L2
ドイツ語（一） 2 F2
ドイツ語（二） 2 L2

専
門
教
育
科
目

学
科
基
礎
科
目

人
間
関
係
科
目

選
必

哲学 2 F2
科学の歴史 2 L2
文学概論 2 L2
技術者倫理 2 L2

社
会
関
係
科
目

選
必

日本国憲法 2 L2 必
地域と文化 2 L2
現代社会と経済 2 F2
国際関係と社会問題 2 L2

自
然
関
係
科
目

選
必

生物学 2 F2 理生

化学 2 F2 理化

地学 2 F2 理地

物理学 2 L2 理物

統計学 2 F2

学
科
専
門
科
目

専門
共通
科目

必 地域環境科学概論 2 F2
地球環境と炭素循環 2 L2 理生

創成
型
科目

環境学習と体験活動 2 F2 農
源流文化学 2 F2

専
門
基
礎
科
目

必 生産環境工学概論 2 F2 農
必 数学 2 F2
必 数学演習 2 F2
必 基礎力学 2 L2 理物
必 基礎力学演習 2 L2 理物
必 材料力学 2 L2 技
必 熱力学 2 L2 理物
必 応用数学 2 L2
必 応用数学演習 2 L2

※人間関係分野の科目は，４科目中から２科目を選び必修とする。

※社会関係分野の科目は，４科目中から２科目を選び必修とする。

※自然関係分野の科目は，５科目中から２科目を選び必修とする。

分

野

必
要
区
分

授業科目
単
位
数

配当学年・学期

週時間数 教

職
一
年
次

二
年
次

三
年
次

四
年
次

専
門
教
育
科
目

学
科
専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

必 測量学 2 F2 農
必 測量実習 2 F4 農
必 生産環境工学基礎演習 1 F1 農
必 応用測量学 2 L2 農
必 基礎実験 2 L4 技

専
門
コ
ア
科
目

地
域
資
源
利
用
分
野

地域資源利用工学 2 F2 農
地形地質学 2 F2 理地
地域環境保全学 2 L2 農
農地環境工学 2 F2 農
農村計画学 2 L2 農
農村環境工学 2 F2
土地改良学 2 L2 農
国土防災工学 2 L2
海外農業開発工学 2 F2 農
資源管理制度論 2 F2 農

環
境
情
報
利
用
分
野

必 環境土壌物理学 2 F2 理物
必 土質力学 2 L2 理物
必 土質力学演習 2 L2 理物

環境気象学 2 L2 理地
情報処理工学 2 L2 理地
環境物理学 2 F2 理物
流域水文学 2 F2 理地
広域環境情報学 2 F2 技
地水環境工学 2 L2 農
環境リモートセンシング工学 2 L2 理地

環
境
基
盤
創
成
分
野

必 構造力学 2 F2 理物
必 構造力学演習 2 F2 理物
必 水理学 2 L2 理物
必 水理学演習 2 L2 理物

土木材料学 2 F2 農
鉄筋コンクリート工学 2 L2 技
社会基盤工学 2 F2 技
土木施工法 2 F2
水利施設工学 2 F2 農
環境土木学 2 L2
河川工学 2 F2 農

機
械
シ
ス
テ
ム
創
成
分
野

エネルギー工学 2 F2 農
生産機械情報工学 2 F2 農
機械力学 2 L2 技
電気・電子工学 2 F2 技
食品工学 2 L2
計測・制御工学 2 F2 技
農業・建設機械学 2 F2 技
農産加工流通工学 2 F2 技
設計製図 2 L2 技
バイオロボティクス 2 L2 技

学際
領域
科目

土と水の環境 2 L2 理地
作物栽培学 2 L2

総
合
化
科
目

必 専攻実験 2 F4 農
必 専攻演習（一） 2 L2
必 専攻演習（二） 2 F2 農
必 専攻演習（三） 2 L2
必 卒業論文 4 4

生産環境工学特別演習 2 2

卒業要件総単位数

必修科目 70 単位

選択必修科目 12 単位以上

※選択科目 42 単位以上

計 124 単位以上

※選択科目のうち，専門教育科目より20単位以上が必要。
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දᶘ��ɹଌྔ֨ࢿิ࢜औಘʹඞཁͳՊͱ୯Ґ
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͠ͳ͚Ε͍͚ͳ͍ɻ

Պ ୯Ґ

必
修
科
目

ใૅجʢೋʣ �

学 �

学ԋश �

学ྗૅج �

学ԋशྗૅج �

ྗ学 �

Ԡ༻学 �

Ԡ༻学ԋश �

ଌྔ学 �

ଌྔ࣮श �

Ԡ༻ଌྔ学 �

ཧ学ڥ �

࣭ྗ学 �

࣭ྗ学ԋश �

ྗ学ߏ �

ྗ学ԋशߏ �

ਫཧ学 �

ਫཧ学ԋश �

ܭ߹ ��

Պ ୯Ґ

選
択
必
修

ͱਫͷڥ �

ܗ࣭学 �

ଜܭը学 �

学ؾڥ �

ใॲཧ学 �

ཧ学ڥ �

ྲྀҬਫจ学 �

ใ学ڥҬ �

ਫڥ学 �

学ϦϞʔτηϯγϯάڥ �

ࡐྉ学 �

Տ学 �

学ޚଌɾ੍ܭ �

ܭ߹ ��

－33－



－34－─ �9 ─

දᶘ��ɹੜֶڥ࢈ՊɹཤमϞσϧ

ίʔε ઐ
（Ҭݯࢿར༻）

ઐ
（ใར༻ڥ）

ઐ
（൫جڥ）

ઐ
（ցγεςϜػ）

։۠ߨ ֓ɹཁ

ҬΛਓؒͷ生׆ͱࣗ
વɺ生生࢈ͷͨΊͷ
ଘۭؒͱͯ͠ଊ͑ɺڞ
ਫͳͲΛҬࢿ
ྀʹܥͱͯ͠生ଶݯ
ͭͭ͠༗ޮར༻ɾอશ
͢ΔͨΊͷཧͱٕज़
Λ͢ڀΔɻ

生生࢈ͷͨΊͷࣗવ
ڥਓؒͷ生ଘڥ
ʹ͍ͭͯɺӴը૾
σʔλΛؚΊͨҬ
ใͱɺதਫͷಈ͖
ඍؾͳͲͷہใ
ͷ྆໘͔ΒղੳɾධՁ
͠ɺͦΕΒͷใͷ生
学తͳརज़ͷٕ࢈
༻ɾԠ༻Λ͢ڀߟΔɻ

Ҭڥʹྀۭͨ͠
ؒͮ͘ΓͷͨΊʹద͠
ͯ͑ߟઃΛݐઃͷࢪͨ
͍͘ͰɺڥΛ;
ܭͷઃߏͨ͑·
ྉͷ։ൃࡐ๏ɺ৽ࢪ
ͱར༻ٕज़ɺࣗવͱڞ
生Ͱ͖ΔࢪઃͷσβΠ
ϯͳͲΛγεςϜ学
తʹ͑ߟΔɻ

ۀ生࢈ʹ͓͚Δ࡞
ؔʹͷॲཧ࢈ͱۀ
͢ΔػցγεςϜΛ
ରʹ͍ͯ͠Δɻಛʹɺ
ΤωϧΪʔͷ༗ޮར༻
ͷڥʹྀͨ͠
学తٕज़ͷ։ൃΛࢦ
͍ͯ͠Δɻ

ֶ෦૯߹
ҭՊڭ

ਓؒؔՊ Պ学ͷྺ࢙ Պ学ͷྺ࢙ Պ学ͷྺ࢙ Պ学ͷྺ࢙
ٕज़ऀྙཧ ٕज़ऀྙཧ ٕज़ऀྙཧ ٕज़ऀྙཧ

ࣾձؔՊ ҬͱจԽ ҬͱจԽ ҬͱจԽ ҬͱจԽ
ࡁܦࣾձͱݱ ࡁܦࣾձͱݱ ࡁܦࣾձͱݱ ࡁܦࣾձͱݱ
ͱࣾձؔࡍࠃ ͱࣾձؔࡍࠃ

ࣗવؔՊ Խ学 Խ学 ౷ܭ学 Խ学
生学 生学 ཧ学 生学
౷ܭ学 ౷ܭ学 ౷ܭ学
ཧ学

՝ผՊ
Պֶؔޠ

Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ
εϙʔπ
ؔ࿈Պ
ब৬४උՊ ΩϟϦΞσβΠϯ ΩϟϦΞσβΠϯ ΩϟϦΞσβΠϯ ΩϟϦΞσβΠϯ

ϏδωεϚφʔ ϏδωεϚφʔ ϏδωεϚφʔ ϏδωεϚφʔ
ֶ෦ઐ
ҭՊڭ

ੜܕՊ ಈ׆ݧ学शͱମڥ ಈ׆ݧ学शͱମڥ ಈ׆ݧ学शͱମڥ ಈ׆ݧ学शͱମڥ
Պܕࡍֶ ڥٿͱૉ॥ ڥٿͱૉ॥ ڥٿͱૉ॥ ڥٿͱૉ॥

จԽ学ྲྀݯ จԽ学ྲྀݯ จԽ学ྲྀݯ จԽ学ྲྀݯ
ֶՊઐ
ҭՊڭ

ֶՊઐ
Պૅج

ͱਫͷڥ ͱਫͷڥ ͱਫͷڥ ͱਫͷڥ
ഓ学࡞ ഓ学࡞ ഓ学࡞

ֶՊઐ
ίΞՊ

Ҭݯࢿར༻学 ܗ࣭学 Ҭڥอશ学 ւ֎ۀ։ൃ学
ܗ࣭学 Ҭڥอશ学 ଜܭը学 学ؾڥ
Ҭڥอશ学 ւ֎ۀ։ൃ学 ྲྀҬਫจ学 ใॲཧ学
ଜܭը学 学ؾڥ ࡐྉ学 ใ学ڥҬ
ڥ学 ใॲཧ学 మےίϯΫϦʔτ学 学ϦϞʔτηϯγϯάڥ
ଜڥ学 ཧ学ڥ ࣾձج൫学 ցྗ学ػ
վྑ学 ྲྀҬਫจ学 ࢪ๏ ΤωϧΪʔ学
学ࡂࠃ ใ学ڥҬ ਫརࢪઃ学 生ػ࢈ցใ学
ւ֎ۀ։ൃ学 ਫڥ学 学ڥ 学ࢠɾిؾి
ཧ੍ݯࢿ 学ϦϞʔτηϯγϯάڥ Տ学 ৯学
学ؾڥ ਫརࢪઃ学 ΤωϧΪʔ学 学ޚଌɾ੍ܭ
ใॲཧ学 Տ学 ۀɾݐઃػց学 ۀɾݐઃػց学
ྲྀҬਫจ学 生ػ࢈ցใ学 学ࡂࠃ ࢈Ճྲྀ௨学
学ϦϞʔτηϯγϯάڥ 学ޚଌɾ੍ܭ ઃܭਤ
ਫརࢪઃ学 ઃܭਤ όΠΦϩϘςΟΫε
学ڥ
Տ学
ۀɾݐઃػց学

コース
専門分野

（地域資源利用分野）

専門分野

（環境情報利用分）

専門分野

（環境基盤創成分野）

専門分野

（機械システム創成分野）

開講区分 概　要

地域を人間の生活と自

然、生物生産のための

共存空間として捉え、

土地や水などを地域資

源として生態系に配慮

しつつ有効利用・保全

するための理論と技術

を追究する。

生物生産のための自然

環境や人間の生存環境

について、衛星画像デ

ータを含めた広域情報

と、土中水の動きや微

気象などの局地情報の

両面から解析・評価し

、それらの情報の生産

技術への工学的な利用

・応用を考究する。

地域環境に配慮した空

間づくりのために適し

た施設の建設を考えて

いく分野で、環境をふ

まえた構造物の設計や

施工法、新素材の開発

と利用技術、植物と共

生できる施設のデザイ

ンなどをシステム工学

的に考える。

農業生産における農作

業と農産物の処理に関

する機械やシステムを

対象にしている。特に

、エネルギーの有効利

用等の環境に配慮した

工学的技術の開発を目

指している。

総合教育

科目

全学共通

科目

就職準備

科目

キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン

ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー

外国語

科目

学部共通

科目

実用英語

科目

科学英語 科学英語 科学英語 科学英語

専門教育

科目

学科基礎

科目
人間関係

科目

科学の歴史 科学の歴史 科学の歴史 科学の歴史

技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理

社会関係

科目

国際関係と社会問題 現代社会と経済 地域と文化 地域と文化

国際関係と社会問題 現代社会と経済 現代社会と経済

自然関係

科目

化学 生物学 統計学 生物学

統計学 統計学 物理学 統計学

物理学

学科専門

科目

専門共通科目 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環

創成型

科目

環境学習と体験活動 環境学習と体験活動 環境学習と体験活動 環境学習と体験活動

専門コア

科目

地域資源利用工学 地形地質学 地域環境保全学 海外農業開発工学

地形地質学 地域環境保全学 農村計画学 環境気象学

地域環境保全学 海外農業開発工学 流域水文学 情報処理工学

農村計画学 環境気象学 土木材料学 広域環境情報学

農地環境工学 情報処理工学 鉄筋コンクリート工学 環境リモートセンシング工学

農村環境工学 環境物理学 社会基盤工学 機械力学

土地改良学 流域水文学 土木施工法 エネルギー工学

国土防災工学 広域環境情報学 水利施設工学 生産機械情報工学

海外農業開発工学 地水環境工学 環境土木学 電気・電子工学

資源管理制度論 環境リモートセンシング工学 河川工学 食品工学

環境気象学 水利施設工学 エネルギー工学 計測・制御工学

情報処理工学 河川工学 農業・建設機械学 農業・建設機械学

流域水文学 生産機械情報工学 国土防災工学 農産加工流通工学

環境リモートセンシング工学 計測・制御工学 設計製図 設計製図

水利施設工学 設計製図 環境気象学 バイオロボティクス

地形地質学

学際領域

科目

土と水の環境 土と水の環境 土と水の環境 土と水の環境

作物栽培学 作物栽培学 作物栽培学

※必修科目は含んでいない。ただし、選択必修は含んでいる。
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දᶘ��ɹੜֶڥ࢈ՊɹཤमϞσϧ（ଓ͖）

ίʔε ެһ ਐֶ （ۀ）һڭ һ（ཧՊ）ڭ һ（ٕज़）ڭ

։۠ߨ ֓ɹཁ

ۀ学Λઐͱ
͢ΔެһΛࢦ
͢

ۀͱػۀ
ցઐྖҬͷ学
Λ࣠جʹͯ͠ɺݱ
Ͱͷٕज़։ൃͱ
学ज़తͳڀݚΛ྆
ཱͰ͖Δਓࡐͷҭ
Λ͢ࢦɻ

ۀՊͷڭһΛ
͢ࢦ

ཧՊͷڭһΛࢦ
͢

ٕज़ՊͷڭһΛ
͢ࢦ

ֶ෦૯߹
ҭՊڭ

ਓؒؔՊ Պ学ͷྺ࢙ Պ学ͷྺ࢙ Պ学ͷྺ࢙ Պ学ͷྺ࢙
ٕज़ऀྙཧ ٕज़ऀྙཧ ٕज़ऀྙཧ ٕज़ऀྙཧ ٕज़ऀྙཧ

ࣾձؔՊ ҬͱจԽ ҬͱจԽ ҬͱจԽ ҬͱจԽ
ࡁܦࣾձͱݱ ࡁܦࣾձͱݱ ࡁܦࣾձͱݱ ࡁܦࣾձͱݱ ࡁܦࣾձͱݱ
ຊݑࠃ๏ ͱࣾձؔࡍࠃ ຊݑࠃ๏ ຊݑࠃ๏ ຊݑࠃ๏

ࣗવؔՊ Խ学 Խ学 Խ学 Խ学 Խ学
生学 生学 生学 生学 生学
౷ܭ学 ౷ܭ学 ౷ܭ学 ౷ܭ学 ౷ܭ学
ཧ学 ཧ学 ཧ学 ཧ学 ཧ学
学 学 学 学 学

՝ผՊ
Պֶؔޠ 50&*$ ӳޠʢҰʣ

50&*$ ӳޠʢೋʣ
Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ

εϙʔπ
ؔ࿈Պ

εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯʢҰʣ εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯʢҰʣ εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯʢҰʣ
εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯʢೋʣ εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯʢೋʣ εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯʢೋʣ

ब৬४උՊ ΩϟϦΞσβΠϯ ΩϟϦΞσβΠϯ ΩϟϦΞσβΠϯ ΩϟϦΞσβΠϯ ΩϟϦΞσβΠϯ
ϏδωεϚφʔ ϏδωεϚφʔ ϏδωεϚφʔ ϏδωεϚφʔ ϏδωεϚφʔ

ֶ෦ઐ
ҭՊڭ

ੜܕՊ ಈ׆ݧ学शͱମڥ ಈ׆ݧ学शͱମڥ ಈ׆ݧ学शͱମڥ
Պܕࡍֶ ڥٿͱૉ॥ ڥٿͱૉ॥ ڥٿͱૉ॥

ֶՊઐ
ҭՊڭ

ֶՊઐ
Պૅج

ͱਫͷڥ ͱਫͷڥ ഓ学࡞ ͱਫͷڥ
ഓ学࡞ ഓ学࡞

ֶՊઐ
ίΞՊ

ଜܭը学 Ҭݯࢿར༻学 ܗ࣭学 ใ学ڥҬ
ڥ学 Ҭڥอશ学 学ؾڥ ࡐྉ学
ଜڥ学 ଜܭը学 ใॲཧ学 మےίϯΫϦʔτ学
վྑ学 ڥ学 ཧ学ڥ ࣾձج൫学
ཧ੍ݯࢿ վྑ学 ྲྀҬਫจ学 学ࢠɾిؾి
学ؾڥ ͷίΞՊ ւ֎ۀ։ൃ学 学ϦϞʔτηϯγϯάڥ 学ޚଌɾ੍ܭ
ྲྀҬਫจ学 ཧ੍ݯࢿ ۀɾݐઃػց学
学ϦϞʔτηϯγϯάڥ ਫڥ学 ࢈Ճྲྀ௨学
ใॲཧ学 ࡐྉ学 ઃܭਤ
ਫڥ学 ਫརࢪઃ学 όΠΦϩϘςΟΫε
ࡐྉ学 Տ学
మےίϯΫϦʔτ学 ΤωϧΪʔ学
ࣾձج൫学 生ػ࢈ցใ学
ࢪ๏ ۀɾݐઃػց学
ਫརࢪઃ学
ցྗ学ػ
ۀɾݐઃػց学
࢈Ճྲྀ௨学

コース 公務員 進学 教員（農業） 教員（理科） 教員（技術）

開講区分 概　要

農業工学を専門とす

る公務員を目指す

農業土木と農業機械

専門領域の学問を基

軸にして，現場での

技術開発と学術的な

研究を両立できる人

材の育成を目指す

農業科の教員を目指す 理科の教員を目指す 技術科の教員を目指す

総合

教育

科目

全学

共通

科目

スポーツ

関係科目

スポーツ・レクリエーション（一） スポーツ・レクリエーション（一） スポーツ・レクリエーション（一）

スポーツ・レクリエーション（二） スポーツ・レクリエーション（二） スポーツ・レクリエーション（二）

就職準備

科目

キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン

ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー

外国

語

科目

学部

共通

科目

実用英語

科目

科学英語 TOEIC英語初級 科学英語 科学英語 科学英語

TOEIC英語中級

科学英語

専門

教育

科目

学科

基礎

科目

人間関係

科目

科学の歴史 科学の歴史 科学の歴史 科学の歴史

技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理

社会関係

科目

地域と文化 地域と文化 地域と文化 地域と文化

現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済

日本国憲法 国際関係と社会問題 日本国憲法 日本国憲法 日本国憲法

自然関係

科目

化学 化学 化学 化学 化学

生物学 生物学 生物学 生物学 生物学

統計学 統計学 統計学 統計学 統計学

物理学 物理学 物理学 物理学 物理学

地学 地学 地学 地学 地学

学科

専門

科目

専門共通科目 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環

創成型科目 環境学習と体験活動 環境学習と体験活動 環境学習と体験活動

専門コア

科目

農村計画学 地域資源利用工学 地形地質学 広域環境情報学

農地環境工学 地域環境保全学 環境気象学 土木材料学

農村環境工学 農村計画学 情報処理工学 鉄筋コンクリート工学

土地改良学 農地環境工学 環境物理学 社会基盤工学

資源管理制度論 土地改良学 流域水文学 機械力学

環境気象学 分野のコア科目 海外農業開発工学 環境リモートセンシング工学 電気・電子工学

流域水文学 資源管理制度論 計測・制御工学

環境リモートセンシング工学 地水環境工学 農業・建設機械学

情報処理工学 土木材料学 農産加工流通工学

地水環境工学 水利施設工学 設計製図

土木材料学 河川工学 バイオロボティクス

鉄筋コンクリート工学 エネルギー工学

社会基盤工学 生産機械情報工学

土木施工法 農業・建設機械学

水利施設工学

機械力学

農業・建設機械学

農産加工流通工学

学際領域

科目

土と水の環境 土と水の環境 作物栽培学 土と水の環境

作物栽培学 作物栽培学

※必修科目は含んでいない。ただし、選択必修は含んでいる。
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�ɽੜڥ࢈ίʔε
（1）ίʔε֓ཁ

ɹҬڥՊֶ෦ͷཧ೦ʮਓͱࣗવͷڞੜɺh ҬΒ͠͞ʱΛΔʯͰ͋ΔɻਓʑͷΒ

͔͘͠ݹΒɺਫͱɺจԽɺͦͯ͠ྗ׆ʹຬͪͨҬʹҭ·Ε͖ͯͨɻຊֶ෦ɺ͜ͷ

५͍ͷ͋ΔਓʑͷΒ͠Λ͑ࢧΔɺՊֶٕज़ɺҬࡦɺܭڥըɺͦͯ͠Ҭͮ͘Γ

ͷࢢຽࢀՃͳͲʹؔ͢ΔڭҭɾڀݚΛ͍ͯͬߦΔɻ

ɹੜֶڥ࢈Պɺഓֶ͖ٕͬͯͨۀज़Λར༻͠ ʮͯੜੜ࢈Λࢧԉ͢ΔΤίɾ

ςΫϊϩδʔʯͷ։ൃɾڀߟɾར༻ΛجຊςʔϚͱ͓ͯ͠ΓɺলݯࢿɺলΤωϧΪʔɺϦα

ΠΫϧͳͲΛಋೖͨ͠॥ࣾܕձͷΛ͠ࢦɺҬ͔Βنٿ·ͰͷڥอશΛ࣮

Δɻ͍ͯͬߦΛڀݚҭɾڭΈ͕ల։Ͱ͖ΔΑ͏ͳࢼΔͨΊͷ৽͍͢͠ݱ

ɹ͜͏ͨ͠தͰੜֶڥ࢈Պͷʮੜڥ࢈ίʔεʯɺʮʯɺʮਫʯͷจԽͱ͕ۀͭ

ଟ໘తػ͓ΑͼҬڥอશػΛҙࣝ͠ɺࠃ֎ͷۀɾଜΛͱΓ·͘ॾΛ

ֶతɺڥՊֶతʹղܾ͢ΔྗͱૉཆΛʹ͚ͭͨɺ෯ࢹ͍Λͨͬ࣋ਓࡐΛҭ͢

Δ͜ͱʹओ؟ʹ͓͍͍ͯΔɻ·ͨɺਓྨͷੜଘͱൃలΛ͑ࢧΔଟ༷ͳૉཆΛमಘ͢Δ͜ͱ

Λ͍ͯ͠ࢦΔɻ

ɹͳ͓ɺຊίʔεͰɺΧϦΩϡϥϜද（දᶘ�1）ʹ͞ࡌܝΕͨ։ߨՊͷ͏ͪɺඞमՊ

70୯Ґબඞम1�୯ҐҎ্͓ΑͼબՊ4�୯Ґͷ͋Θͤͯ1�4୯ҐҎ্Λऔಘ͢Δ͜

ͱʹΑͬͯଔ͕ۀೝΊΒΕΔɻͨͩ͠ɺੜֶڥ࢈Պʹઃஔ͞ΕͨΧϦΩϡϥϜҎ֎ʹ

ɺଞֶ෦ɾଞֶՊͷٛߨՊ͕ௌߨͰ͖ɺͦ͜Ͱऔಘͨ͠୯ҐܾΊΒΕͨൣғͰଔ

ཁ݅ͷબՊͷ୯ҐʹՃ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻۀ

ɹ·ͨɺੜڥ࢈ίʔεʹॴଐ͢Δֶੜɺ̔ͭͷࣨڀݚͷ͏ͪر͢Δࣨڀݚʹॴଐ͢

Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺतۀͱผʹ͏ߦ͕ࣨڀݚϑΟʔϧυϨϕϧͰۀҬʹີணͨ͠ڀݚ

Λૂͬͨͷ্ͷ࣭ࢿσβΠϯྗɾڀݚಈɺ׆ͱ͕Ͱ͖Δɻ͜͏ͨ͜͠͏ߦಈΛ׆

ͰɺίϛϡχέʔγϣϯྗɺϓϨθϯςʔγϣϯ ʢྗڀݚՌΛऩ֭ࡇͷจԽֶज़ల

Ͱൃදʣͷҭʹཱ͍ͬͯΔɻͦͯ͠ɺͦ͜ͰഓΘΕͨྗଔۀจͷ࡞ൃදɺ

ֶज़จͷֶձൃදͳͲͱͭͳ͕͍ͬͯΔɻ׆ࣨڀݚಈͰɺतۀҎ֎ʹॴଐڭһ͔Β

ΑΓਂ͍ઐڭҭΛड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔ΓͰͳ͘ɺ׆ڀݚಈΛ௨ͯ͠ਓతަྲྀͷ

ҭγεςϜͱͳ͍ͬͯΔɻڭͷਐ࿏બʹ͓͍ͯ༗ӹͳޙۀձಘΒΕΔɻ·ͨɺଔػ

（�）ֶशɾڭҭඪ

ɹੜڥ࢈ίʔεͰɺ4ͭͷͱ�ͭͷ͕ͦࣨڀݚΕͧΕͷઐՊΛड͚ͪ࣋ɺٛߨ

Պ͓Αͼ࣮ݧɾ࣮शɾԋशΛ௨ͯ͠ɺΑΓ࣮ફతͳڭҭʹྗΛ͍Ͱ͍Δɻ͜Εɺ౦

（1）コース概要

　地域環境科学部の理念は「人と自然の共生、『地域らしさ』を創る」である。人々の暮ら

しは古くから、水と緑、文化、そして活力に満ちた地域に育まれてきた。本学部は、この

潤いのある人々の暮らしを支える、科学技術、地域政策、環境計画、そして地域づくりへ

の市民参加などに関する教育・研究を行っている。

　生産環境工学科は、長年培ってきた農業工学技術を利用して「生物生産を支援するエコ・

テクノロジー」の開発・考究・利用を基本テーマとしており、省資源、省エネルギー、リ

サイクルなどを導入した循環型社会の創造を目指し、地域から地球規模までの環境保全を

実現するための新しい試みが展開できるような教育・研究を行っている。

　こうした中で生産環境工学科の「生産環境コース」は、「土」、「水」の文化と農業がもつ

多面的機能および地域環境保全機能を意識し、国内外の農業・農村をとりまく諸問題を工

学的、環境科学的に解決する能力と素養を身につけた、幅広い視野を持った人材を育成す

ることに主眼においている。また、人類の生存と発展を支える多様な素養を修得すること

を目指している。

　なお、本コースでは、カリキュラム表（表Ⅱ -1）に掲載された開講科目のうち、必修科

目 70単位選択必修 12単位以上および選択科目 42単位のあわせて 124 単位以上を取得す

ることによって卒業が認められる。ただし、生産環境工学科に設置されたカリキュラム以

外にも、他学部・他学科の講義科目が聴講でき、そこで取得した単位は決められた範囲内

で卒業要件の選択科目の単位に加えることができる。

　また、生産環境コースに所属する学生は、授業とは別に希望する研究室が行うフィール

ドレベルでの農業や地域に密着した研究活動を行うことができる。こうした活動は、研究

デザイン能力・資質の向上を狙ったもので、コミュニケーション能力、プレゼンテーショ

ン能力（研究成果を収穫祭の文化学術展で発表）の育成に役立っている。そして、そこで

培われた能力は卒業論文の作成や発表、学術論文の学会発表などへとつながっている。研

究室活動では、授業以外に所属教員からより深い専門教育を直接受けることができるばか

りでなく、研究活動を通して人的交流の機会も得られる。また、卒業後の進路選択におい

ても有益な教育システムとなっている。

（2）学習・教育目標

　生産環境コースでは、4つの分野と8つの研究室がそれぞれの専門科目を受け持ち、講義

科目および実験・実習・演習を通して、より実践的な教育に力を注いでいる。これは、東
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جΛڀݚূ࣮ͨ͠ࢹΛ࣮ݱҭͰ͋Γɺࣾձͷڭͱ͢Δݪେֶͷʮֶ࣮ओٛʯΛۀژ

ૅʹஔ͍࣮ͨ༻త͔࣮ͭࡍతͳֶशɾڭҭΛ͢ࢦͷͰ͋Δɻͦͯ͠ɺຊֶͷڭҭཧ೦

Ͱ͋ΔʮਓΛാʹؐ͢ʯ͜ͱΛ೦಄ʹஔ͍ͯɺଔޙۀҬͷϦʔμʔͱͳΔਓࡐҭɾ

࣮ફతڭҭΛ͍ͯͬߦΔɻ

ɹผͷڭҭඪҎԼͷ௨ΓͰ͋Δɻɹ

ᶃҬݯࢿར༻

ɹݯࢿɾਫݯࢿɾੜݯࢿΛҬݯࢿͱͯ͠ଊ͑Δɻ༗༻ͳੜݯࢿͷར׆༻Λ௨

ͯ͠ݯࢿਫݯࢿͷ࣋ଓతར༻ΛਐΊͭͭଜৼڵҬڥͷम෮อશʹΞϓ

ϩʔν͢ΔҬݯࢿར༻ࣨڀݚֶͱɺଜΛத৺ͱ͢Δ࣭ΤωϧΪʔͷ॥جʹ

͍͓ͮͯΑͼଜʹ͓͚Δੜ্ੑ࢈ͱڥอશʹΞϓϩʔν͢Δଜݚֶڥ

తΞϓϩʔֶΘΔॾΛཧղ͠ɺؔʹڥ࢈ʹ͓͚Δੜݱʹ͢ΔɻಛߏͰࣨڀ

νͰղܾ͢ΔྗΛ༗͢ΔਓͷҭΛ͢ࢦɻ

ʢ̍ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷڭૅجཆͱྙཧ؍ͷशಘ

ɹϑϨογϡϚϯηϛφʔɺڞ௨ԋशɺҬڥՊֶ֓ɺੜֶ֓ڥ࢈ɺՊ

ֶͷྺ࢙ɺҬͱจԽɺٕज़ऀྙཧɺݯࢿཧ੍ɺݱࣾձͱࡁܦɺΩϟϦΞ

σβΠϯɺϏδωεϚφʔ

ʢ̎ʣֶɺใॲཧɺࣗવՊֶʹؔ͢Δૅجࣝͷशಘ

ɹใج ʢૅҰʣɾʢೋʣɺੜֶɺԽֶɺཧֶɺֶɾԋशɺֶྗૅجɾԋशɺԠ

༻ֶɾԋशɺ౷ֶܭɺ࡞ഓֶ

ʢ̏ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷڥͷཧղ

ɹڥٿͱૉ॥ɺͱਫͷڥɺֶڥशͱମ׆ݧಈɺྲྀݯจԽֶ

ʢ̐ʣͷૅجࣝͷशಘ

ɹڥཧֶɺଌྔֶɾ࣮शɺԠ༻ଌྔֶɺߏྗֶɾԋशɺਫཧֶɾԋशɺ

ܗֶ࣭ɺྲྀҬਫจֶɺҬݯࢿར༻ֶɺੜૅجֶڥ࢈ԋशɺݧ࣮ૅج

ʢ̑ʣͷઐࣝͷशಘ

ɹҬڥอશֶɺֶڥɺଜܭըֶɺվྑֶɺଜֶڥɺࠃ

ֶࡂɺւ֎ۀ։ൃֶɺઐݧ࣮߈ɺੜֶڥ࢈ಛผԋश

ʢ̒ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷίϛϡχέʔγϣϯྗͱղܾͷͨΊͷཧతߟࢥྗͷ֫ಘ

ɹӳޠʢҰʣʙʢ࢛ʣɺՊֶӳޠɺઐ߈ԋशʢҰʣɾʢೋʣɾʢࡾʣɺଔۀจ

ʢ̓ʣֶशɾڭҭඪΛୡ͢ΔͨΊʹิॿͱͳΔࣝͷशಘ

ɹۀɾݐઃػցֶɺਫརࢪઃֶɺڥֶɺՏֶɺؾڥֶɺ࣭ྗֶɾ
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ԋशɺใॲཧֶɺڥϦϞʔτηϯγϯάֶɺؔࡍࠃͱࣾձ

ᶄڥใར༻

ɹੜڥ࢈ɾࣗવڥΛؚΊͨҬڥใΛɺہॴత͓ΑͼҬతͳΞϓϩʔνͰత

֬ʹఆྔԽɾॲཧ͠ɺ॥ࣾܕձߏஙʹؔ͢ΔॾΛదͳख๏Ͱղܾ͢Δٕज़Λֶ

ͼɺใͷֶతͳར༻ɾԠ༻Λͨ͏ߦΊʹඞཁͳࣝΛशಘ͢Δɻ۩ମతͳֶशڭҭ

ඪҎԼͷ௨ΓͰ͋Δɻ

ʢ̍ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷڭૅجཆͱྙཧ؍ͷशಘ

ɹϑϨογϡϚϯηϛφʔɺڞ௨ԋशɺҬڥՊֶ֓ɺੜֶ֓ڥ࢈ɺٕ

ज़ऀྙཧɺҬͱจԽɺݱࣾձͱࡁܦɺΩϟϦΞσβΠϯɺϏδωεϚφʔɺՊ

ֶͷྺ࢙

ʢ̎ʣֶɺใॲཧɺࣗવՊֶʹؔ͢Δૅجࣝͷशಘ

ɹֶɾԋशɺԠ༻ֶɾԋशɺ౷ֶܭɺใج ʢૅҰʣɾʢೋʣɺֶྗૅجɾԋशɺ

ੜֶɺԽֶ

ʢ̏ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷڥͷཧղ

ɹڥٿͱૉ॥ɺͱਫͷڥɺֶڥशͱମ׆ݧಈɺྗֶɺྲྀݯจԽֶ

ʢ̐ʣͷૅجࣝͷशಘ

ɹܭଌɾ੍ֶޚɺڥཧֶɺ࡞ഓֶɺଌྔֶɾ࣮शɺԠ༻ଌྔֶɺੜ

ؾڥɺྲྀҬਫจֶɺֶֶ࣭ɺใॲཧܗɺݧ࣮ૅجԋशɺૅجֶڥ࢈

ֶ

ʢ̑ʣͷઐࣝͷशಘ

ɹҬڥใֶɺڥཧֶɺਫֶڥɺڥϦϞʔτηϯγϯάֶɺઐ

ಛผԋशֶڥ࢈ɺੜݧ࣮߈

ʢ̒ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷίϛϡχέʔγϣϯྗͱղܾͷͨΊͷཧతߟࢥྗͷ֫ಘ

ɹӳޠʢҰʣʙʢ࢛ʣɺՊֶӳޠɺઐ߈ԋशʢҰʣɾʢೋʣɾʢࡾʣɺଔۀจ

ʢ̓ʣֶशɾڭҭඪΛୡ͢ΔͨΊʹิॿͱͳΔࣝͷशಘ

ɹւ֎ۀ։ൃֶɺؔࡍࠃͱࣾձɺҬڥอશֶɺਫརࢪઃֶɺՏ

ਤܭɺઃֶցใػ࢈ɺੜֶ

ᶅجڥ൫

ɹࣾձج൫ࢪઃɺؔۀ࿈ࢪઃͷඋɾݐઃʹ͋ͨͬͯඞཁͱͳΔઐࣝͱɺڥΛ
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ʢࡾ

─ 44 ─

ΛֶͿɻ·ͨɺ͜ΕΒͷࣝΛجʹɺݐઃɺڥอશʹؔ࿈͢ΔΛࣗΒൃ͠ݟɺͦ

ҭඪҎԼͷ௨ΓͰ͋Δɻڭ

ʢ̍ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷڭૅجཆͱྙཧ؍ͷशಘ

ɹϑϨογϡϚϯηϛφʔɺڞ௨ԋशɺҬڥՊֶ֓ɺੜֶ֓ڥ࢈ɺՊ

ֶͷྺ࢙ɺҬͱจԽɺݱࣾձͱࡁܦɺٕज़ऀྙཧɺΩϟϦΞσβΠϯɺϏδω

εϚφʔ

ʢ̎ʣֶɺใॲཧɺࣗવՊֶʹؔ͢Δૅجࣝͷशಘ

ֶɾԋशɺԠ༻ֶɾԋशɺ౷ֶܭɺใج ʢૅҰʣɾʢೋʣɺֶྗૅجɾԋशɺ

ྗֶ

ʢ̏ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷڥͷཧղ

ɹڥٿͱૉ॥ɺͱਫͷڥɺڥֶɺֶڥशͱମ׆ݧಈ

ʢ̐ʣͷૅجࣝͷशಘ

ɹߏྗֶɾԋशɺ࣭ྗֶɾԋशɺਫཧֶɾԋशɺࡐྉֶɺଌྔֶɺ࣮श࣮शɺ

Ԡ༻ଌྔֶɺੜૅجֶڥ࢈ԋशɺݧ࣮ૅجɺઐݧ࣮߈

ʢ̑ʣͷઐࣝͷशಘ

ɹమےίϯΫϦʔτֶɺࣾձج൫ֶɺਫརࢪઃֶɺࢪ๏ɺՏֶɺ

ۀɾݐઃػցֶɺੜֶڥ࢈ಛผԋश

ʢ̒ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷίϛϡχέʔγϣϯྗͱղܾͷͨΊͷཧతߟࢥྗͷ֫ಘ

ɹӳޠʢҰʣʙʢ࢛ʣɺՊֶӳޠɺઐ߈ԋशʢҰʣɾʢೋ ʣɺଔۀจ

ʢ̓ʣֶशɾڭҭඪΛୡ͢ΔͨΊʹิॿͱͳΔࣝͷशಘ

ɹཧֶɺڥཧֶɺΤωϧΪʔֶɺଜܭըֶɺҬڥอશֶɺ

վྑֶɺྲྀҬਫจֶɺྲྀݯจԽֶɺࠃֶࡂ

ᶆػցγεςϜ

ɹ৯ͷੜ͔࢈ΒՃྲྀ௨ɾফඅʹࢸΔ·ͰͷϑʔυνΣʔϯΛରʹɺ৯ͷ҆શɾ҆৺

ͷΈͳΒͣɺڥੜଶܥʹྀͨ͠ػցԽɾγεςϜԽɾใԽʹؔ͢Δࣝɾٕज़

ɾૉཆͷशಘΛඪͱ͢Δɻ۩ମతͳֶशඪ࣍ͷ௨ΓͰ͋Δɻ

ʢ̍ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷڭૅجཆͱྙཧ؍ͷशಘ

ɹϑϨογϡϚϯηϛφʔɺڞ௨ԋशɺҬڥՊֶ֓ɺੜֶ֓ڥ࢈ɺੜ

ʣɾ
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ֶɺԽֶɺݱࣾձͱࡁܦɺٕज़ऀྙཧɺՊֶͷྺ࢙ɺҬͱจԽɺΩϟϦΞσ

βΠϯɺϏδωεϚφʔ

ʢ̎ʣֶɺใॲཧɺࣗવՊֶʹؔ͢Δૅجࣝͷशಘ

ֶɾԋशɺԠ༻ֶɾԋशɺ౷ֶܭɺใج ʢૅҰʣɾʢೋʣɺใॲཧֶɺج

ૅྗֶɺྗֶ

ʢ̏ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷڥͷཧղ

ɹͱਫͷڥɺؾڥֶɺҬڥใֶɺֶڥशͱମ׆ݧಈɺྲྀݯจԽֶɺ

ڥٿͱૉ॥

ʢ̐ʣͷૅجࣝͷशಘ

ɹػցྗֶɺܭଌɾ੍ ɾిؾɺిֶցใػ࢈ɺੜֶɺΤωϧΪʔֶޚ ɺֶࢠ

ઃܭਤɺߏྗֶɾԋशɺ࣭ྗֶɾԋशɺਫཧֶɾԋशɺڥཧֶɺ࡞

ഓֶɺଌྔֶɺԠ༻ଌྔֶɺଌྔ࣮शɺੜૅجֶڥ࢈ԋशɺݧ࣮ૅج

ʢ̑ʣͷઐࣝͷशಘ

ۀɾݐઃػցֶɺόΠΦϩϘςΟΫεɺ࢈Ճྲྀ௨ֶɺઐݧ࣮߈ɺੜ࢈

ֶಛผԋशɺ৯ֶڥ

ʢ̒ʣٕज़ऀͱͯ͠ͷίϛϡχέʔγϣϯྗͱղܾͷͨΊͷཧతߟࢥྗͷ֫ಘ

ɹӳޠʢҰʣʙʢ࢛ʣɺՊֶӳޠɺઐ߈ԋशʢҰʣɾʢೋʣɾʢࡾʣɺଔۀจ

ʢ̓ʣֶशɾڭҭඪΛୡ͢ΔͨΊʹิॿͱͳΔࣝͷशಘ

ɹڥϦϞʔτηϯγϯάֶɺւ֎ۀ։ൃֶ

�ɽٕज़ऀཆίʔε
（1）ίʔε֓ཁ

ɹຊֶՊͰɺڭҭվળͷҰͱͯ͠�00�ʹੜج࢈൫ίʔεʢݱ ٕज़ऀཆίʔεʣΛ

։ઃͨ͠ɻ͜ͷίʔεɺ�004݄̑ʹɺۀϓϩάϥϜͱͯ͠ຊٕज़ऀڭҭೝఆ

ʢ+apanߏػ "ccreditation #oard for &ngineeringɹ&ducationʣΑΓೝఆ͞Εͨڭҭϓϩ

άϥϜͰ͋Γɺ�00�͓Αͼ�014ͷܧଓ৹ࠪΛ�019ͯܦ·ͰͷܧଓೝఆΛड͚͍ͯ

Δɻͳ͓ɺ�014ͷܧଓ৹ࠪʹ͓͍ͯɺۀͰͳ͘ػۀցؚΊͨ෯͍ۀ

ۀϓϩάϥϜʯ͔Βʮۀ࿈ٕज़ऀͷҭΛඪͱ͠ɺϓϩάϥϜ໊শΛʮֶؔ

ֶϓϩάϥϜʯʹมͯ͠ߋɺͦͷΛ֦େ͍ͯ͠Δɻ͜ΕʹΑΓຊֶՊٕज़ऀཆίʔ

εͷमྃऀɺࡍࠃతʹ௨༻͢Δٕज़ऀڭҭΛड͚ͨͷͱͯ͠ධՁ͞Εɺٕज़ݧࢼ࢜ͷ

ୈҰݧࢼ࣍ͷ໔আ͕֨ࢿ༩͑ΒΕΔͱͱʹɺࢦఆొؔػͷొΛ͜͏ߦͱͰٕज़࢜

ิͷ֨ࢿΛऔಘ͢Δ͜ͱ͕Մͱͳͬͨɻ

（1）コース概要

　本学科では、教育改善の一環として 2003 年に生産基盤コース（現技術者養成コース）

を開設した。このコースは、2004 年５月に、農業土木プログラムとして日本技術者教育認

定機構（Japan Accreditation Board for Engineering Education）より認定された教育プ

ログラムであり、2008 年、2014 年および 2021 年の継続審査を経て 2026 年度までの継続認

定を受けている。なお、2014 年度からは、農業土木ではなく農業機械も含めた幅広い農業

工学関連技術者の育成を目標とし、プログラム名称を「農業土木プログラム」から「農業

工学プログラム」に変更して、その枠組を拡大している。本学科技術者養成コースの修了

者は、国際的に通用する技術者教育を受けたものとして評価され、技術士試験の第一次試

験の免除資格が与えられるとともに、指定登録機関への登録を行うことで技術士補の資格

を取得することが可能となった。
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ɹ+"#&&ɺٕज़ڠֶܥձͱີʹ࿈ଳ͠ͳ͕Βٕज़ऀڭҭϓϩάϥϜͷ৹ࠪɾೝূΛ

جʹ४جΊ199911݄ʹઃཱ͞ΕͨඇஂମͰ͋Δɻ+"#&&ͷతɺ౷Ұతͨ͏ߦ

͍ͮͯཧֶܥେֶʹ͓͚Δٕज़ऀڭҭϓϩάϥϜͷೝఆΛ͍ߦɺٕज़ऀͷඪ४తͳج

ͷٕࠃ൫Λ୲͏͜ͱΛ௨ͯ͡ɺΘ͕جతʹ௨༻͢Δٕज़ऀҭͷࡍࠃҭͱҐஔ͚ɺڭૅ

ज़ऀڭҭͷࡍࠃతͳಉੑΛ֬อ͠ɺͦ ͷՌΛࣾձͱۀ࢈ͷൃలʹد༩͢Δ͜ͱͰ͋Δɻ

ͳ͓ɺ+"#&&ʹΑΔͱɺʮٕज़ऀʯͱʮཧՊֶɺࣗવՊֶ͓ΑͼਓՊֶͷࣝΛۦ

ɺਓྨͷར͠༺׆ʹతࡁܦͱࣗવྗΛݯࢿͳ͕Β͠ݟΛ༧ڹର͢ΔӨʹڥɺࣾձ͠

ӹͱ҆શʹ͢ݙߩΔϋʔυɾιϑτͷਓγεςϜΛڀݚɾ։ൃɾɾӡ༻ɾҡ࣋

͢Δઐ৬ۀʯͱɺඇৗʹൣ͍ғʹఆ͍ٛͯ͠Δɻ͜ͷΑ͏ͳٕज़ऀΛڭҭɾҭ͢Δ

ͨΊʹɺ+"#&&͕ೝఆ͢ΔڭҭϓϩάϥϜʹ͓͍ͯҎԼʹࣔ͢Α͏ͳࣝɾྗΛम

ಘͤ͞Δ͜ͱ͕ཁ͞ٻΕ͍ͯΔɻ

ʢ̰ʣٿతࢹ͔Βଟ໘తʹࣄΛ͑ߟΔྗͱͦͷૉཆ

ʢ̱ʣٕज़͕ࣾձࣗવʹٴ΅͢ӨڹޮՌɺٴͼٕज़ऀ͕ࣾձʹରͯ͠ෛ͍ͬͯΔ

ʹؔ͢Δཧղ

ʢ̲ʣֶ͓ΑͼࣗવՊֶʹؔ͢ΔࣝͱͦΕΒΛԠ༻͢Δྗ

ʢ̳ʣ֘ʹ͓͍ͯඞཁͱ͞ΕΔઐࣝͱͦΕΒΛԠ༻͢Δྗ

ʢ̴ʣछʑͷՊֶɺٕज़ٴͼใΛ׆༻ͯࣾ͠ձͷཁٻΛղܾ͢ΔͨΊͷσβΠϯྗ

ʢ̵ʣཧతͳهड़ྗɺޱ಄ൃදྗɺ౼ٞͷίϛϡχέʔγϣϯྗ

ʢ̶ʣࣗओతɺܧଓతʹֶश͢Δྗ

ʢ̷ʣ༩͑ΒΕ੍ͨͷԼͰܭըతʹࣄΛਐΊɺ·ͱΊΔྗ

ʢ̸ʣνʔϜͰࣄΛ͢ΔͨΊͷྗ

ɹຊίʔεͷΧϦΩϡϥϜɺ͜ΕΒͷࣝɾྗ͕ेमಘͰ͖ΔΑ͏ʹߏ͞Ε͍ͯ

Δɻ

ɹ+"#&&ೝఆΛड͚ͨίʔεͷमྃऀɺੈքʹ௨͡Δٕज़ऀཆڭҭΛड͚ͨ͜ͱ͕

อো͞Ε͍ͯΔɻຊΛ͡Ί֤ࠃͰɺಠࣗͷٕज़ऀ੍֨ࢿΛ༗͓ͯ͠Γɺ͜ΕΒͷ

ٕज़ऀ֨ࢿΛशಘ͢ΔʹݧࢼΛड͚ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻ͔͠͠ɺडͯ͠ࡍʹݧҰఆͷࢿ

͕֨ཁ͞ٻΕ͓ͯΓɺ͜ΕΛຬ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻຊίʔεͷमྃऀɺ͜ΕΒͷडݧ

తʹอো͞Ε͍ͯΔɻͭ·ΓɺຊίʔεमྃऀຊʹՃ͑ͯɺΞϝࡍࠃΛಘΔ͜ͱ͕֨ࢿ

ϦΧɺΠΪϦεɺυΠπͳͲͷٕज़ऀݧࢼ֨ࢿΛड͢ݧΔ͜ͱ͕ՄʹͳΔɻ

ɹຊͷٕज़ऀ֨ࢿͷߴ࠷ๆٕज़࢜Ͱ͋Δɻ͜ͷ֨ࢿΛ༗͢Δऀߴͳٕज़Λ༗ͯ͠

͍ΔͱೝΊΒΕɺͦͷٕज़ʹΑͬͯઃܭࢪɺཧͷऀͱͳΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻٕज़

Җͷ͋Δݖͷʹ༩͑ΒΕΔٕज़ऀʹͱͬͯͨ֨͠߹ʹݧࢼՈࠃͮ͘جʹ๏࢜ͱɺٕज़࢜

ͱͳΓɺ̐ؒͷ࣮ิ࢜ɺٕज़ޙͨ֨͠߹ʹݧࢼ࣍औಘʹɺ௨ৗɺҰ֨ࢿͰɺ֨ࢿՈࠃ
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ͱͯ͠ొ͞ΕΔͱɺՊֶٕज़࢜Δඞཁ͕͋Δɻٕज़֨͢߹ʹݧࢼ࣍ɺೋޙΛੵΜͩݧܦ

ʹؔ͢ΔߴͳԠ༻ྗΛ༗͢Δٕज़ऀͱͯ͠ɺࣾձͰͷ׆༂͕อূ͞ΕΔɻຊίʔεम

ྃऀҰ͕ݧࢼ࣍໔আ͞ΕΔ͜ͱʹͳΓɺब৬ʹͯ͠ࡍ༗རͳ֨ࢿͱͳΓಘΔɻຊίʔ

εҙબ੍Ͱ͋Δ͕ɺࠃ͔ΓͰͳ͘ւ֎Ͱ௨༻͢Δٕज़ऀΛͯ͠ࢦຊίʔε

Λཤम͢Δ͜ͱΛקΊΔɻ

ɹຊίʔεमྃऀɺֶٕۀज़मಘͷͨΊͷૅجɾઐڭҭ͕ड͚ΒΕɺଔ࣌ۀʹɺ

ࣗΒֶशࣗ͠ݾͷྗɾ࣭ࢿΛ։ൃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δऀͱͯ͠ɺ؍٬తͳ͍ߴධՁ͕ͳ͞

ΕΔɻΑͬͯɺֶؔۀ࿈ͷެһʢࠃՈɺํʣ͓Αͼಠཱߦ๏ਓ৬һɺɾݐ

ઃؔ࿈ۀاɺίϯαϧλϯτɺػցؔ࿈ۀاɺؔڥ࿈ۀاͳͲͷ͍Ͱͷ׆༂͕ظ

͞Εɺब৬ɾਐ࿏ܾఆ࣌ʹ༗རͳධՁΛड͚ΒΕΔɻ

ɹࡏݱɺٕज़࢜๏͕վਖ਼͞ΕɺͦͷதͰɺจ෦Պֶେਉ͕ࢦఆ͢Δೝఆڭҭ՝ఔʢ+"#&&

ೝఆͷٕज़ऀڭҭϓϩάϥϜʣͷमྃऀɺٕज़ऀʹඞཁͳڭૅجҭΛͨྃ͠ͷͱݟ

ͳ͞Εɺٕज़࢜ୈҰݧࢼ࣍Λ໔আ͞Εͯʮमशٕज़ऀʯͱ࣮ͯ͠मशʹೖΔ͜ͱ͕

Ͱ͖Δͱ͜ͱʹͳͬͨɻ͜ΕʹΑͬͯɺେֶʹ͓͚Δڭૅجҭͱٕज़ऀ֨ࢿͱͷϦϯΫ͕

֬อ͞ΕΔ͜ͱʹͳͬͨɻ৽͍ٕ͠ज़ऀ੍֨ࢿͷ֓ཁਤᶘ� ̐ͷ௨ΓͰ͋Δɻ
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ҭཧ೦ڭ（�）

ɹٕज़ऀཆίʔεʹ͓͚Δڭҭཧ೦ɺҬڥͳΒͼʹଜܭըɺଜڥඋʹؔ͢

ΔܭըϨϕϧͰͷֶؔۀ࿈ٕज़ʹՃ͑ͯɺࡐྉɺઃࢪܭ๏ɺਫརࢪઃᕲᕱഉਫ

ࣗΒֶ͕शʹ࣌ۀγεςϜʹؔ͢Δඞཁͳૉཆٕज़ͷशಘʹΑͬͯɺଔ࢈ੜۀɺۀࣄ

ΛҭࡐධՁ͕ಘΒΕΔΑ͏ͳਓ͍ߴΛ։ൃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δऀͱ࣭ͯ͠ࢿͷྗͱݾࣗ͠

͢Δ͜ͱʹ͋Δɻ

（�）ֶशɾڭҭ౸ୡඪ

ɹٕज़ऀཆίʔεͰɺۀੜੑ࢈ͷ্ͷΈͰͳ͘ɺҬͷڥɾݯࢿɺੜଶ͓ܥ

ΑͼΤωϧΪʔʹྀͨ͠ܭըɾઃܭɾࢪɾӡӦཧΛ͑ߦΔٕज़ऀΛҭ͘͢ɺίʔ

εཤमऀʹରͯ࣍͠ʹࣔ ʢ͢"ʣʙʢ&ʣͷֶशɾڭҭ౸ୡඪΛఆΊ͍ͯΔɻ

ɹ͢ͳΘͪɺຊίʔεͰɺֶؔۀ࿈ٕज़ͷࣾձతҐஔ͚ٕज़ऀͱͯ͠ඞཁͳྙཧ

Λཧղ্ͨ͠Ͱֶؔۀ࿈ٕज़ͷૅجࣝΛֶश͠ɺ͜ΕΛͱʹઐࣝΛशಘ͠ɺ͞

Βʹਂ͍ઐࣝΛशಘ্ͨ͠Ͱɺ࣮ূతڀݚΛͱ͓࣮ͯ͠ફྗͱίϛϡχέʔγϣϯ

ྗΛशಘ͢Δͱ͍͏ɺҰ࿈ͷֶशɾڭҭ౸ୡඪΛઃఆ͍ͯ͠Δɻ͜͜Ͱཤमֶੜɺ͜

ΕΒͷࢦఆ͞Εͨඪʹֶ͍ͭͯश͠ɺͦΕͧΕʹઃఆ͞Εͨඞཁͳֶशਫ४Λͯ͢ୡ

͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕΔɻಉڭʹ࣌һɺཤमऀ͕͜ΕΒͷඪਫ४Λୡ͢ΔͨΊʹඞ

ཁͳڭҭΛ͏ߦͱͱʹɺࣾձֶੜͷཁٻΛྀͨ͠ܧଓతͳڭҭվળΛ͜͏ߦͱΛ

४ΛجΔʢaʣʙʢiʣͷ͢ٻҭ౸ୡඪ+"#&&͕ཁڭΔɻͳ͓ɺ͜ΕΒͷֶशɾ͍ͯ͠ࢦ

͖ྗͱͯ͠ઃఆͨ͠ͷͰ͋Δɻͭ࣋ͳ͕Βɺຊίʔεͷमྃऀͷྀ͠ߟ

ɹҎԼʹٕज़ऀཆίʔεʹ͓͚Δֶशɾڭҭ౸ୡඪʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻ

（̖）ਓྨࣾձʹ͓͚Δٕज़ͷҐஔ͚ͱٕज़ऀͱͯ͠ͷࣾձత͓Αͼྙཧ؍Λशಘ

͢Δ

ɹ ʮ৯ྉʯɺʮڥʯɺʮݯࢿʯɺʮΤωϧΪʔʯͳͲͷٿతنͷॾΛղܾ͢ΔͨΊʹ

ඞཁͱ͞ΕΔֶؔۀ࿈ٕज़ͷਓྨࣾձͰͷҐஔ͚Λೝࣝ͠ɺֶؔۀ࿈ٕज़͕ਓ

ྨࣾձ͓Αͼٴʹڥٿ΅͢ޮՌӨڹʹ͍ͭͯଟ໘తʹ͑ߟΔྗΛशಘ͢Δͱͱ

ʹɺٕज़ऀͱͯ͠ͷࣾձతͱྙཧ؍Λशಘ͢Δɻ

（̗）ֶؔۀ࿈ٕज़ͷૅجࣝΛशಘ͢Δ

ɹٕܥֶۀज़ऀɺֶɺใٕज़ɺࣗવՊֶʹؔ͢ΔेͳࣝΛ༗͠ɺ͜ΕΒ

ΛਓྨͷͷͨΊʹ׆༻͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕΔɻ͜͜Ͱɺͦ ͷͨΊͷૅجࣝͱͯ͠ɺ

ֶɺੜɺԽֶɺใͳΒͼʹֶؔۀ࿈ٕज़ͷૅجࣝͱͯ͠ͷྗֶܥՊͳͲΛ

शಘ͢Δɻ

（3）JABEEコース・アドミッションポリシー

ٕज़ऀཆίʔεʢ+"#&& ίʔεʣͰɺੜֶڥ࢈ՊͷΞυϛογϣϯϙϦγʔ

ᶃ͔Βᶇʹͨ͛ڍૉཆΛʹ͚͍ͭͯΔऀͷதͰɺಛʹۀੜٴ࢈ͼͦͷڥอશʹؔ

৺͕͋Γɺࠃ͚ͩͰͳ͘ւ֎Ͱ௨༻͢Δٕज़ऀΛऀ͢ࢦͰɺֶؔۀ࿈ͷެ

һʢࠃՈɺํʣ͓Αͼಠཱߦ๏ਓɺɾݐઃؔ࿈ۀاʢίϯαϧλϯτؚΉʣɺػ

ցؔ࿈ۀاɺؔڥ࿈ۀاͳͲͰͷ׆༂Λऀ͢ࢤΛٻΊΔɻ·ͨɺ̍ɺ̎࣍ͷՊ

ؚΊेͳཤमܭը͕ͨͯΒΕ͓ͯΓɺೖֶ࣌ΑΓࣗݚݾᮎΛଵΒͣϙʔτϑΥϦΦΛ

ΊΒΕΔɻٻ͍ͯ͠Δ͜ͱ͕࡞

─ 4� ─

ҭཧ೦ڭ（�）

ɹٕज़ऀཆίʔεʹ͓͚Δڭҭཧ೦ɺҬڥͳΒͼʹଜܭըɺଜڥඋʹؔ͢

ΔܭըϨϕϧͰͷֶؔۀ࿈ٕज़ʹՃ͑ͯɺࡐྉɺઃࢪܭ๏ɺਫརࢪઃᕲᕱഉਫ

ࣗΒֶ͕शʹ࣌ۀγεςϜʹؔ͢Δඞཁͳૉཆٕज़ͷशಘʹΑͬͯɺଔ࢈ੜۀɺۀࣄ

ΛҭࡐධՁ͕ಘΒΕΔΑ͏ͳਓ͍ߴΛ։ൃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δऀͱ࣭ͯ͠ࢿͷྗͱݾࣗ͠

͢Δ͜ͱʹ͋Δɻ

（�）ֶशɾڭҭ౸ୡඪ

ɹٕज़ऀཆίʔεͰɺۀੜੑ࢈ͷ্ͷΈͰͳ͘ɺҬͷڥɾݯࢿɺੜଶ͓ܥ

ΑͼΤωϧΪʔʹྀͨ͠ܭըɾઃܭɾࢪɾӡӦཧΛ͑ߦΔٕज़ऀΛҭ͘͢ɺίʔ

εཤमऀʹରͯ࣍͠ʹࣔ ʢ͢"ʣʙʢ&ʣͷֶशɾڭҭ౸ୡඪΛఆΊ͍ͯΔɻ

ɹ͢ͳΘͪɺຊίʔεͰɺֶؔۀ࿈ٕज़ͷࣾձతҐஔ͚ٕज़ऀͱͯ͠ඞཁͳྙཧ

Λཧղ্ͨ͠Ͱֶؔۀ࿈ٕज़ͷૅجࣝΛֶश͠ɺ͜ΕΛͱʹઐࣝΛशಘ͠ɺ͞

Βʹਂ͍ઐࣝΛशಘ্ͨ͠Ͱɺ࣮ূతڀݚΛͱ͓࣮ͯ͠ફྗͱίϛϡχέʔγϣϯ

ྗΛशಘ͢Δͱ͍͏ɺҰ࿈ͷֶशɾڭҭ౸ୡඪΛઃఆ͍ͯ͠Δɻ͜͜Ͱཤमֶੜɺ͜

ΕΒͷࢦఆ͞Εͨඪʹֶ͍ͭͯश͠ɺͦΕͧΕʹઃఆ͞Εͨඞཁͳֶशਫ४Λͯ͢ୡ

͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕΔɻಉڭʹ࣌һɺཤमऀ͕͜ΕΒͷඪਫ४Λୡ͢ΔͨΊʹඞ

ཁͳڭҭΛ͏ߦͱͱʹɺࣾձֶੜͷཁٻΛྀͨ͠ܧଓతͳڭҭվળΛ͜͏ߦͱΛ

४ΛجΔʢaʣʙʢiʣͷ͢ٻҭ౸ୡඪ+"#&&͕ཁڭΔɻͳ͓ɺ͜ΕΒͷֶशɾ͍ͯ͠ࢦ

͖ྗͱͯ͠ઃఆͨ͠ͷͰ͋Δɻͭ࣋ͳ͕Βɺຊίʔεͷमྃऀͷྀ͠ߟ

ɹҎԼʹٕज़ऀཆίʔεʹ͓͚Δֶशɾڭҭ౸ୡඪʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻ

（̖）ਓྨࣾձʹ͓͚Δٕज़ͷҐஔ͚ͱٕज़ऀͱͯ͠ͷࣾձత͓Αͼྙཧ؍Λशಘ

͢Δ

ɹ ʮ৯ྉʯɺʮڥʯɺʮݯࢿʯɺʮΤωϧΪʔʯͳͲͷٿతنͷॾΛղܾ͢ΔͨΊʹ

ඞཁͱ͞ΕΔֶؔۀ࿈ٕज़ͷਓྨࣾձͰͷҐஔ͚Λೝࣝ͠ɺֶؔۀ࿈ٕज़͕ਓ
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දᶘ��ɹٕज़ऀཆίʔεՊҰཡ（୯Ґ）
˓ɿඞमՊ
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ίʔε୯Ґ߹ܭ ���������
ʣ˞͘͠ʴͷ͍ͣΕ͔Λબ͢Δ

学 年 前　　　期 後　　　　期

授業科目名 D1 D2 D3 授業科目名 D1 D2 D3

1年次 ○フレッシュマンセミナー 2 2 2 ○基礎力学 2 2 2

○地域環境科学概論 2 2 2 ○基礎力学演習 2 2 2

○生産環境工学概論 2 2 2 ○熱力学 2 2 2

○情報基礎（一） 2 2 2 ○情報基礎（二） 2 2 2

○英語（一） 2 2 2 ○英語（二） 2 2 2

○数学 2 2 2 ○材料力学 2 2 2

○数学演習 2 2 2 ○共通演習 1 1 1

　生物学 2 2 2 ○応用数学 2 2 2

  化学 2 2 2 ○応用数学演習 2 2 2

  中国語（一）※ 2 2 2 　中国語（二）※ 2 2 2

○生産環境工学基礎演習 1 1 1 　土と水の環境 2 2 2

前期合計単位 21 21 21 後期合計単位 21 21 21

学年合計単位数 42 42 42

2年次 ○測量学 2 2 2 ○応用測量学 2 2 2

○測量実習 2 2 2 ○基礎実験 2 2 2

○英語（三） 2 2 2 ○英語（四） 2 2 2

○環境土壌物理学 2 2 2 ○土質力学 2 2 2

○構造力学 2 2 2 ○土質力学演習 2 2 2

○構造力学演習 2 2 2 ○水理学 2 2 2

　地域資源利用学 2 2 2 ○水理学演習 2 2 2

　土木材料学 2 　地域環境保全学 2 2 2

　統計学 2 2 2 　情報処理工学 2 2 2

　キャリアデザイン 1 1 1 　鉄筋コンクリート工学 2

　 　食品工学 2

前期合計単位 17 19 17 後期合計単位 18 20 20

学年合計単位数 35 39 37

3年次 ○専攻実験 2 2 2 ○専攻演習（一） 2 2 2

　農村環境工学 2 　農村計画学 2 2 2

　農地環境工学 2 2 2 　土地改良学 2

　流域水文学 2 2 2 　地水環境工学 2

　広域環境情報学 2 2 2 　環境ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ工学 2

　社会基盤工学 2 2 2 　環境土木学 2 2 2

　土木施工法 2 　バイオロボティクス 2

　水利施設工学 2 　設計製図 2 2 2

　農業建設機械学 2 　生産環境工学特別演習 2 2 2

　農産加工流通工学 2 　技術者倫理 2 2 2

　現代社会と経済 2 2 2   科学英語 2 2 2

　TOEIC英語 初級＋ (2) (2) (2) 　TOEIC英語 中級＋ (2) (2) (2)

前期合計単位 14 16 16 後期合計単位 20 14 16

学年合計単位 34 30 32

4年次 ○専攻演習（二） 2 2 2 ○専攻演習（三） 2 2 2

○卒業論文 4 4 4

前期合計単位 2 2 2 後期合計単位 6 6 6

学年合計単位数 8 8 8

コース単位合計 119 119 119
注）※もしくは＋のいずれか選択する
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表Ⅱ-6　各学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ

学習・教育
到達目標

授　業　科　目　名
１年 ２年 ３年 ４年

前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

（A）

A1

フレッシュマン
セミナー

地域環境科学概論

生産環境工学概論 共通演習

A2 現代社会と経済

A3 土と水の環境 環境土木学

A4 技術者倫理

（B）

B1
数学 応用数学 統計学

数学演習 応用数学演習

B2 情報基礎（一）情報基礎（二） 情報処理工学

B3

化学 基礎力学

生物学 基礎力学演習

熱力学

材料力学

（C）

C1
測量学 応用測量学

測量実習

C2

生産環境工学
基礎演習 基礎実験 流域水文学

環境土壌物理学 土質力学

土質力学演習

水理学

水理学演習

C3
構造力学 社会基盤工学 設計製図

構造力学演習

C4
地域資源利用工学 地域環境保全学 農地環境工学 農村計画学

（D1）
D1-1

土地改良学
環境リモートセン
シング工学

D1-2
農村環境工学 地水環境工学

（D2）
D2-1

土木施工法

水利施設工学

D2-2 土木材料学 鉄筋コンクリート
工学

（D3）
D3-1 食品工学 農業・建設機械学

D3-2 農産加工流通工学 バイオロボティクス

（E）

E1 専攻実験 専攻演習（一）

E2
英語（一） 英語（二） 英語（三） 英語（四） TOEIC英語（初）＋ TOEIC英語（中）＋

中国語（一）＊ 中国語（二）＊ 科学英語

E3 キャリアデザイン

E4 専攻演習（二）専攻演習（三）
卒業論文

E5 生産環境工学
特別演習

注）＊もしくは＋のいずれかを選択

広域環境情報学
（2020年度は後期）広域環境情報学
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（Ｃ）農業工学関連技術の専門知識を習得する

　農業は土と水に大きく依存しており、食料生産の安定と安全・安心、人類の生存環境創

造と維持のために「土」と「水」に関する十分な知識と理解が必要である。また、食料生産

と人類の生存環境を取り扱う農業工学系技術者には、農地や水利にかかわる現場での計測

技術、地域資源の有効利用と環境に配慮した整備計画、持続可能な生産基盤整備、自然環

境に配慮した施設整備に関する知識が必要である。ここではこれらに関する専門知識を習

得する。

（Ｄ）主要な専門知識を習得する

　農地・農村の計画・評価に関する主要専門知識の習得のためのサブコース（D1）と農村・

都市部における設計施工に関する主要専門知識の習得のためのサブコース（D2）、環境保

全や人間活動に配慮した農業生産システムに関する主要専門知識の習得のためのサブコー

ス（D3）を配置し、技術者養成コース履修者はいずれかのサブコースを選択してより深い

主要な専門知識を習得する。

（Ｅ）総合的デザイン能力を習得する

　技術に対する社会的要求は現場にあることから、現場での技術的諸問題点を明確化し

その解決方法を確立するために科学を素養とした分析能力と論理的思考に基づくコミュニ

ケーション能力の習得が要求される。そして、現場での問題点を解決するためには、習得

した基礎知識と専門知識を現場にて実践する能力およびチームで仕事をする能力が必要と

なる。ここでは、現場での問題把握から解決に至るまでの実践的手法を自主的・継続的に

学習することを通じて総合的デザイン能力を習得する。

　以上の学習・教育到達目標に関連する科目は表Ⅱ− 5 に示すとおりであり、関連科目群

の達成度により各学習・教育到達目標の達成度を評価する。具体的には各科目の成績を

「秀」４点、「優」３点、「良」２点、「可」１点とし、科目群ごとの平均値を総合評価値と

する。各学習・教育到達目標の達成は、この総合評価値とそれぞれの目標ごとに設定され

た条件により評価される。なお、技術者養成コースの履修学生は、選択したコースに関し

て表Ⅱ -5に掲げる全ての単位を取得しなければならない。

　各学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目と、技術者養成コースで定める

他の科目との関係を図Ⅱ-5～図Ⅱ-9に示す。履修計画を立てる際には、これらの科目間の

関連性をよく把握して、効果的かつ計画的な学問の習得に配慮することが望まれる。

　各学習・教育到達目標の内容とJABEE 基準との関連、またそれぞれの達成度評価基準の

細部について次に説明する。
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（�）ֶशɾڭҭ౸ୡඪ͝ͱͷՊ܈ͱ +"BEE ४͓ΑͼୡධՁج

 （"） ਓྨࣾձʹ͓͚Δٕज़ͷҐஔ͚ͱٕज़ऀͱͯ͠ͷࣾձత͓Αͼྙཧ؍Λश

ಘ͢Δɻ

（"1）େֶɾֶ෦͓ΑͼֶՊͷཧ೦Λ௨ͯ͠ਓྨ͕໘͢ΔॾΛֶͼɺʮʯͷ

ཱ͔Βଟ໘తʹࣄΛ͑ߟΔྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ϑϨογϡϚϯηϛφʔɺҬڥՊֶ֓ɺ

ੜֶ֓ڥ࢈ɺڞ௨ԋश

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢaʣɺʢbʣɺʢiʣ

（"�）ʮ৯ྉʯɺʮڥʯɺʮݯࢿʯɺʮΤωϧΪʔʯͳͲͷٿతنͷॾΛཧղ͢

ΔͨΊʹɺਓྨࣾձͷૅجࣝΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ     ɹ ݱࣾձͱࡁܦ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢaʣɺʢbʣɺʢeʣ

（"�）ֶۀͷཱ͔ΒڥΛֶͼɺࣝΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ͱਫͷڥɺڥֶ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢaʣɺʢbʣɺʢdʣ

 （"�）ٕज़ऀͷࣾձతΛཧղ͠ɺٕज़ऀͱ͖ͯͭ࣋͠ྙཧ؍Λशಘ͢Δ

ධՁରՊ ٕज़ऀྙཧ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢbʣɺʢeʣɺʢgʣ

˕ֶशɾڭҭ౸ୡඪ（"）ͷୡධՁ

ɹ͜ͷֶशɾڭҭ౸ୡඪɺ্هධՁରՊͷ૯߹ධՁ͕1.0Ҏ্Ͱ͋Δ͜ͱͰୡ

͞ΕΔɻ

（B） ֶؔۀ࿈ٕज़ͷૅجࣝΛशಘ͢Δ

（B1）ֶٕۀज़ͷૅجͱͳΔֶʹؔ͢ΔࣝΛֶͼɺ͜ΕΛٕज़Ԡ༻Ͱ͖

ΔྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ֶɺֶԋशɺԠ༻ֶɺԠ༻ֶԋशɺ౷ֶܭ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢcʣɺʢdʣɺʢgʣ

（5）
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（B�）ֶۀʹؔ͢Δٕज़తͷղܾʹඞཁͳใॲཧٕज़Λֶͼɺ࣮ݧσʔ

λͷղੳ໘͢ΔͷੳΛ͑ߦΔྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ใج ʢૅҰʣɺใج ʢૅೋʣɺใॲཧֶɺ

ใֶڥҬ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢcʣɺʢdʣɺʢeʣ

（B�）ྗֶɺԽֶɺੜֶͳͲͷࣗવՊֶͷૅجࣝΛֶͼɺ͜ΕΛֶٕۀज़

Ԡ༻͢ΔྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ Խֶɺੜֶɺֶྗૅجɺֶྗૅجԋशɺྗֶɺ

ྉྗֶࡐ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢcʣɺʢdʣɺʢgʣ

˕ֶशɾڭҭ౸ୡඪ（B）ͷୡධՁ

ɹ͜ͷֶशɾڭҭ౸ୡඪɺ্هධՁରՊͷ૯߹ධՁ͕1.0Ҏ্Ͱ͋Δ͜ͱͰୡ

͞ΕΔɻ

（C） ֶؔۀ࿈ٕज़ͷઐࣝΛशಘ͢Δ

（C1）ଌྔʹؔ͢Δ͓ࣝΑͼଌྔख๏Λֶͼɺܭଌख๏͓Αͼσʔλॲཧख๏ͷ

ྗΛशಘ͢Δૅج

ධՁରՊ ଌྔֶɺଌྔ࣮शɺԠ༻ଌྔֶ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢcʣɺʢdʣɺʢgʣ

（C�）ֶٕۀज़ʹڞ௨͢Δઐࣝͱͯ͠ʮʯͱʮਫʯʹؔ͢Δࣝͱཧ

Λֶͼɺ࣮ݧΛ௨ͯ͠ཧΛԠ༻͢ΔྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ཧֶɺ࣭ྗֶɺ࣭ྗֶԋशɺਫཧֶɺڥ

ਫཧֶԋशɺྲྀҬਫจֶɺੜૅجֶڥ࢈ԋशɺݧ࣮ૅج

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣɺʢgʣ

（C�）ֶٕۀज़ऀͱͯ͠औΓѻ͏ؔ࿈ࢪઃΛֶͼɺ͜ΕΒΛܭըɾઃܭɾࢪ

͢ΔͨΊͷૅجͱͳΔઐࣝΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ਤܭɺઃֶ൫جྗֶԋशɺࣾձߏྗֶɺߏ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣɺʢgʣ
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（C�）ͱଜҬܭըʹֶ͍ͭͯͼɺҬݯࢿͷ༗ޮར༻ͱڥʹྀͨ͠

උܭըΛͨ͏ߦΊͷઐࣝΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ֶڥɺҬݯࢿར༻ֶɺҬڥอશֶɺ

ଜܭըֶ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣ

˕ֶशɾڭҭ౸ୡඪ（C）ͷୡධՁ

ɹ͜ͷֶशɾڭҭ౸ୡඪɺ্هධՁରՊͷ૯߹ධՁ͕1.0Ҏ্Ͱ͋Δ͜ͱͰୡ

͞ΕΔɻ

（D） ओཁͳઐࣝΛशಘ͢Δ

（D1） αϒίʔε D1 ʹؔ͢Δࣝͷशಘ

ɹɺଜͷͭଟ໘తػڥอશͷͨΊͷٕज़ͱͦͷධՁɺͱ͘ʹଜҬʹ͓

͚Δੜڥ׆ڥԚછͷ࣮ଶղ໌ͱڥཧʹؔ͢ΔࣝΛशಘ͢Δɻ

（D1�1）ɾଜͷͭଟ໘తػʹؔ͢ΔࣝΛཧղ͠ɺڥอશͷͨΊͷٕ

ज़ͱͦͷධՁख๏ʹؔ͢ΔࣝΛशಘ͢Δɻ

ධՁରՊ վྑֶɺڥϦϞʔτηϯγϯάֶ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣɺʢeʣ

（D1��）ੜڥ׆ڥԚછʹؔ͢ΔࣝΛֶͼɺԚછͷ࣮ଶղ໌ͱڥཧʹ͜

ΕΒͷࣝΛԠ༻͢ΔྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ଜֶڥɺਫֶڥ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣ

˕ֶशɾڭҭ౸ୡඪ（D1）ͷୡධՁ

ɹ͜ͷֶशɾڭҭ౸ୡඪɺ্هධՁରՊͷ૯߹ධՁ͕1.0Ҏ্Ͱ͋Δ͜ͱͰୡ

͞ΕΔɻ

 （D�） αϒίʔε D� ʹؔ͢Δࣝͷशಘ

ɹɾࢢҬʹ͓͚Δੜڥ࢈ͷඋʹͯ͠ࡍɺҬݯࢿͷ׆༻ɺݯࢿͷϦαΠΫϧɺ

ͷ։ൃʹؔ͢ΔࣝΛशಘࡐࢿ৽ܭઃͷઃࢪखஈͷඋ͓Αͼؔ࿈࢈ྀͨ͠ੜʹڥ

͢Δɻ
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 （D��1）ੜج࢈൫ࢪઃͷඋʹඞཁͳࣝΛֶͼɺࢪઃͷܭըɾཱҊΛૅج͏ߦత

ྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ࢪ๏ɺਫརࢪઃֶ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣɺʢeʣ

（D���）ੜج࢈൫ࢪઃΛઃܭɾ͢ࢪΔ্Ͱඞཁͳࡐྉʹؔ͢ΔૅجతࣝΛֶͼɺ

Ҭݯࢿͷ׆༻ϦαΠΫϧʹ͍ͭͯ͢ڀߟΔྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ࡐྉֶɺమےίϯΫϦʔτֶ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣ

˕ֶशڭҭ౸ୡඪ（D�）ͷୡධՁ

ɹ͜ͷֶशɾڭҭ౸ୡඪɺ্هධՁରՊͷ૯߹ධՁ͕1.0Ҏ্Ͱ͋Δ͜ͱͰୡ

͞ΕΔɻ

（D�） αϒίʔε D� ʹؔ͢Δࣝͷशಘ

ɹଜɾࢢҬʹ͓͚Δɺڥอશਓؒ׆ಈʹྀͨ͠ۀੜ࢈γεςϜͷٕज़։ൃɺ

ઃܭɾධՁʹؔ͢ΔࣝΛशಘ͢Δɻ

（D��1） ۀੜ࢈γεςϜʹඞཁͳࣝΛֶͼɺͦͷઃܭɾධՁͳͲૅجతྗΛश

ಘ͢Δ

ධՁରՊ ۀɾݐઃػցֶɺ৯ֶ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣɺʢeʣ

（D���） ۀੜ࢈γεςϜΛߏங͢Δ͏͑ͰඞཁͳૅجతࣝΛֶͼɺγεςϜͷߴ

Խ࢈ͷߴ࣭Խʹ͍ͭͯ͢ڀߟΔྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ όΠΦϩϘςΟΫεɺ࢈Ճྲྀ௨ֶ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣ

˕ֶशڭҭ౸ୡඪ（D�）ͷୡධՁ

ɹ͜ͷֶशɾڭҭ౸ୡඪɺ্هධՁରՊͷ૯߹ධՁ͕1.0Ҏ্Ͱ͋Δ͜ͱͰୡ

͞ΕΔɻ

─ 56 ─

（E） ૯߹తσβΠϯྗΛशಘ͢Δ

（E1）शಘͨ͠Պֶٕज़ͱֶۀʹؔ͢ΔࣝΛԠ༻͠ɺ͜ΕΛ࣮ફ͢ΔྗΛ

शಘ͢Δ

ධՁରՊ ઐݧ࣮߈ɺઐ߈ԋशʢҰʣ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣɺʢgʣ

（E�）ٕ ज़తͷ໌֬ԽͱղܾͷͨΊʹඞཁͳຊ͓ޠΑͼ֎ޠࠃʹΑΔίϛϡ

χέʔγϣϯख๏Λֶͼɺཧత͍ͨͮجʹߟࢥઆ໌ྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ ӳޠʢҰʣɺT0&I$ӳޠॳڃɺதޠࠃʢҰʣɺӳޠʢೋʣɺT0&I$

ӳޠதڃɺதޠࠃʢೋʣɺӳޠʢࡾʣɺӳޠʢ࢛ʣɺ

Պֶӳޠ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢeʣɺʢfʣɺʢhʣ

（E�）ֶٕۀज़ͷཧͱ࣮ࡍʹ͍ͭͯͷೝࣝΛਂΊɺࣾձਓͱͯ͠׆༂͢Δͨ

ΊʹඞཁͳΩϟϦΞσβΠϯख๏ʹ͍ͭͯशಘ͢ΔͱͱʹɺݱͰ࣮ફྗ

Λशಘ͢Δ

ධՁରՊ ΩϟϦΞσβΠϯ

४ͱͷؔ࿈ج&&#"+ ʢdʣɺʢeʣɺʢfʣɺʢhʣɺʢiʣ

（E�）৽ͨͳࣝͷशಘΛࣗओతɾܧଓతʹ͍ߦɺ֫ಘͨࣝ͠Λ༗ޮʹԠ༻ͯ͠

ղܾΛͨ͏ߦΊͷ૯߹తઃܭྗΛशಘ͢Δ

ධՁରՊ
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専攻演習（二）、専攻演習（三）、卒業論文

　この学習・教育到達目標は、上記評価対象科目の総合評価値が1.0以上であること、かつ

専攻実験、専攻演習（一）、生産環境工学特別演習、専攻演習（二）、専攻演習（三）および

卒業論文の評価が「優」以上であることにより達成される。
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（6） 履修方法

① 登録方法および登録時期

　本コースの履修を希望する者は、原則として、３年進級時に行なわれる登録説明会に出

席し、②登録上の注意点をよく読み、技術者養成コース登録書を提出してコース登録しな

ければならない。その際サブコースの選択も同時に行う。履修登録は学生の自由意志によ

るものであるが、本コースは資格を取得することのみを目的としているわけではなく、専

門技術者を養成するためのコースであることをよく認識して登録していただきたい。

② 登録上の注意点

　本コースの構成科目は１年次、２年次にも配当されており、本コースを目指すものは１・

２年次における履修科目の選択に当たっても留意しなければならない。さらに本コースの

修了のためには、上記で説明したように各学習・教育到達目標ごとに設定された達成度を

満足しなければならない。このためには各学習・教育到達目標に配当されている１・２年

次科目において必要な成績を収めていなければならない。従って本コース登録時には本

コース科目の成績をチェックし、学習・教育到達目標ごとに設定された達成度に至らない

と判断された場合はコース選択を受け付けない。

　以上のように、本コースを履修するためには１・２年次における履修科目選択とその成

績が重要であり、本コースの登録を希望するものは、入学時から十分な履修計画をたてる

必要がある。

③ ポートフォリオの作成

　本コース履修者は、本コース構成科目において課されたレポート、小テスト答案、定期

試験答案等を担当教員より返却を受けて、ポートフォリオとして作成しておかなければな

らない。ポートフォリオは、履修者の達成度自己評価の上で重要な資料となるので、履修

者はポートフォリオを随時見直し、その後の学習に役立てることが求められる。履修者は

必要に応じてポートフォリオの提出を求められ、本コース終了時には必ずポートフォリオ

を提出しなければならない。

　なお、答案等の返却に関して以下のルールを適用しているので、注意すること。

（１）学生への答案等の返却は、原則として当該科目の期末試験の成績質問日に行う。

（２）答案等の返却日は、授業担当教員により指定されることもあり、その場合は指示に

従うこと。

（３）上記返却期間以外での答案等の返却依頼には応じない。また、保存期間（３ヵ年）

を過ぎた答案等は破棄するため、希望があっても返却できない場合がある。

④ 編入生の技術者養成コースへの登録基準

　本学科への編入生も技術者養成コースに登録可能である（一般の３年生と同じ方法で登
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録）。しかしその際には、既修得科目の中で本コース構成科目として認定できるかの判断が

必要となり、学科内の技術者教育検討委員会で出身学校（大学、短大、専門学校など）の

成績およびシラバス等を参考にし、認定科目の評価を決定する。決定に際して、本人への

口頭試問や、出身学校への問い合わせを実施する場合がある。

⑤技術者養成コース・生産環境コース間の移籍について

　技術者養成コース履修者が生産環境コースに移籍を希望する場合、あるいは生産環境

コース履修者が技術者養成コースへ移籍を希望する場合は、次に示すような条件を満たす

時のみ移籍が認められる。

（１）技術者養成コースから生産環境コースへの移籍について

　以下のいずれかの条件に該当する者については、生産環境工学科技術者教育検討委

員会および教育改善委員会での審査（以下、学科内審査）を経て承認が得られた場合、

３年終了時に技術者養成コースから生産環境コースへの移籍が認められる。

①退学あるいは休学した者

②何らかの止むを得ない理由により研究室活動を続けられない者で、生産環境コース

への移籍を希望する者

③修学期間中における学習教育到達目標の達成が困難である者

（２）生産環境コースから技術者養成コースへの移籍について

　以下のいずれかの条件を満たす者については、学科内審査を経て承認が得られた場

合３年次終了時に生産環境コースから技術者養成コースへの移籍が認められる。

①退学あるいは休学により技術者養成コースの登録資格を失い、復学後に技術者養成

コースへの再登録を希望する者

②技術者養成コース登録者と同等以上の熱意を有するとともに所定の学習・教育到達

目標を達成している者

（３）コース間の移籍申請

　コース間の移籍を希望する学生は本学科の技術者教育検討委員会に移籍申請を行う

こと。なお、移籍に関する学科内審査は技術者教育検討委員教員との面談によって実

施する。
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̍ɽब৬׆ಈͷྲྀΕ
　生産環境工学科の前身は、農業土木と農業機械の分野で構成された農業工学科である。

学科紹介にある通り、1940 年に農業工学科が創設されてから現在（2023 年）に至るまで、

本学科は 83 年の歴史を有しており、卒業生は各種公務員、中学・高校教員、コンサルタント、

建設会社、機械関連会社、食品関連会社、情報関連会社、各種団体など多岐の関連分野

で数世代にわたって活躍している。そのため、就職活動を進める際には、大学のキャリア

センターや教員以外にも、本学科の多くの卒業生からの支援をうけることができる。

　就職活動は３年次終盤の３月から始まるが、本学科においては、入学当初から卒業後の

就職先ならびに自分自身に適した職業を自分自身で検討しはじめることを勧めている。そ

の就職先に合わせてどの関連科目に重点をおいて学習するのか、就職活動を始める前に何

を習得しなければならないのか、を意識して欲しいのである。必要な情報収集に当たって

は、低学年から大学のキャリアセンターはもちろん、学科主催の就職関連セミナーへの参

加および教員や先輩・卒業生に積極的に相談することが望ましい。

　主な就職活動の流れは図Ⅲ -１に示す通りである。キャリアセンターが行う就職ガイ

ダンス、職業適性テストや一般常識テストの時期は年度によって若干の変更があるので、

キャリアセンターや学科の掲示板に注意すること。またキャリアセンターでは公務員試験

対策講座（本学科でも独自に実施）や教員採用試験受験対策講座を開講している。さらに、

学部３年生と大学院博士前期課程１年生を対象に、夏季休業と冬季休業中を原則として、

企業等において自らの専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと（インターン

シップ）ができる。それら就職に関する情報は、キャリアセンターに積極的に足を運んで

得ることを勧める。また、11 月〜翌年２月にかけて行う業界研究会および３月から始ま

る企業セミナーにも積極的に参加することも重要である。

　キャリアセンターでは、学生の就職活動をサポートするため東京農業大学オリジナル

ウェブサイト「農大キャリアナビ」を開設し、大学に届いた求人情報の閲覧など就職に関

する情報を発信している。また、 学生ポータルにはキャリアセンターからのお知らせ、個

人的な伝言が載っている（学生ポータル、農大キャリアナビへのログインは各自の ID・

パスワードが必要）。

ᶙ　ब৬׆ಈͷҊ
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図Ⅲ-1 主な就職活動の流れ
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卒業年度

建設業 製造業(食料品,化学工業,その他)

卸売業・小売業 運輸・通信業

サービス業(協同組合等,情報,その他) 公務員

表Ⅲ-1 2022年度卒業生の就職先

*丸数字は複数名の採用とその人数
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ᶚ　େֶӃֶۀઐ߈ͷհ

1ɽ͡Ίʹ
ɹੜֶڥ࢈ՊͰͷ̐ؒͷઐࣝΛशಘͨ͠ޙɺܧଓͯ͠ษڧڀݚΛଓ͚͍ͨ

ֶੜͷͨΊʹେֶӃֶۀઐ͕߈ઃஔ͞Ε͍ͯΔɻത࢜લظ՝ఔ̎ؒɺ͞Βʹظޙ

՝ఔ̏ؒΛॴఆͷͰमྃ͢Δ͜ͱͰത࢜߸͕त༩͞ΕΔɻ

2ɽઐ߈ͷྺ࢙
ɹຊֶՊͷେֶӃɺฏ݄̎̐ͷେֶӃֶڀݚՊֶۀઐ߈म࢜՝ఔ։ઃ͔Β

ରͱ͢Δྖֶ͕ۀΊʹɺͨ͢ࢦͳΔॆ࣮ΛߋҭͷڭɺେֶӃޙɻͦͷͨͬ·࢝

Ҭͷ֦େʹ͏ڭҭڀݚͷॆ࣮ͱͱʹɺਐల͢Δֶత৽ٕज़Λٕۀज़Ԡ༻Ͱ͖

Δਓࡐɺࠃ֎ʹ͓͚Δۀɺٕज़։ൃʹ͓͍ͯཁ͞ٻΕΔྗΛ༗͢Δਓࡐͷཆ

ΛతʹେֶӃതظޙ࢜՝ఔͷ૿ઃΛਃ͠ɺฏ 1�  1� ݄ʹຊେֶӃֶڀݚՊ
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生物生産の

環境工学

生産環境情報･
計画学

地域資源利用学 施設工学

農業生産
システムエ学

環境情報の収集･利用
生産環境の保全･改善

最適水利用
沙漠化防止

土壌水圏の保全対策

水･土地資源の有効利用
生産･生活環境の保全
農地基盤の整備

農業用排水システムと水環境
農地の多面的機能

土木材料
土木施工
施設管理
信頼性設計
水資源管理

自然エネルギー利用
持統型農作業システム
食料資源の有効利用
農産物の加工･流通技術

洪水予測
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　本学科の大学院は、平成 2 年 4 月の大学院農学研究科農業工学専攻修士課程開設から

始まった。その後、大学院教育の更なる充実を目指すために、農業工学が対象とする領域

の拡大に伴う教育研究の充実とともに、進展する工学的新技術を農業技術へ応用できる

人材や、国外における農業、技術開発においても要求される能力を有する人材の養成を目

的に、平成 14 年度から大学院博士後期課程が増設され、博士前期・後期課程の一貫した

教育・研究体制が開始された。さらに、令和 2年度からは学部教育との連携を重視した改

組により、大学院地域環境科学研究科農業工学専攻としての新たなスタートを迎えるとと

もに、令和 4年度からは 10 月入学の制度が始まった。

生産環境工学科での 4 年間の専門知識を習得した後、継続して勉強や研究を続けたい

学生のために大学院農業工学専攻が設置されている。博士前期課程 2 年間、さらに後期

課程 3年間を所定の成績で修了することで、修士号と博士号がそれぞれ授与される。

本専攻の博士前期課程では、環境保全と

ᶚ　େֶӃҬڥՊֶڀݚՊֶۀઐ߈ͷհ

－63－



－64－

技術と生態系修復技術および食料資源を

有効利用するための加工流通技術を研究

する「農業生産システム工学」の４つの専

修（学部の分野に相当）を設置し、教育

研究を展開している（図Ⅳ-１、表Ⅳ-１）。

　博士後期課程においては、前期課程が

目指す高度な専門的研究者や職業人の育

成をさらに進めて、自立して研究活動がで

きる研究者および高度な研究能力を有す

る職業人を養成するため、専門性を強化す

る内容となっている。すなわち、前期課程

の４専修が示す内容と同様の分野での研

究指導に重点を置く教育・研究の実践であ

る。

　これらの教育・研究システムにより、博

士前期課程、博士後期課程と段階的に専

門化された教育研究を実施し、社会の要

請に応えうる各段階ごとの人材の育成を目

指している。

�ɽҭ͢Δਓ૾ࡐ
　近年の情報技術の発達、社会の高度化・

複雑化により、大学院は研究者養成だけ

でなく、高度な専門性を有する職業人の養

成、生涯学習機会の拡大、外国人留学生

教育を通じた国際貢献等の役割が期待さ

れている。このような背景の中で、博士前

期課程では、進展する工学的新技術を農

業技術へ応用できる人材や、国外で要求さ

れる技術開発においても高い専門能力に

加えて高い語学力を有する人材の養成を目

指している。さらに、博士後期課程では、

自立して研究活動ができる研究者および高

度の研究能力を有する専門的職業人の養

成を行なう。

表Ⅳ-１　カリキュラム

a.博士前期課程

区分 授業科目 単位数

基礎

科目

必修 研究倫理特講 1

選択

フィールド調査 1

プレゼンテーション法 1

論文作成法 1

選択

必修

水利施設工学特講 2

海外農業開発学特講 2

土壌物理学特講 2

農村計画学特講 2

農地環境学特講 2

土木材料学特講 2

バイオロボティクス特講 2

農産加工流通工学特講 2

広域環境情報学特講 2

特論

科目

選択

必修

地域資源利用学特論Ⅰ・Ⅱ 各2

生産環境情報・計画学特論Ⅰ・Ⅱ 各2

施設工学特論Ⅰ・Ⅱ 各2

農業生産システム工学特論Ⅰ・Ⅱ 各2

研究

科目

必修 農業工学特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 各2

必修 農業工学特別実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 各2

b.博士後期課程

基礎

科目
必修 英語論文作成法 2

特論

科目

選択

必修

地域資源利用工学特論 2

農村環境工学特論 2

広域環境情報学特論 2

地水環境工学特論 2

社会基盤工学特論 2

水利施設工学特論 2

バイオロボティクス特論 2

農産加工流通工学特論 2

研究指導

科目(必修)
特別研究指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 各4
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令和 4年度

【修士論文】

･ Evaluation of Soil Erosion Risk Using RUSLE and GIS based on Weathering Effect in the 

City of Cobija, Bolivian Amazonia

･ 都市圏のビオトープにおける土壌・水環境に基づいた環境基準に関する考察

･ 省動力型圃場用車両のためのインホイールモーターの開発

･ 北海道斜網地域における長期の環境変化が河川水質に及ぼす影響

･ 静岡県の茶園におけるUAVリモートセンシングを用いた茶葉成分含有量の広域推定

･ 有用微生物を担持させたホタテ貝殻における水質浄化能の評価

･ 局所耕うん器具型通気性試験装置の開発 ～試験圃場における乾燥密度の推定～

･ Effects of Adding Coconut Charcoal on Soil Physical Properties and Maize Performance

【博士論文】

･ Application of Heat Treatment for Safe Vegetable Pickles in Cambodia

･ Development of Methods for Crop Growth Assessment Using UAV Aerial Images
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　平成 2年の開設以来、博士前期（修

士）課程修了者は 229 名を数え、その

就職先は大学教員を含め、ほとんどが

農業工学分野の公務員や民間企業にお

いて高度な専門職に就いている。最近

の就職状況として平成 19 年度から令

和 4 年度に修了した 121 名の進路の内

訳を見ると、建設業や機械製造業など

からなる工学関連企業への就職者が 63

名と大半を占め、公務員が 8 名、教員

が 6 名、農業関連団体が２名と続いて

いる。また、博士後期課程への進学者が 19名であり、進学率も高い（図Ⅳ -２）。

　さらに、博士後期課程修了者は、①大学・研究機関（教育・研究職）、②農業土木の計画・

設計部門（公務員、コンサルタントの研究・技術職）、③農業機械開発部門（企業の研究・

技術職）、④国際協力機関（上級技術職）、⑤諸外国の農業開発部門（留学生の自国での

研究・技術職）、などに就職している。

人数

合計人数 割合
工学ガイド2021，
p65，図IV-2

平成19年度
～

平成29年度
工学関連企業 63 52 51 45
公務員 8 7 7 6
中学・高校教員 6 5 7 6
農業関連団体 2 2 2 2
進学 19 16 13 12
その他 23 19 20 18

121 89

工学関連企業
51%

公務員
7%

中学・高校教員
5%

農業関連団体
2%

進学
16%

その他
19%

図IV-２　博士前期（修士）課程修了者の進路実績
（H19～R4、121名）
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修 士 前 期 課 程 入 学

博 士 後 期 課 程 入 学

1
年

1
年

2
年

2
年

3
年
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修　了（学位授与）
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博 士 前 期（修 士）課 程 入 学
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表Ⅳ-２　農業工学専攻大学院志願者・修了者等の状況

農業工学専攻　修士課程
年度 定員 志願者 入学者 修了者

平成 2～13 8名/年 111 78 (13) 67 (12)
農業工学専攻　博士前期課程

年度 定員 志願者 入学者 修了者
平成　14 8 12 10 (1) 8
　　　15 8 7 6 10 (1)
　　　16 8 11 11 (1) 6
　　　17 8 9 7 10 (1)
　　　18 8 9 9 (1) 7
　　　19 8 12 10 (1) 8 (1)
　　　20 8 10 7 10 (1)
　　　21 8 14 12 (1) 7
　　　22 8 7 7 10 (1)
　　　23 8 14 (3) 14 (3) 6
　　　24 8 8 (1) 6 (1) 16 (3)
　　　25 8 7 (1) 7 (1) 4 (1)
　　　26 8 4 (1) 4 (1) 7 (1)
　　　27 8 9 (1) 8 (1) 3
　　　28 8 11 (3) 11 (3) 7 (1)
　　　29 8 10 (3) 10 (3) 11 (3)
　　　30 8 7 (2) 4 (2) 7 (2)
令和　元 8 10 (5) 10 (5) 4 (2)
　　　 2 8 3 (3) 3 (3) 10 (5)
　　　 3 8 8 (3) 8 (3) 3 (3)
　　　 4 8 15 (2) 15 (2) 8 (3)

計 － 308 (28) 257 (46) 229 (41)

農業工学専攻　博士後期課程
年度 定員 志願者 入学者 修了者

平成　14 8 2 2 －
　　　15 8 2 2 (1) －
　　　16 8 2 2 1
　　　17 8 2 2 (1) 2 (1)
　　　18 8 2 2 (1) 1
　　　19 8 2 2 (1) 2 (1)
　　　20 8 2 2 (1) 2 (1)
　　　21 8 0 0 1
　　　22 8 3 3 (2) 1 (1)
　　　23 8 4 (3) 4 (3) 0
　　　24 8 2 2 3 (2)
　　　25 8 2 (2) 2 (2) 4 (3)
　　　26 8 0 0 2
　　　27 8 2 (2) 2 (2) 2 (2)
　　　28 8 1 (1) 1 (1) 0
　　　29 8 0 0 2 (2)
　　　30 8 6 (3) 6 (3) 1 (1)
令和　元 8 1 (1) 1 (1) 0
　　　 2 8 2 (2) 2 (2) 5 (3)
　　　 3 8 2 (1) 2 (1) 2 (1)
　　　 4 8 4 (4) 3 (3) 2 (2)

計 － 43 (19) 42 (25) 33 (21)
注）令和4年度より10月入学を含む、（　）は留学生の内数

－67－



－68－─ 67 ─

1．農工会
（1）概要

　農工会は、本学科生の諸活動を支援す

るとともに、学生相互および学生と教員

との親睦を図り、より有意義で楽しい学

生生活を送れるようにすることを目的と

している。農工会会員は本学科の全学生

および全教員である。立候補などを受け

任命された学生委員を含む役員からなる

運営委員会が、教員会議の決議を経て会

の運営にあたっている（図Ⅴ- １）。表Ⅴ-

１に 202 0 年度の役員（教員）を掲載し

た。主な活動は、本学科独自の講演会・見学会の実施やキャリア支援、学生の表彰、およ

び学内スポーツ大会や収穫祭・体育祭など大学の諸行事に対する支援などである。

表Ⅴ- １　2020年度農工会役員（教員）

会 長 中　村　貴　彦

副 会 長 村　松　良　樹

会 計 幹 事  

庶 務 幹 事  

会 計 監 事 三　原　真智人

Ⅴ　生産環境工学科におけるその他の取り組み

役員
会長（学科長）
副会長（主事）
会計幹事（教員）
庶務幹事（教員）
会計監事（教員）
学生委員

決議機関

生産環境工学科教員会議

農工会運営委員会

生産環境工学科
全学生･教員

図Ⅴ-１　農工会組織図

岡　澤　　　宏

川　名　　　太

　農工会は、本学科の学生の諸活動を支

援するとともに、学生相互および学生と

教員との親睦を図り、より有意義で楽し

い学生生活を送れるようにすることを目

的としている。農工会会員は本学科の全

学生および全教員である。立候補などを

受け任命された学生委員を含む役員から

なる運営委員会が、教員会議の決議を経

て会の運営にあたっている（図Ⅴ -１）。

表Ⅴ -１に 2023 年度の役員（教員）を

掲載した。主な活動は、本学科独自の講演会・見学会の実施やキャリア支援、学生の表彰、

および学内スポーツ大会や収穫祭・体育祭など大学の諸行事に対する支援などである。

表Ⅴ-１　2023年度農工会役員（教員）

会　　　　　長 村　松　良　樹

副　　会　　長 川　上　昭太郎

会　計　幹　事 トウ　　ナロン

庶　務　幹　事 川　名　　　太

会　計　監　事 三　原　真智人

ᶛ　ੜֶڥ࢈Պʹ͓͚ΔͦͷଞͷऔΓΈ
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（2）活動報告

　農工会では長年にわたって毎年，生産環境工学に関連した研究機関や企業，施設等を視

察する機会を設けて見学会を実施してきました。最近の平成 27年度から令和元年度の見学

先は以下の通りです。令和 2～ 3年度にコロナウィルス感染防止の観点から見学会を開催す

ることができませんでしたが，令和 4年度に見学会を再開できました。

農工会主催　現地見学先

実施年度 見学先 実施日

平成 27年度 スガノ農機株式会社，農業・食品産業技術総合
研究機構「農村工学研究所」

平成 27年 9月18日

平成 28年度 南極観測船 Shirase，株式会社ウェザーニューズ 平成 29年 1月13日

平成 29年度 井関農機株式会社「夢ある農業総合研究所」 平成 30年 1月12日

平成 30年度 株式会社大林組技術研究所 令和 元 年 1月18日

令和元年度 神奈川県恩廻公園調節池・矢上川地下調節池 令和 2年 1月17日

令和 2～ 3年度 コロナウィルス感染防止のため中止

令和 4年度 農研機構 食と農の科学館，国立研究開発法人 
土木研究所

令和5年 1月13日

　学生の就職支援の一環として，令和 4年度は生産環境工学科と関係が深い企業を紹介す

る機会として，下記のセミナーを主催しました。ここ数年は生産環境工学を学んだ学生の就

職が良く，求人も多数寄せられます。

第１弾　令和 4年 11月04日開催　業種別説明会

　47名の学生と，企業関係者と本学科の教員を

含め，60名が参加しました。参加企業は下記の

通りです。業種別説明会では，生産環境工学科

の教育内容に関連する各企業の仕事内容が紹介

され，学生の就職活動において有意な情報を発

信できました。

●農林水産省　●ヤンマーアグリ株式会社

●株式会社 NIPPO　●国際航業株式会社

第２弾　令和 4年 12月02日開催　オンライン業種個別相談会

　88名の学生と，企業関係者と本学科の教員を含め，103 名が参加しました。参加企業は下

記の通りです。個別相談会は学生が希望しいるまたは興味のある企業・団体に勤めている先

��� 活動ሗ࿌

農工会では長年にࢃたって毎年，生産⎔ቃ工学に㛵㐃した◊✲機㛵や企業，タ➼をどᐹす

る機会をタけてぢ学会をᐇしてきました。᭱ ㏆のᖹᡂ ��年度ࡽ令和ඖ年度のぢ学ඛは以ୗ
の㏻ࡾです。令和㸰㹼㸱年度にコࣟ࢘ࢼィルスឤᰁ㜵ṆのほⅬࡽぢ学会を㛤ദすることがで

きまࢇࡏでしたが，令和４年度にぢ学会を㛤できました．

農工会ദ ⌧ᆅぢ学ඛ

ᐇ年度 ぢ学ඛ ᐇ᪥

ᖹᡂ ��年度 スࣀ࢞農機株式会社，農業・㣗ရ産業ᢏ⾡総ྜ◊✲

機構ࠕ農ᮧ工学◊✲ᡤࠖ

ᖹᡂ ��年 �᭶ ��᪥

ᖹᡂ ��年度 ༡ᴟほ ⯪ 6KLUDVH，株式会社ࢨ࢙࢘ーニューࢬ ᖹᡂ ��年 �᭶ ��᪥
ᖹᡂ ��年度 㛵農機株式会社ࠕክ࠶る農業総ྜ◊✲ᡤࠖ ᖹᡂ ��年 �᭶ ��᪥
ᖹᡂ ��年度 株式会社林⤌ᢏ⾡◊✲ᡤ 令和 ඖ 年 �᭶ ��᪥
令和ඖ年度 神奈川県ᜠᘔබᅬㄪ⠇ụ・▮上川ᆅୗㄪ⠇ụ 令和 �年 �᭶ ��᪥
令和 �㹼�年度 コࣟ࢘ࢼィルスឤᰁ㜵Ṇのたࡵ中Ṇ

令和４年度 農◊機構 㣗と農の科学㤋，ᅜ立◊✲㛤発法人

ᅵᮌ◊✲ᡤ

令和 �年 �᭶ ��᪥

学生のᑵ⫋支援の୍⎔として，令和４年度は生産⎔ቃ工学科と㛵ಀが῝い企業を⤂する機

会として，ୗグのセミࢼーをദしました。ここᩘ年は生産⎔ቃ工学を学ࡔࢇ学生のᑵ⫋がⰋ

。れますࡽࡏồ人もከᩘᐤ，ࡃ

➨㸯ᙎ 令和 �年 ��᭶ ��᪥㛤ദ 業✀別ㄝ᫂会

��ྡの学生と，企業㛵ಀ⪅と本学科のᩍဨをྵࡵ，
㸴㸮ྡがཧຍしました．ཧຍ企業はୗグの㏻ࡾです．

業✀別ㄝ᫂会では，生産⎔ቃ工学科のᩍ⫱内ᐜに㛵

㐃するྛ企業の内ᐜが⤂ࡉれ，学生のᑵ⫋活

動において᭷ពなሗを発ಙできました．

●農林水産┬ ●ࣖン࣐ーࣜࢢ株式会社

●株式会社 1,332 ●ᅜ㝿⯟業株式会社

➨㸰ᙎ 令和 �年 ��᭶ ��᪥㛤ദ ンࣛイン業✀ಶ別┦ㄯ会࢜

��ྡの学生と，企業㛵ಀ⪅と本学科のᩍဨをྵࡵ，���ྡがཧຍしました．ཧຍ企業はୗグ
の㏻ࡾです．ಶ別┦ㄯ会は学生がᕼᮃしいるまたは興の࠶る企業・ᅋయにࡵているඛ㍮に
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輩に社内雰囲気や働きがいなどについて直接聞

ける機会です。本学科に在学している学生に企

業とのコミュニケーション場を提供できました。

●世紀東急工業株式会社　

●東海旅客鉄道株式会社

●東鉄工業株式会社　

●株式会社テクニカル・ジィ

●株式会社シーエーシー　●株式会社テイクス　

●株式会社タカキタ　●福島県農林水産部　●埼玉県秩父農林振興センター　

●独立行政法人 水資源機構　●石川県庁農林水産部　●神奈川県庁　

●エム・エス・ケー農業機械株式会社　●石川県庁　●新潟県

　また，農工会では毎年，優秀卒業論文発表会において学科長賞を受賞した学生諸氏と卒

業式における総代に選ばれた方を対象に副賞を授与しています。また，在学中に顕著な活動

を行った学生諸氏には学科長特別賞の表彰を支援しています。令和 4年度も同様の支援を

行うことができました。

以上

社内雰囲気や働きがいなどについて直接聞ける機会で

す．本学科に在学している学生に企業とのコミュニケー

ション場を提供できました．

●世紀東急工業株式会社 ●東海旅客鉄道株式会社

●東鉄工業株式会社 ●株式会社テクニカル・ジィ

●株式会社シーエーシー ●株式会社テイクス

●株式会社タカキタ ●福島県農林水産部

●埼玉県秩父農林振興センター ●独立行政法人 水資源機構 ●石川県庁農林水産部

●神奈川県庁 ●エム・エス・ケー農業機械株式会社 ●石川県庁 ●新潟県

また，農工会では毎年，優秀卒業論文発表会において学科長賞を受賞した学生諸氏と卒業式

における総代に選ばれた方を対象に副賞を授与しています。また，在学中に顕著な活動を行っ

た学生諸氏には学科長特別賞の表彰を支援しています。令和４年度も同様の支援を行うことが

できました。

以上
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（3）農工会　会則

平成三年四月一日制定

第一章　総則

　第一条　本会は東京農業大学農工会（以下、農工会とする）と称する。

　第二条　本会は会員相互の親睦を図ると共に、地域環境科学部生産環境工学科およ

び大学院農学研究科農業工学専攻の学生の教育・課外などの諸活動を援助

することを目的とする。

　第三条　本会の事務局は、生産環境工学科事務室内（住所：東京都世田谷区桜丘

1-1-1　東京農業大学生産環境工学科）に置くこととする。

第二章　会員

　第四条　本会の会員は生産環境工学科・農業工学専攻の在学生、および同教務職員

とする。

第三章　事業

　第五条　本会は第一章第二条の目的を達成するため、以下の事業を行う。

　　　　　一、会員相互の親睦会などの開催。

　　　　　二、学生の教育・課外などの諸活動に必要な事業への援助。

　　　　　三、その他本会の目的達成に必要な事業。

第四章　会計

　第六条　農工会の事業は、寄付金、基金、預金利子により運営する。

　第七条　本会の会計年度は毎年四月一日に始まり、翌年三月三十一日に終わる。

　第八条　本会の予算および決算は別途公示することとする。

　第九条　決算は会計監事による会計監査を受けなければならない。

第五章　役員および運営委員会

　第十条　本会には次の役員を置く。

　　　　　一、会　　長　　　一名

　　　　　二、副 会 長　　　一名

　　　　　三、会計幹事　　　一名

　　　　　四、庶務幹事　　　一名
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　　　　五、会計監事　　　一名

　　　　六、学生委員　　　十名程度（原則として各学年二名以上とする）

　第十一条　会長は生産環境工学科学科長が当たる。副会長は主事がこれに当たる。会

計幹事、庶務幹事、および会計監事は教職員がこれに当たる。学生代表は

原則として各学年の学生より、選出された二名以上のものがこれに当たる。

　第十二条　委員の任期は一年とし、委員の選出に当たっての事務および業務は、前年

度委員がこれに当たる。

　第十三条　農工会の運営は運営委員会により行う。運営委員会は会長、副会長、会計

幹事、庶務幹事、学生委員により構成される。

第六章　会の運営

　第十四条　運営委員会は学生の教育・課外諸活動に関わる事業内容を審議し、審議し

た案を生産環境工学科教員会議に具申する。具申を受けた生産環境工学科

教員会議はこの案を検討し決定する。

　第十五条　運営委員会の召集は会長が行う。

第七章　雑則

　第十六条　本規定の改正および追加については運営委員会で原案をつくり、生産環境

工学科教員会議で決定する。

附　則

一、平成三年四月一日施行。

二、平成七年五月十五日、一部改正。

三、平成十年四月一日、一部改正。

四、平成十六年五月十七日、一部改正。

五、平成十七年三月末日まで旧農業工学科学生に対しても本会則を適用する。

六、平成二十三年十月十七日、一部改正。

七 ､平成三十一年四月一日、一部改正。

以　上
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Ⅵ　Bachelor, Master and Doctoral Courses in the Field 
　　 of Bioproduction and Environment Engineering  

1. Bachelor Course
（1） Department of Bioproduction and Environment Engineering

This department aims to meet social needs by the creation of a comfortable 
community that coexists with nature and conservation of global scale living 
environment. Since its foundation in 1944, the department turned out more than 6000 
graduates. In the past, it placed emphasis on rural areas and consisted of two fields: 
agricultural civil engineering and agricultural machinery. While the former dealt with 
the development and conservation of land and water resources, the bases of agricultural 
production, and development and construction of infrastructure and agricultural 
facilities for more efficient farming, the latter was engaged in the development of 
efficient farm machines and that of processing and distribution techniques of harvested 
crops.

In recent years, however, people's recognition of the environment is changing 
and interest is increasing in the realization of a comfortable and relaxed community 
that coexists with nature and the protection of global scale living environment. So it has 
become more important to rediscover rural districts as having dual functions, those are 
food production and environmental conservation. In such a situation, the department 
has been reborn as one for studying using engineering methods for the effective use of 
regional resources, techniques of continuing bioproduction while maintaining the 
function of environment conservation and methods of using electronics and natural 
energy for bioproduction. 

Society now needs those engineers who have mastered not only engineering 
techniques, but also techniques of using land, water etc., as productive resources 
effectively without destroying ecosystems, those of planning environment friendly 
facilities, those of crop processing, including production and distribution systems using 
natural energy and those of analyzing information on agricultural production paying 
attention to ecosystems. The graduates from this department will find many 
opportunities to take part in projects for creating the age of rural areas for the future 
that is characterized by a good and pleasant environment.

1. Bachelor Course (Faculty of Regional Environment Science)

（1）Department of Bioproduction and Environment Engineering

This department aims to meet social needs by the creation of a comfortable 

community that coexists with nature and conservation of global scale living 

environment. Since its foundation in 1944, the department turned out more than 

6000 graduates. In the past, it placed emphasis on rural areas and consisted of two 

fields: agricultural civil engineering and agricultural machinery. While the former 

dealt with the development and conservation of land and water resources, the bases 

of agricultural production, and development and construction of infrastructure 

and agricultural facilities for more efficient farming, the latter was engaged in the 

development of efficient farm machines and that of processing and distribution 

techniques of harvested crops.

In recent years, however, people's recognition of the environment is changing 

and interest is increasing in the realization of a comfortable and relaxed community 

that coexists with nature and the protection of global scale living environment. So 

it has become more important to rediscover rural districts as having dual functions, 

those are food production and environmental conservation. In such a situation, 

the department has been reborn as one for studying using engineering methods 

for the effective use of regional resources, techniques of continuing bioproduction 

while maintaining the function of environment conservation and methods of using 

electronics and natural energy for bioproduction.

Society now needs those engineers who have mastered not only engineering 

techniques, but also techniques of using land, water etc., as productive resources 

effectively without destroying ecosystems, those of planning environment friendly 

facilities, those of crop processing, including production and distribution systems 

using natural energy and those of analyzing information on agricultural production 

paying attention to ecosystems. The graduates from this department will find many 

opportunities to take part in projects for creating the age of rural areas for the future 

that is characterized by a good and pleasant environment.
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（2）Fields and Laboratories

1）Field of Applied Regional Resources

Dealing with land and water use engineering and farmland environmental 

engineering. Including theories and techniques for using land, water and other resources 

with conserving environment and ecosystem.

① Laboratory of Land and Water Use Engineering

Study of the techniques and mechanism for effective use of land and water, 

which are valuable and essential to human life. Including researches on the conservation 

strategies of soil and water environment through investigation in site and experiments in 

the laboratory.

Professor : Machito Mihara

Associate professor : Toru Nakajima

② Laboratory of Rural Environmental Engineering

Rural areas are not only for agricultural productions but also providing ecosystem 

services, such as disaster prevention and natural environment conservation. From the 

view point of rural environmental engineering, studies related to farmland issues (e.g., 

productivity improvement, abandoned farmland, farmland expansion), rural resource 

issues (e.g., biomass utilization, renewable energy, waste treatment and recycling), 

and rural development (e.g., agricultural production activities, the harmony of natural 

environment conservation, the conservation of ecosystem services) are conducted for 

sustainable agricultural and rural developments. Particularly, researches on conservation 

of high productive farmland, effective use of agriculture water and rural resources, organic 

waste treatment and recycling, renewable energy, and water conservation in rural areas 

are performed.

Professor : Takahiko Nakamura

Associate professor : Narong Touch

2）Field of Environmental Information and Application

Observing natural environment for bioproduction and life environment using 

great-sphere information from landsat and from local information, such as the movement 

of earth, soil and water on a micrometeorological phenomena and study of application of 
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those environmental information from the standpoint of engineering.

① Laboratory of Regional Environmental Information Studies

Study involves fields of bio-productional and environmental information which 

are dealing with monitoring and evaluation of the wide areal region on the surface 

biosphere. We use geographic information, spatial climatic information, and satellite 

imagery information to promote our researches of the focus issues. The issues are forest 

deterioration in the humid-tropics, grassland degradation, desertification in the semi- arid, 

and biogeochemistry or water cycling in a regional watershed.

Professor : Sawahiko Shimada

Associate professor : Ayako Sekiyama

② Laboratory of Soil and Water Environmental Technology

Study of the hydrologic cycle from atmosphere through soil to ground water 

emphasizing the importance of water for human life and its necessity for crop production 

and desert greening using engineering methods. Among our activities, dealing with 

improvement of cultivation environment of crops in paddy and upland fields and collecting 

information on desert greening and climate change including other activities concerning 

natural environment through evaluation techniques.

Professor : Fumio Watanabe

Professor : Shinji Suzuki

3）Field of Environment and Construction Engineering

Dealing with environment designing and construction methods and development 

of new materials, considering problems from a viewpoint of system engineering.

① Laboratory of Infrastructure Engineering

Improving rural productivity, conserving ecosystems and creating an urban 

environment. Study for designing methods and construction techniques of various 

structures and development and application of new materials based on recycling and 

energy saving techniques.

Professor : Futoshi Kawana
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② Laboratory of Hydro-structure Engineering

Study of the design and construction of agricultural facilities for conservation 

of water environment and bioproduction environment, and evaluation of water resource 

management and flood protection in agricultural and forestry watershed.

Professor : Hiromu Okazawa

Assistant professor : Maskey Sarvesh

4）Field of Machine System

Study of mechanization, systematization and Informatization for food chain, which 

is considering food safety and security, environment and ecosystem.

① Laboratory of Bio-Robotics

Study on development for food chain by bio-robotics as comprehensive 

engineering.

Professor : Kiyoshi Tajima

Professor : Yutaka Sasaki

② Laboratory of Agricultural Process and Logistics Engineering

Study of agricultural products processing and distribution technologies such as 

drying, separation, storage, quality evaluation, handling and transportation logistics etc. 

Optimal design of these technologies based on measurement of the physical properties. 

Professor : Yoshiki Muramatsu

Associate professor : Shotaro Kawakami

2. Master and Doctoral Courses (Graduate School of Agro-Environmental Science)

（1）Department of Agricultural Engineering

Agricultural Engineering is the application of engineering principles to biological 

production. This department pursues research on bio-production technologies to solve 

engineering problems related to conservation of natural environment and effective utilization 

of water, land and food resources. Our mission in education of the master course is to provide 

high quality engineering programs for students through one of main subjects, some elective 

subjects and a dissertation. In doctoral course we enable students to solve a specialised topic 

on environmental engineering in bio-production through a doctoral dissertation.
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（2）Main Subjects

1）Land and Water Resource Use Engineering

Planning the sustainable use, conservation and maintenance of land and water 

resources in watersheds, Evaluation of the role of agroforestry and agricultural water for 

the rural and hilled rural environment, Study of engineering techniques for reclamation, 

improvement and conservation of farmland on the basis of land investigation and rural 

planning. 

Professor : Machito Mihara

Professor : Takahiko Nakamura

Associate professor : Toru Nakajima

Associate professor : Narong Touch

2）Environmental Information and Planning

Study on techniques of collecting and processing of environmental information 

of agricultural field and human life, Study on techniques for effective soil and water 

use for crop production, Study of techniques for desert greening using engineering 

methods, Analyzing the relationship between commerce and geographic data by statistical 

methods using GIS, Development of water collecting techniques from water vapor 

in the atmosphere, Study on soil and water conservation engineering for sustainable 

development, Study on irrigation method for effective use of water resources in arid land.

Professor : Sawahiko Shimada 

Professor : Fumio Watanabe 

Professor : Shinji Suzuki

Associate professor : Ayako Sekiyama

3）Infrastructural Engineering

Study on development of new materials for pavement, Study on evaluation of 

block pavement, Study on properties of flexual fatigue of concrete, Study on mechanical 

properties of soil-based pavement materials, Study on development of design method for 

agricultural facilities, Study on water conservation for design of agricultural facilities Study 

on environmental conservation for sustainable development.
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Professor : Hiromu Okazawa

Professor : Futoshi Kawana

4）Agricultural Production System Engineering

Study of technology for application of solar power energy to agricultural 

machinery, environmental rehabilitation, and food processing, Study and development of 

agricultural robot activated by solar power, Evaluation of cultivated soil and development 

of cultivation methods and tools, Study on processing technology and logistics system 

of agricultural products, Development of technology to wildlife damage, Evaluation of 

quality and freshness of agricultural products, Effective use of numerical simulation for 

development of grain processing technology.

Professor : Kiyoshi Tajima

Professor : Yutaka Sasaki

Professor : Yoshiki Muramatsu

Professor : Chikahiro Egami 

Associate professor : Shotaro Kawakami
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1��2�23年　年ؒ授ܭۀը
　(農学部・応用生物科学部・生命科学部・地域環境科学部・国際食料情報学部）

ᶝ　ΠϯϑΥϝʔγϣϯ
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2� ੜڥ࢈学Պ　2�23年ׂؒ࣌
（1）前学期

1 2 3 4 6 1 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 65 2
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（2）後学期

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3

4

5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6
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3��2�22�年　֤डऀ（ܟশུ）

●東京農業大学卒業論文優秀賞（学長賞）

松田　流聖（社会基盤工学研究室）　「実用性に配慮した舗装構造解析ソフトウェアの開発」

●大日本農会賞

井石　陽葉理（水利施設工学研究室）　「水利施設の機能診断を対象とした最適な UAV 空撮

条件の検討」

●生産環境工学科学科長賞

因　宰人（地域資源利用工学研究室）　「乳酸菌が吸着した炭素繊維電極の性能に及ぼす曝

気とpHの影響」

齋藤　修（農産加工流通学研究室）　「モーダルシフトを目指したブロッコリーの氷詰め輸送

－氷の量の違いが鮮度に与える影響－」

城戸　伸明（地水環境工学研究室）　「ダイズ生育に支障をきたす連続した無降雨日の長期変動」

鈴木　淳史（バイオロボティクス研究室）　「コンクリート舗装版内温度差推定に関する研究」

其田　優（農村環境工学研究室）　「簡易ファインバブル発生装置を用いた養液土耕の研究」

松本　恵実（広域環境情報学研究室）　「光環境がペピーノの生育に及ぼす影響」

●生産環境工学科成績優秀特別賞

倉光　太一

●生産環境工学科総代

香村　拓哉

●生産環境工学科学科長特別賞

4 年

太田　士

日本農作業学会 2023 年度春季大会において研究発表「中山間地域における耕作放棄の適正

管理関す研究 ―四輪駆動式ロボット芝刈機を用いた急傾斜地の雑草管理―」（2023 年 3月）

小川　翼

関東大学ボクシングリーグ戦ミニマム級階級賞（2022 年 7月），全日本ボクシング選手権

大会男子ミニマム級（2022 年 11月）

鈴木　淳史

日本農作業学会 2023 年度春季大会において研究発表「中山間地域農業における電気軽

トラック利用の可能性―消費電力量推定における風の影響―」（2023 年 3月）
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学ੜҙࣝௐࠪ݁Ռࡏ���

1年 2年 3年 4年 合計

在籍者数 138 132 128 130 528

回答数 57 24 15 21 117

回収率（％） 41 18 12 16 22

2022年度　学生満足度調査の結果

生産環境工学科に在籍する全学生を対象に実施

一般入試A・B
34%

センター利用
9%

一般推薦
28%

指定校推薦
17%

スポーツ
4%

併設校
4% その他

4%

受験時の入試形態

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

回
答
率

最も力を注いでいる活動は何ですか？
1年 2年 3年 4年 全体

教育内容
17%

研究内容
21%

研究室・先生
9%

就職・進学・資格
15%

恩師・親・知人

の勧め
17%

高校の成績
7%

特になし
8% その他

6%

本学科に入学を決めた動機
一般書籍

3%

農大のパンフレット
36%

高校の先生
10%

親・知人
7%

農大Webサイト
28%

オープンキャンパス
10%

その他
6%

最も参考になった情報媒体

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1年 2年 3年 4年 全体 1年 2年 3年 4年 全体 1年 2年 3年 4年 全体 1年 2年 3年 4年 全体

実験実習の内容 講義科目の内容 学習環境 本学科に入学して

回
答
率

学生生活に満足していますか？

とても不満

（とても良くない）

不満

（良くない）

ふつう

（どちらとも言えない）

満足

（良い）

とても満足

（とても良い）
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㸴㸬ᢏ⾡⪅㣴ᡂࢫ࣮ࢥのᩍ⫱ᑐࡿࡍ♫のホ౯

I䠊䜰䞁䜿䞊䝖の㊃᪨

JABEE では、教育ࢢࣟࣉラ࣒をᨵၿしていくࣇーࢡࢵࣂࢻシ࣒ࢸࢫの機能を㔜どして

おり、特に卒業生、卒業生のཷけ入れඛ業および地ᇦ社会なのホ౯やពぢを教育ࣟࣉ

生⏘⎔ቃ工学⛉㸦ᪧ、ࡵている。そのたࡵにᫎし、ᨵၿしていくことをồ࣒ラࢢ 農業

工学⛉㸧の卒業生ならびに卒業生のཷけ入れඛ業㸦ୖྖ㸧をᑐ㇟に、ᮏ学⛉の技術者教

育に関するンケートをᖹ成 30年ᗘに実したので、それらの⤖ᯝをබ㛤する。

II䠊༞業⏕ཷけධれඛ業➼䠄ୖྖ䠅にᑐする䜰䞁䜿䞊䝖㞟ィ⤖ᯝ

(1) ᅇ⟅者ᩘ䠖23ே

農業土木関㐃Ẹ間業㸦土木ᘓ設， 㔞設計，コンサルࢱントな㸧 9 人

බົဨ㸦ᅜ，┴，ᕷ⏫ᮧ㸧 6 人

農業機Ე関㐃Ẹ間業㸦農業機Ე࣓ー࢝ー，㈍，㣗ရ関㐃な㸧 5 人

その 3 人

(2) 㞟ィ⤖ᯝ

問䠍 あなたは௨๓から JABEE を▱䛳ていましたか。

はい 13 人

いいえ 10 人

問䠎 問䠍で䛂はい䛃とᅇ⟅された方におᑜ䛽します。

  農業工学ศ㔝に JABEEはᚲせ性䛜あるとお考えでし䜗うか。

はい 12 人

いいえ 1 人

⌮⏤

 業として技術ኈがいる方がಙ⏝性がୖがるから。

 技術は地⌫ඹ㏻のもの。

 ୖを目ᣦして⥅⥆的に勉強するきっかけとなるたࡵ。

 農業土木関ಀはẚ㍑的⊃い分野ではあるが、技術的専門性がồࡵられている。

問䠏 ㈗⫋ሙにおいて農業工学ศ㔝の業ົを㐙⾜するሙྜにᚲせな，

あるいはᣢ䛳ていた方䛜ᮃましい㈨᱁をᣲ䛢て下さい。

技術ኈ，技術ኈ⿵， 㔞ኈ， 㔞ኈ⿵，土木工⟶⌮技ኈ 一⣭・⣭

自動㌴ᩚ備ኈ㈨᱁

問䠐 ㈗⫋ሙにおいて䛂技術ኈ⿵䛃，䛂技術ኈ䛃の㈨᱁取ᚓをᨭするỴまり䜔䝅䝇䝔䝮は

ありますか。

⤥のᫎ㸦技術ኈ，技術ኈ⿵㸧，取得時のሗዡ㔠㸦技術ኈ，技術ኈ⿵㸧

ཷ験ᩱ，ㅮ習会ཧຍ㈝等の⿵ຓ

���ٕज़ऀཆίʔεͷڭҭʹର͢ΔࣾձͷධՁ
問䠑 農業工学技術にᚲせなᇶ♏ⓗ科┠は何だとお考えですか。

ᩘ学，≀⌮，生≀，学，地⌮学，ୡ⏺ྐ，ⱥㄒ，ᅜㄒ，⌮

問䠒 農業工学技術者教育におけるᑓ㛛ᇶ♏およ䜃ᑓ㛛ศ㔝にᚲせなᤵ業科┠は何だとお考

えでし䜗うか。

ᵓ㐀力学，Ỉ⌮学，土㉁力学，機Ე力学，材ᩱ力学，Ỉ学，農ᮧ工学，

土地ᨵ良学， 㔞学

問䠓 これからの技術者教育では，主としてどのような内容に取り組むべきであるとお考えです

か。

コミュニケーション能力, ㄒ学力，⏬力，説得力，一般教養，専門知識，

実験技術

問䠔 当学科のような農業工学関連学科における教育の今後の方向性について，ご意見をお

聞かせください。また，大学の技術者教育に何を期待しますか，ご意見をお聞かせ下さ

い。

 学生の自ಙをつけさࡏることと、࢟ࢫルを࢘トࢵࣉトできる能力

 知識と実㊶を㏻して῝く⌮ゎ出来るࢢࣟࣉラ࣒の生

 ᅜ㝿的に㏻⏝する技術者教育に期待します。

 ᵝ々な知識やពぢを持った学生の輩出に期待いたします。

 自ら⪃えてㄢ㢟をゎỴできる能力

 ㄢ㢟にᑐするၥ㢟ゎỴ能力

 農業工学を学ぶ学生の⥅⥆的な☜ಖ

 ⌧ሙ力、農業・農ᮧの⌧≧を⌮ゎすること

  㔞や㹁㸿㹂な༶ᡓ力になれる人材をồࡵています。Word やExcelなの࢟ࢫルも

必要ྍḞです。

 農業工学のᯟにとらわられࡎに土木般に㏻⏝できる技術教育を期待したい。

 まࡎは、Ỉ⌮なの専門知識をしっかりと身につけること。そして、専門分野だ

けでなく、ᖜᗈい分野に⯆をもつことにより人間力も㘫えていただきたいと思

います。
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㸴㸬ᢏ⾡⪅㣴ᡂࢫ࣮ࢥのᩍ⫱ᑐࡿࡍ♫のホ౯

I䠊䜰䞁䜿䞊䝖の㊃᪨

JABEE では、教育ࢢࣟࣉラ࣒をᨵၿしていくࣇーࢡࢵࣂࢻシ࣒ࢸࢫの機能を㔜どして

おり、特に卒業生、卒業生のཷけ入れඛ業および地ᇦ社会なのホ౯やពぢを教育ࣟࣉ

生⏘⎔ቃ工学⛉㸦ᪧ、ࡵている。そのたࡵにᫎし、ᨵၿしていくことをồ࣒ラࢢ 農業

工学⛉㸧の卒業生ならびに卒業生のཷけ入れඛ業㸦ୖྖ㸧をᑐ㇟に、ᮏ学⛉の技術者教

育に関するンケートをᖹ成 30年ᗘに実したので、それらの⤖ᯝをබ㛤する。

II䠊༞業⏕ཷけධれඛ業➼䠄ୖྖ䠅にᑐする䜰䞁䜿䞊䝖㞟ィ⤖ᯝ

(1) ᅇ⟅者ᩘ䠖23ே

農業土木関㐃Ẹ間業㸦土木ᘓ設， 㔞設計，コンサルࢱントな㸧 9 人

බົဨ㸦ᅜ，┴，ᕷ⏫ᮧ㸧 6 人

農業機Ე関㐃Ẹ間業㸦農業機Ე࣓ー࢝ー，㈍，㣗ရ関㐃な㸧 5 人

その 3 人

(2) 㞟ィ⤖ᯝ

問䠍 あなたは௨๓から JABEE を▱䛳ていましたか。

はい 13 人

いいえ 10 人

問䠎 問䠍で䛂はい䛃とᅇ⟅された方におᑜ䛽します。

  農業工学ศ㔝に JABEEはᚲせ性䛜あるとお考えでし䜗うか。

はい 12 人

いいえ 1 人

⌮⏤

 業として技術ኈがいる方がಙ⏝性がୖがるから。

 技術は地⌫ඹ㏻のもの。

 ୖを目ᣦして⥅⥆的に勉強するきっかけとなるたࡵ。

 農業土木関ಀはẚ㍑的⊃い分野ではあるが、技術的専門性がồࡵられている。

問䠏 ㈗⫋ሙにおいて農業工学ศ㔝の業ົを㐙⾜するሙྜにᚲせな，

あるいはᣢ䛳ていた方䛜ᮃましい㈨᱁をᣲ䛢て下さい。

技術ኈ，技術ኈ⿵， 㔞ኈ， 㔞ኈ⿵，土木工⟶⌮技ኈ 一⣭・⣭

自動㌴ᩚ備ኈ㈨᱁

問䠐 ㈗⫋ሙにおいて䛂技術ኈ⿵䛃，䛂技術ኈ䛃の㈨᱁取ᚓをᨭするỴまり䜔䝅䝇䝔䝮は

ありますか。

⤥のᫎ㸦技術ኈ，技術ኈ⿵㸧，取得時のሗዡ㔠㸦技術ኈ，技術ኈ⿵㸧

ཷ験ᩱ，ㅮ習会ཧຍ㈝等の⿵ຓ

問䠑 農業工学技術にᚲせなᇶ♏ⓗ科┠は何だとお考えですか。

ᩘ学，≀⌮，生≀，学，地⌮学，ୡ⏺ྐ，ⱥㄒ，ᅜㄒ，⌮

問䠒 農業工学技術者教育におけるᑓ㛛ᇶ♏およ䜃ᑓ㛛ศ㔝にᚲせなᤵ業科┠は何だとお考

えでし䜗うか。

ᵓ㐀力学，Ỉ⌮学，土㉁力学，機Ე力学，材ᩱ力学，Ỉ学，農ᮧ工学，

土地ᨵ良学， 㔞学

問䠓 これからの技術者教育では，主としてどのような内容に取り組むべきであるとお考えです

か。

コミュニケーション能力, ㄒ学力，⏬力，説得力，一般教養，専門知識，

実験技術

問䠔 当学科のような農業工学関連学科における教育の今後の方向性について，ご意見をお

聞かせください。また，大学の技術者教育に何を期待しますか，ご意見をお聞かせ下さ

い。

 学生の自ಙをつけさࡏることと、࢟ࢫルを࢘トࢵࣉトできる能力

 知識と実㊶を㏻して῝く⌮ゎ出来るࢢࣟࣉラ࣒の生

 ᅜ㝿的に㏻⏝する技術者教育に期待します。

 ᵝ々な知識やពぢを持った学生の輩出に期待いたします。

 自ら⪃えてㄢ㢟をゎỴできる能力

 ㄢ㢟にᑐするၥ㢟ゎỴ能力

 農業工学を学ぶ学生の⥅⥆的な☜ಖ

 ⌧ሙ力、農業・農ᮧの⌧≧を⌮ゎすること

  㔞や㹁㸿㹂な༶ᡓ力になれる人材をồࡵています。Word やExcelなの࢟ࢫルも

必要ྍḞです。

 農業工学のᯟにとらわられࡎに土木般に㏻⏝できる技術教育を期待したい。

 まࡎは、Ỉ⌮なの専門知識をしっかりと身につけること。そして、専門分野だ

けでなく、ᖜᗈい分野に⯆をもつことにより人間力も㘫えていただきたいと思

います。
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III䠊༞業⏕にᑐする䜰䞁䜿䞊䝖㞟ィ⤖ᯝ

(1) ᅇ⟅者ᩘ䠖28ே

බົဨ㸦ᅜ，┴，ᕷ⏫ᮧ㸧 12 人

農業土木関㐃Ẹ間業㸦土木ᘓ設， 㔞設計，コンサルࢱントな㸧 8 人

ᅋ体㸦⊂立行ᨻἲ人，土地ᨵ良事業ᅋ体，農༠な㸧 2 人

農業機Ე関㐃Ẹ間業㸦農業機Ე࣓ー࢝ー，㈍，㣗ရ関㐃な㸧 1 人

その 3 人

  

(2) 㞟ィ⤖ᯝ

問䠍 あなたは௨๓から JABEE を▱䛳ていましたか。

はい 22 人

いいえ 6 人

問 2 問䠍で䛂はい䛃とᅇ⟅された方におᑜ䛽します。

  農業工学ศ㔝に JABEEはᚲせ性䛜あるとお考えでし䜗うか。

はい 20 人

いいえ 㸰人

⌮⏤

 業ົで使⏝するたࡵ

 技術ኈ⿵の㈨᱁が得られること、

 Ẹ間業につとࡵていたྠ業者の方が技術ኈは必要だといわれたから。

 ᑵ⫋してからは勉強する時間がなかなかとれないので、学生のうちに取得してお

くと後がᴦだと思う。

 土木に関するᇶ♏知識をᖜᗈく習得することができるたࡵ

 JABEE の⛉目はᘓ設業をするうえで必要と思うから。

 技術者㊊による専門知識の⋓得と࢚ンࢪニ☜ಖのたࡵ。

 技術ኈᤕ(技術ኈ一ḟヨ験)がච㝖されるから

問䠏 あ࡞たが᪤ྲྀᚓさࢀていࡿ㈨᱁ࡍ࡛ࢇ࡞ࡣ。

技術ኈ⿵， 㔞ኈ⿵，ᑠᆺ⛣動ᘧࣞࢡーン，࢛ࣇーࣇࣜࢡト㐠㌿技能ㅮ習，

ECO᳨ᐃ，土木工⟶⌮技ኈ一⣭・⣭，༴㝤≀எ㸲

問䠐 あなた䛜これから取ᚓしたいとお考えの㈨᱁はな䜣ですか。

技術ኈ，技術ኈ⿵， 㔞ኈ， 㔞ኈ⿵，土木工⟶⌮技ኈ一⣭・⣭，コンࣜࢡート

デ᩿ኈ，ࢿ࢚ルࢠー⟶⌮ኈ、㟁᳨、㟁気工事ኈ、㣗ရ⾨生㈐௵者、㣗ရ⾨生⟶⌮者，

ᛂ⏝ሗ技術者，࢜ࣅトーࣉ⟶⌮ኈ，⎔ቃ計㔞ኈ

問䠑 ᮏ学科で学䜣だ科┠で，♫にฟてからᙺに❧䛳た䜒のは何ですか。

専門⛉目，実験・実習・₇習⛉目，卒業論文，⌧ሙㄪᰝ，教養⛉目㸦自↛⛉学㸧，ㄒ

学

問㸴 ◊✲ᐊ࡛のάືࡣ㸪♫ฟてらᙺࡕ❧ました。

非常に役に立っている 10 人

役に立っている 17 人

それほ役に立っていない 1 人

⌮⏤

 専門技術が学べたたࡵ、また研究室・研究活動に関わる多くの方々と出会えたたࡵ

研究室で学んだことがそのまま活⏝できているたࡵ。

 社会人としての教養を身につけたから。

 人に説明をする㝿にはのような㈨ᩱが必要か、㈨ᩱのస成についての知識を学べ

たたࡵ。

 研究室活動を㏻ࡌて人間関ಀ及び༠ㄪ性等について日々学ぶことができた。

 コミュニケーション能力，専門知識，ࢮࣞࣉン能力、

 業者とのやりとりの୰で専門⏝ㄒが出てきたときに、⌮ゎできる。

 社会でのᇶᮏ的なࢼ࣐ーを学ぶሙとしては良いのではと思う。

 勉学以外にも、コミュニケーション能力やコミュニケーションのᖜをᗈࡆるには  
㔜要。社会に出ても⤖ᒁ必要なのはᑐ人力。

 ồࡵられる⤖論、⤖ᯝにᑐしての論⌮的思⪃及びࢫࢭࣟࣉᵓ⠏のᇶ♏、工ල等のྡ

๓、使⏝方ἲを身につけることができたとឤࡌるたࡵ

 ࡵられたたࡌーション能力の向ୖをឤࢸンࢮࣞࣉ

問㸵 農業工学技術にᚲせなᇶ♏ⓗ科┠は何だとお考えですか。

ᩘ学，≀⌮学，生≀学，学，ᅜㄒ，⌮，ⱥㄒ，一般教養

問㸶 農業工学技術者教育におけるᑓ㛛ᇶ♏およ䜃ᑓ㛛ศ㔝にᚲせなᤵ業科┠は何だとお

考えでし䜗うか。

ᇶ♏力学、ᵓ㐀力学、土㉁力学、Ỉ⌮学、Ỉ設工学、㐨㊰工学， 㔞、土木材

ᩱ、農業ᇶ♏、Ỉ学，コンࣜࢡート工学，Ỉ設工学，土ተ≀⌮学，農業実習，

農ᮧ計⏬学，

」ᩘ人によるㄢ㢟研究を行うなのコミュニケーション能力を養うࢢルーࢫࢹࣉ

，ション⣔の授業ࢵ࢝

බඹ事業のあり方とそれに関わるࣖࣞࣉーの実㝿を学ぶ⛉目

問㸷 ᮏ学科で㊊していたとᛮ䜟れる学問㡿ᇦ䛜ありましたら教えて下さい。

CAD の₇習㸦土木分野㸧、㐨㊰の設計およびỈ㊰の設計

CAD についてのᇶ♏知識㸦࣌ン設ᐃやࣞ࢘トのኚ᭦方、2Dでのసᅗ経験㸧

土木設計〇ᅗ

⌧㒊研ಟ㸦土地ᨵ良設なのぢ学㸧
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III䠊༞業⏕にᑐする䜰䞁䜿䞊䝖㞟ィ⤖ᯝ

(1) ᅇ⟅者ᩘ䠖28ே

බົဨ㸦ᅜ，┴，ᕷ⏫ᮧ㸧 12 人

農業土木関㐃Ẹ間業㸦土木ᘓ設， 㔞設計，コンサルࢱントな㸧 8 人

ᅋ体㸦⊂立行ᨻἲ人，土地ᨵ良事業ᅋ体，農༠な㸧 2 人

農業機Ე関㐃Ẹ間業㸦農業機Ე࣓ー࢝ー，㈍，㣗ရ関㐃な㸧 1 人

その 3 人

  

(2) 㞟ィ⤖ᯝ

問䠍 あなたは௨๓から JABEE を▱䛳ていましたか。

はい 22 人

いいえ 6 人

問 2 問䠍で䛂はい䛃とᅇ⟅された方におᑜ䛽します。

  農業工学ศ㔝に JABEEはᚲせ性䛜あるとお考えでし䜗うか。

はい 20 人

いいえ 㸰人

⌮⏤

 業ົで使⏝するたࡵ

 技術ኈ⿵の㈨᱁が得られること、

 Ẹ間業につとࡵていたྠ業者の方が技術ኈは必要だといわれたから。

 ᑵ⫋してからは勉強する時間がなかなかとれないので、学生のうちに取得してお

くと後がᴦだと思う。

 土木に関するᇶ♏知識をᖜᗈく習得することができるたࡵ

 JABEE の⛉目はᘓ設業をするうえで必要と思うから。

 技術者㊊による専門知識の⋓得と࢚ンࢪニ☜ಖのたࡵ。

 技術ኈᤕ(技術ኈ一ḟヨ験)がච㝖されるから

問䠏 あ࡞たが᪤ྲྀᚓさࢀていࡿ㈨᱁ࡍ࡛ࢇ࡞ࡣ。

技術ኈ⿵， 㔞ኈ⿵，ᑠᆺ⛣動ᘧࣞࢡーン，࢛ࣇーࣇࣜࢡト㐠㌿技能ㅮ習，

ECO᳨ᐃ，土木工⟶⌮技ኈ一⣭・⣭，༴㝤≀எ㸲

問䠐 あなた䛜これから取ᚓしたいとお考えの㈨᱁はな䜣ですか。

技術ኈ，技術ኈ⿵， 㔞ኈ， 㔞ኈ⿵，土木工⟶⌮技ኈ一⣭・⣭，コンࣜࢡート

デ᩿ኈ，ࢿ࢚ルࢠー⟶⌮ኈ、㟁᳨、㟁気工事ኈ、㣗ရ⾨生㈐௵者、㣗ရ⾨生⟶⌮者，

ᛂ⏝ሗ技術者，࢜ࣅトーࣉ⟶⌮ኈ，⎔ቃ計㔞ኈ

問䠑 ᮏ学科で学䜣だ科┠で，♫にฟてからᙺに❧䛳た䜒のは何ですか。

専門⛉目，実験・実習・₇習⛉目，卒業論文，⌧ሙㄪᰝ，教養⛉目㸦自↛⛉学㸧，ㄒ

学

問㸴 ◊✲ᐊ࡛のάືࡣ㸪♫ฟてらᙺࡕ❧ました。

非常に役に立っている 10 人

役に立っている 17 人

それほ役に立っていない 1 人

⌮⏤

 専門技術が学べたたࡵ、また研究室・研究活動に関わる多くの方々と出会えたたࡵ

研究室で学んだことがそのまま活⏝できているたࡵ。

 社会人としての教養を身につけたから。

 人に説明をする㝿にはのような㈨ᩱが必要か、㈨ᩱのస成についての知識を学べ

たたࡵ。

 研究室活動を㏻ࡌて人間関ಀ及び༠ㄪ性等について日々学ぶことができた。

 コミュニケーション能力，専門知識，ࢮࣞࣉン能力、

 業者とのやりとりの୰で専門⏝ㄒが出てきたときに、⌮ゎできる。

 社会でのᇶᮏ的なࢼ࣐ーを学ぶሙとしては良いのではと思う。

 勉学以外にも、コミュニケーション能力やコミュニケーションのᖜをᗈࡆるには  
㔜要。社会に出ても⤖ᒁ必要なのはᑐ人力。

 ồࡵられる⤖論、⤖ᯝにᑐしての論⌮的思⪃及びࢫࢭࣟࣉᵓ⠏のᇶ♏、工ල等のྡ

๓、使⏝方ἲを身につけることができたとឤࡌるたࡵ

 ࡵられたたࡌーション能力の向ୖをឤࢸンࢮࣞࣉ

問㸵 農業工学技術にᚲせなᇶ♏ⓗ科┠は何だとお考えですか。

ᩘ学，≀⌮学，生≀学，学，ᅜㄒ，⌮，ⱥㄒ，一般教養

問㸶 農業工学技術者教育におけるᑓ㛛ᇶ♏およ䜃ᑓ㛛ศ㔝にᚲせなᤵ業科┠は何だとお

考えでし䜗うか。

ᇶ♏力学、ᵓ㐀力学、土㉁力学、Ỉ⌮学、Ỉ設工学、㐨㊰工学， 㔞、土木材

ᩱ、農業ᇶ♏、Ỉ学，コンࣜࢡート工学，Ỉ設工学，土ተ≀⌮学，農業実習，

農ᮧ計⏬学，

」ᩘ人によるㄢ㢟研究を行うなのコミュニケーション能力を養うࢢルーࢫࢹࣉ

，ション⣔の授業ࢵ࢝

බඹ事業のあり方とそれに関わるࣖࣞࣉーの実㝿を学ぶ⛉目

問㸷 ᮏ学科で㊊していたとᛮ䜟れる学問㡿ᇦ䛜ありましたら教えて下さい。

CAD の₇習㸦土木分野㸧、㐨㊰の設計およびỈ㊰の設計

CAD についてのᇶ♏知識㸦࣌ン設ᐃやࣞ࢘トのኚ᭦方、2Dでのసᅗ経験㸧

土木設計〇ᅗ

⌧㒊研ಟ㸦土地ᨵ良設なのぢ学㸧
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問 10 これからの技術者教育では，主としてどのような内容に取り組むべきであるとお考えで

すか。

文章力，コミュニケーション能力，実験技術，専門知識，一般教養

問 11 当学科のような農業工学関連学科における教育の今後の方向性について，ご意見をお

聞かせください。また，大学の技術者教育に何を期待しますか，ご意見をお聞かせ下さ

い。

 専門分野を学ぶことは非常に大切ですが、大学 4年間で身につくものは限られてい

ます。一方社会に出てから学ぶことは多々ありますが、学びを経験に頼るのではな

く、積極的に学びに向き合い、より成長していけるような技術者教育に取組んでい

ただけたらと願います。

 農業を主体とする土木のサポートの必要性を期待します。特に地方の農業。

 このままで良いと思います。伝統ある大学で、生徒・教授が思ったことを実行でき

る大学であるべきだと思います。

 卒業後も農業工学に携わる人材を輩出していただきたいと思います。

 技術者と会話出来る知識及び、コミュニケーション能力

問 12 本学科の後輩への助言がありましたら記入して下さい。

 大学・研究室の活動も、それ以外のことも、いろいろ体験して多くの経験をしてく

ださい。4年間終えたときに、胸をはれるように、頑張って！

 勉強をしっかり頑張ってください。

 人に説明する機会が多いので、学生の間に練習をしておくといいと思います。

 自分に素直にやりたいことをやればよいと思います。

 常にニュートラルな気持ちで頑張ってほしい

 CAD を使えると、設計や工事に関わる人には非常に役立つと思います。

 研究室に入室したら、卒業するまでしっかり取り組んでください。収穫祭の準備、

卒業論文手伝い、日々の研究室活動等が社会に出た時に役立つ時が来ると思います。

 単位を取ることを目標にするのではなく、知識を得ることを目標としてがんばって

ください。

「技術術者倫理」担当講師・鮫島先生より（日本技術士会所属）

　JABEEコース修了生は各国（ワシントンアコード加盟国）の専門技術者として登録を

受けることのできる資格として認知され、海外において技術者として活躍できる大きな

アドバンテージになります。是非チャレンジしてください。
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問 10 これからの技術者教育では，主としてどのような内容に取り組むべきであるとお考えで

すか。

文章力，コミュニケーション能力，実験技術，専門知識，一般教養

問 11 当学科のような農業工学関連学科における教育の今後の方向性について，ご意見をお

聞かせください。また，大学の技術者教育に何を期待しますか，ご意見をお聞かせ下さ

い。

 専門分野を学ぶことは非常に大切ですが、大学 4年間で身につくものは限られてい

ます。一方社会に出てから学ぶことは多々ありますが、学びを経験に頼るのではな

く、積極的に学びに向き合い、より成長していけるような技術者教育に取組んでい

ただけたらと願います。

 農業を主体とする土木のサポートの必要性を期待します。特に地方の農業。

 このままで良いと思います。伝統ある大学で、生徒・教授が思ったことを実行でき

る大学であるべきだと思います。

 卒業後も農業工学に携わる人材を輩出していただきたいと思います。

 技術者と会話出来る知識及び、コミュニケーション能力

問 12 本学科の後輩への助言がありましたら記入して下さい。

 大学・研究室の活動も、それ以外のことも、いろいろ体験して多くの経験をしてく

ださい。4年間終えたときに、胸をはれるように、頑張って！

 勉強をしっかり頑張ってください。

 人に説明する機会が多いので、学生の間に練習をしておくといいと思います。

 自分に素直にやりたいことをやればよいと思います。

 常にニュートラルな気持ちで頑張ってほしい

 CAD を使えると、設計や工事に関わる人には非常に役立つと思います。

 研究室に入室したら、卒業するまでしっかり取り組んでください。収穫祭の準備、

卒業論文手伝い、日々の研究室活動等が社会に出た時に役立つ時が来ると思います。

 単位を取ることを目標にするのではなく、知識を得ることを目標としてがんばって

ください。

�ɽٕज़ऀڭҭ（ٕज़ऀཆίʔε）ʹର͢Δଔۀੜ͔Βͷཁ

　平成17年度に「生産環境工学科教育システム評価委員会」を立ち上げて以降、年に一回（収

穫祭開催時期）定例委員会を開催している。これにより、継続的に卒業生などから意見や要

望を聞く機会を設けている。

　これまでに卒業生から得られた具体的な意見と要望の主なものは以下の通りである。

（1）就職状況を見ると専門就職が少なく、サービス業が多く見受けられる。現在の社会情

勢を鑑みれば、専門就職の意志があっても実現できない状況は理解できる。しかし、

技術者養成コース卒業者には、ぜひ専門領域での活躍を期待したい。

（ 2）ISOとの関連で、環境関連の仕事が増えてきている。またバリアフリー対応や景観関連

の仕事も増えてきている。これらの分野を工学的視点から考究できる能力が要求され

ている。

（ 3）義務教育の質の低下がみられ、これが学生の向学心や卒業後の進路選択に影響を及ぼ

していると考えられる。このため低学年における動機付けが重要であり、各教員の研究

を反映した実習を充実させると良い。また、インターンシップも有効であると考えられる。

（ 4）専門知識を基礎に新たに自分で知識を積み上げていく能力が重要である。このため専

門基礎教育が重要である。

（ 5）現場では測量が重要であるため、測量実習をしっかりとやらせて欲しい。

（ 6）現場に出て自分で課題を見つける能力が乏しい。

（ 7）受け身の学生が多く、人の話を良く聞き理解する能力、また話を引き出す能力、すな

わちコミュニケーション能力がない。この能力を身につけさせるためには、授業中にお

ける発言の機会を増やすことも重要である。また、人に対して説明できる能力、プレゼ

ンテーション能力を養う必要がある。

（ 8）農大卒ということで農業の知識を持っていると期待されている。

（ 9）語学、特に英語と中国語が重要である。

（10）技術士の資格は重要であるが、ぜひコース修了者を増やして欲しい。

（11）研究室活動を通じて培ったプレゼンテーション能力、礼儀作法等は非常に役立っている。

（12）公共事業等を行う上では技術士の資格が重要なので、JABEEコース修了者（技術士補

有資格者）は貴重な人材である。

（13）既修得科目の成績を遡って変更することができれば、JABEE 登録者の増加のみならず、

卒業生の質的向上にもつながることから、ぜひとも実現して欲しい。
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（14）プレゼンテーションを行う機会を多くし、①質疑に対する受け答え、②制約時間内で

の実施、に関する訓練を行ってみてはどうか？また、他人の発表に対して質問する訓

練をするのも有効である。

（15）企業では技術者が有するべき倫理観を養うことが求められているため、「技術者倫理」

の開講は有効である。しかし、技術者に求められる資質のうち、優先順位が高いのは「倫

理観」であるという社会情勢を考慮すると、技術者倫理に関する学習・教育目標の達

成度は今よりも上げる必要があるのではないか。

（16）JABEEコース修了生をフォローアップ（例えば技術士を取る時など）できるようなシス

テムがあるとより良い。

（17）技術者養成コースの学習・教育到達目標（A：人類社会における技術の位置づけ）の中

に JABEE 基準の（f：コミュニケーション能力）、（h：制約下でのデザイン能力）を満た

すような科目群を配置してはどうか。

（18）半年ごとに行う成績チェック以外に成績をだすまでに学生個人が達成度を認識するこ

とができるシステムを構築する必要がある。

（19）建設分野・ものづくり分野への就職希望者が少ない現状がある。動機づけや正しい業

務内容の周知のため、インターンシップのJABEE 必修化を検討する必要がある。

（20）新卒者を採用する立場として、言われたことしかやらないという場合が目立つようになっ

た。コミュニケーション能力の向上が重要である。また、文章力も重要である。

（21）学科名にある「環境」に興味をもって入学する学生が多いと思うが、課題はほかにも

たくさんある。少子高齢化や TPPの問題、ストックマネジメントや農業のロボット化な

ど様々な技術が期待されている。環境問題だけでなく、新しい課題に挑戦できる多種

多様な能力形成が必要。人文科学の分野の教養科目を充実させても良いのでは？

（22）最近の学生は、社会に対する知見や認識が薄い傾向にあるため、社会と大学とのつな

がりについて、先輩が在学生に助言するべきである。さらに、技術士の社会での位置

づけを、学生が理解できる取り組みが必要である。

　本コースではこれらの意見・要望を踏まえ、必要に応じて学習・教育目標やコース履修規

定の検討、見直しを行っている。今後もOB・OGも含めた学外からの意見や要望の聞き取り

を継続して教育システムの改善につなげていくこととしている。

－90－



－91－

���ਪનਤॻҰཡ
書　　　名 著者・編者 発　行　所

（環境問題）

凍った地球

スノーボールアースと生命進化の物語
田近英一 新潮社

沙漠学事典 日本沙漠学会 丸善

ジブティの沙漠緑化100景

もう一つのアフリカガイド
東京農大沙漠に緑を育てる会編 東京農大出版会

（農地・農村）

農業水利学 飯田俊彰・加藤亮 編 文永堂

（工学）

あたらしい測量学

－基礎から最新技術まで－
岡澤宏ら コロナ社

（情報）

スマホ脳 アンデシュ・ハンセン 新潮新書

（その他）

農業土木標準用語辞典 農業土木学会編 農業土木学会

土壌物理用語事典 土壌物理学会 養賢堂

最新版 大学生のためのレポート・論文術 小笠原喜康 講談社現代新書
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生
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工
学
科
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験
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国
際
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ト
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業
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.
0
2
.
1
4
現
在
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11号館（教職・学術課程研究室・実験室等）案内図

７号館（生産環境工学科研究室・実験室等）案内図

健康
サポート
センター

教職課程

電子顕微鏡室学術情報課程学術情報課程

教職実験室電子顕微鏡室

１F

教職課程
（熊澤）

学術情報課程 教職課程
（模擬授業教室）

教職課程
（武田）

学術情報課程
（木村）

教職課程
（緩利）

学術情報課程
（鈴木）

２F

教職課程
（技術科：實野）

２F

バイオロボティクス実験室 社会基盤工学実験室

工作室
（木工）

バイオロボティクス研究室
田島

１F
水利施設工学

実験室

危険物
貯蔵庫
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コンピュータ実習室５
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15号館（教職実験室等）案内図

18号館（地域環境科学部教養数学研究室等）案内図

３F

９F
数学
演習室

数学
研究室
（江上）

教育
後援会
事務局

１F
１８１１

演習室

教職課程
地学・化学実験室

教職課程
物理・生物実験室
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階別レイアウト

9 階 理事長室　　学長室　　企画広報室

8 階

内部監査室　　総務・人事部（総務課／人事課）

財務・施設部（財務企画課／財務会計課／施設課／システム管理課）

経営企画部　　初等中等教育部事務部

7 階

図書館

6 階

キャリアセンター

情報教育センター

コンピュータ自習室

1号館

連絡ブリッジ

5 階

4 階

3 階
1号館

連絡ブリッジ

2 階
教務課　教職等支援課　学生課　スポーツ振興室

学務課　グローバル連携センター

1号館

連絡デッキ

1 階
入学センター　総務課（環境管理）　展示室

メール室（郵便物・宅物・学内便等）

地下1階 横井講堂（281座席＋車イススペース1人分）
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９ 階 理事長室 内部監査室 学長室 常務理事室 副学長室 学部長室他

８ 階
戦略室 総務部(総務課／人事課)
財務部(財務補助金課／経理課) 施設部(施設課／環境管理課)

７ 階

図書館

６ 階
キャリアセンター
コンピュータセンター
コンピュータ自習室

1号館
連絡ブリッジ

５ 階

４ 階

３ 階
1号館

連絡ブリッジ

２ 階
教職等支援課

学事課 国際協力センター
1号館

連絡デッキ

１ 階
入試センター エクステンションセンター 総合案内 展示室
守衛室 メール室(郵便物・宅物・学内便等)

地下１階 横井講堂(281座席＋車イススペース1人分)

֊ผϨΠΞτ

教務課 学生課

〒156-8502　東京都世田谷区桜丘1丁目1番地

電　話　番　号

単位・履修・試験について

教務課：03-5477-2225

学費の延納について

地域環境科学部事務室：03-5477-2911

奨学金・事故・事件・その他トラブルについて

学生課：03-5477-2681（奨学金）　　03-5477-2228（それ以外）

健康診断，ケガ，病気になったとき

健康サポートセンター：03-5477-2231

世田谷キャンパスにおける緊急時の連絡先

地域環境科学部事務室：03-5477-2911　警備本部：03-3426-6087（夜間・休日）
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2023年（令和5年）4月1日

TEL 03-5477-2911（学部事務室）
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・単位の取得には、毎回 2時間の予習および復習をしなければならない
・授業にふさわしい雰囲気づくりのため、受講にあたっては以下の行為を禁ずる

（1）授業開始後の入退室
（2）私語
（3）無許可での飲食
（4）情報端末（スマートフォン等）の無許可利用・無許可撮影
（5）受講にふさわしくない服装（無許可での帽子等）の着用
（6）レポート等におけるインターネットからの無断引用
（7）その他、授業の進行を妨げたり、雰囲気を悪くする行為

ੜڥ࢈学Պ

学Պ8FCαΠτ
IUUQ���XXX�CFF�OPEBJ�KQ�

ੜڥ࢈学ՊͰ *OTUBHSBN ͱ 'BDFCPPL ʹΑΓɺڀݚɾڭҭ׆
ಈɺ学Պͷ֤छΠϕϯτΛਵ͍ͯ͠ࡌܝ࣌·͢ɻϑΥϩʔΛΑΖ͓͘͠
ɻ͢·͍͠ئ

*OTUBHSBN�63-

'BDFCPPL�63-

ੜڥ࢈学ՊΦϦδφϧ8FCαΠτ

生産環境工学科では Instagramと Facebook により，研究・教育活動，学科の各種イベント
を随時掲載しています。フォローをよろしくお願いします。

  

@BEE.TokyoNODAI
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